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- まぶしさと; 必のない故新のHWVJ が光り天)1: ( ノレミナス ν ー

リング) です。

. M: も. i f f i ! ! ょした! 照明方式といわれております。

. I I¥' Uレミハネノレ( 特殊プラスチ γ クス似) の，ど使J . [ j lζ よ

って，光り天井が子れに，経済的にできます。
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く，粍く，光り天井のために特につくられた材料です。

自 主 裂 f丘 病 . u立スーパーラピッド蛍光灯をあわせて御利用下さい。
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地下鉄道、高架鉄道の知き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完霊

の防水効果を発揮して居ります
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新 製 品
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(金具マーク)

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 問 工 場

及び金具工場共 IL J  1  S の指定を受 け

た唯一の衛生器具総合 メーカ ーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセットで御使用下さい
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本 社 工 湯 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 〈 代) 3臼 l ・大 阪(48) 4490

東 京 支 l苫 東 京 都 中 央区 銀 座 4丁 目 三 和 ピノレ

電 話 京 橋 (56) 17 0  1 ・2 5 6 4

大 阪 事 務所 大 阪 市 東 区 瓦 II IJ 2丁 目三 和 ヒ・ノレ

電 話 北 浜 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  
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。 ソ フ ト な 感 触

。 優 秀 な 耐 久 力

く〉美 し い 色 彩
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吸 音 板，防 熱 板 を 天 井 壁 面 及 び ダ ク ト 面 fC

議長工竹工 合…し安し…

|建築用官メタ年ン|

セメダイン株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 T E L ⑧ 3  1  3  1  

支 庖 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 東 T E L  @ 3 4 5 6  

。11<<]

¥ 〆 特 許 出 願 中

卒川々ｾｾポイラ

経費節減527万円の

利益をｾも
女 高 性 能 ・ 語 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「華命児現るノ

女 1年間(7200時間) の燃料節約額

太 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

zb腎 iこて

電ミ 排刀ス j践 jQ7

0

C

株式舗士卒川鉄工所

<l 営業課 目c> 平川 ~水管ボイ ラ、平川 ~機関車型ボイラ

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般・輸送後械

本 社 ・工 場 大阪市大淀区大仁酋2のl 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東京営 業 所 東 京 都 中 央 区八宜[ 州6の7 電話 ⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九州出張所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 電 話 小 倉 ① 1 3  6  2  
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安 全 度 の 高 い 、、
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ガイドレール 力一プレール

Ｈ ｾｾ 二 ｲ ｮ 仁 ＳＲ 入 Ｉ 復車・単車 ハンガー

重量型ハンガ ー

ラ ケ ッ ト 附 属 品そ の 他 ブ 切

御用命は全国各地有名建築金物l苫へ御!照会

隠れ 3 ます カタログ進呈

25 三 谷 製 作 所 .足立?: i f J 23 l  
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藤 森 工 業株 式

A

会社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 - 2  ( 大倉ピ ノレ 3 階)

専 用 電 話 東 京 @ ( 代表) 6 4 3 2 - 6 4 3 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 娼 通 1丁目 1番地( 大同ピノレ 709号室)

電話土 佐 掘 @0225・7569・3527 ( 直通) 3131( ピノレ交換)

床材料の決定版ノ

ー

4  

、、、、

.  

インク，油， 手垢等の汚れも石鹸水できれい

東京地下鉄・東急， 新車に使用されてい ます。

それは感触が柔らかく，手入れが簡単でしか

も毎日多数の乗降者lζ 耐え得る等その特性が

他の床材より優れている事が認められたか ら

です。

ICとれて水試が可能です。( 特許出願中) 標準寸法偏B尺 × 長30碕 × 厚2.5粍( 1巻15坪)

絞γ11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

III ; ヘ入}) 東京都葛飾区本因四ツ木町54 電話葛飾 (69) 1946- 9 

、包ぷ-:?I (全国有名内装工事庖 IC御照会下さい) ( カタログ贈呈)

又素人でも容易 1(. 貼れます。
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同

日 本 建 築 協 会 ゴ ル フ 同 好 会

結 成 に つ い て

本会事業委員会では昨年来標記同好会の結

成を研究しておりましたが，次の通り一応の

規定も出来ましたので，広く会員より同好の

方々を芸) るととになりました。とれからゴル

フを初めようとされる方も ，すでに一応の終

験ある方々も ，本会会員のゴルフを通しての

懇親の場としての ζ の会にど入会下さるよう

お願い致します。

尚間女子会の発足は募集〆切後，会員中より

幹事を選び幹事会で運営の只体策を決定後，

夏めて会只の方々にど連絡いたす乙とにして

おります。

お ｲ ｾ 込みは ， 右の入会申込書に要項ど記入

の上ど送料l下さい。 ( コソレフ同好会規定は，

哀而 IL掲載しであります)

委

員

A

E

 

1&ll 

• 

- 準備委員 ・ ( 限不問)

鴛応健三氏( 大阪大学) 尾 fむi 1 I 四郎氏( 三晃商会〕

111本義樹氏( 銭高級) 符谷芳夫氏( 円本 ν イヨン〕

1菅川孝男氏( 大成建設) 梶本秀尾氏〔八千代lu設工業)

村上秀夫氏( 住宅公団)



日本 建 築 協 会 ゴ ル フ 同 好 会 入 会 申 込書

整理 番号

(1)  

氏 名

(2) 

年令 才

住 所 (3) 

弘話( 番

勤 務 先

包括( 〉 m =

(4)  

所属のクラブ名称

(5) 

(6) 

ハンデー数

(7) 

上記! c よ りけ l 込 み ま す

nl3_布1 3 3 { f 4 l] 日
(8) 

氏 名 ⑮ 

日本建築協会コソレプ同好 会準備委日会街jrl'

日 本 建 築 協 会 ゴ ル フ 同 好 会 規 定

名

目

機

i塞

練

競

. 6 .  

コE

称、

的

成

営

習

技

資

その他

日本建築協会コソレフ同好会

ゴルフを通して会員相互の親時

を図る。

日本建築協会々員をもっ て桃成

する 。

幹事制 ICより運営する 。

練習場の斡旋をす る。

適時競技会を{ t l i す。

年500円 ・前納のとと。 ( 競技

会 ・ 練習会の ｴｾ 用は含まないＩ

研究会( 映画 ・説明会) を適時

催す。

.. '幹事は会員より選任する 。

砂申込〆切 4月20日



会 告

監 事 並 び に 評 議 員 当 選 お 知 ら せ

/ 1-

開和33年 2 月26 EI 開会の通常総会において監事ならび

に評議員の選挙を執行致しましたところ，下認の方々が

それぞれ当選せられました。

監 事 (  1 名 ・略敬称)

宮脇 Ｑｉ Ｑｾ 美Ｈ大阪府建築部長Ｉ

本部所属評議員 ( 35名 ・略敬称 ・部門別五十出版)

( 技 術 部 門 )

木 村 博 己 ( 大 阪 郵 政 局 建 築 郎 胞 工 課 )

坂 内 幾 男 ( 坂 内 建 築 事 務 所 自 営 〉

r首 良春( 府住宅建設課設備係長)

回 公 初 夫 ( 住 宅 公 団 大 阪 支 所 建 築 部 工 務 課 )

滝 本 義 一 ( 大 阪 工 業 大 学 教 授 〉

竹 内 博 文 ( 市 建 築 局 建 築 課 第 二 万 商係 長)

竹 中 米 造 ( 市 交 通 局 技 術 部 営 絡 線 〉

馬 場 善 雄 ( 大 阪 大 学 工 学 部 助 教 授 )

村 島 彰( 松村和l 設計課長)

元 木 貞 次 ( 呉 羽 f /j 絞資材課)

森 閑 孝 雄 ( 大 阪 鉄 道 管 理 局 大 阪 建 築 区 )

山 本 茂( 大日本土木大阪支! 苫積算課主任)

山 本 利 雄 ( 大 阪 工 芸 高 校 建 築 科 長 )

( 綜 合 部 門 〉

背 抑 貞 世 ( 竹rl '工務1;5専務取締役)

石 丸 正 名 ( 戸m組大阪支庖長〉

坂 本 広 吉 ( 浅 沼 組 専 務 取 締 役 )

杉 本 寛 治 ( 奥 村 組 建 築 工 事 部 長 )

七 尾 健 三 ( 銭 高 組 技 術 部 長 )

西 村 忠 二 ( 量n仲建設専務取締役)

矢 野 坐 作 ( 泌 木 工 務 庖 工 務 部 長 〉

山 口 吾 民11 ( 不二主主投手上長〉

吉 本 一 夫 ( 間 組 大 阪 支 庖 建 築 部 次 長 〉

( m 気 部 門 〉

浅 海 正 雄 ( 浅 海 む 気 社 長 〉

'1' 元 治 次 (1珂屯北支庖土木正I ! 策係長)

ｉＡＡｾ 尾源蔵Ｈ大阪氾気尚会 Ｇ､Ｑ 気部長Ｉ

( 管 工 部 門 〉

菅 野 栄( 大阪城口研究所常務取締役)

高 須 洪 一 郎 ( 朝 日 工 業 社 副 社 長 )

竹 中 治( 大阪l暖房商会取締役)

( 建 材 部 門 )

尾 崎 博 一 ( 旭 化 工 板 代 表 取 締 役 )

柏 原 因 光 ( 柏 原 溢 育 社 長 )

新 谷 喜 作( マノレジ Y 尚会代表取締役〉

鈴 木 松 雄 ( 三友工業大阪営業所長〉

戸 谷 周 丹 ( ナ ニ ワ ス レート 社長)

松 井 邦 彦 ( 耐酸化学社長)

脇 山 静 夫 ( 内 外 工 業 代 表 取 締 役 )

.. 

，. 

ｾＢ＠
f ' -。

なお各支部選出の評議員は下記の方が当選せられまし

( 兵 庫 支 部 〉

語 長 田 成 次 ( 兵庫県建築課長)

山 悶 治 司 ( 山 岡 工 務 庖 )

( 京 都 支 部 〉

高 橋 政 吉 ( 明 和 管 工 業 )

渡 笑幸( 日本建築協会名誉会員)

( 和歌山 ・九州 ・東 海 各 2 名未定)

昭和33年 3 月20 日

参

社団法人日本建築協会

考

陥

一

退

一

員
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議

I

L

M
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一
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-

-

-

事

一

任

一

事

監

一
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任

一
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退

一

一

度

一

一

年

一

一

向

4

u

-

-

制

一

留

一

昭

一

E松

山 邑 励 二

評 議 ， 員

( 佼術)

宇治村撲

小田健治郎

納ｾ正信

陶波貞彦

椅凹羽生

( 綜合)

稲田芳郎 岩下久哉

姥原逸雄 小梨賛吾

鈴木末尾 西沢藤生

政岡基次 溝 江 昇

( 沼気)

円堂政嘉

北 村 修

坂永金重

長尾勝馬

若田久作

( 徴祢略 ・50音順)

任

中 西 ハ 郎

岩本博行 奥島正一

川名吉ヱ門 清 水 和 弥

西 島 貝 原田貞雄

培 田 幸 次 郎 村 上 秀 夫

森 川 喜 代 之 助 渡 辺 禎 己

多屋幹男

伊丹久吉

神谷新一 半木貞夫

浜 口 幹 三 郎 牧 村 利 勝

山本義樹

今村目覚 工藤寿男 11 武 田 恭 一 松 本 芳 太 郎

山本昂之助

( 管工)

上西主治 高頭三義 11 浅野重太郎

知見義夫 11 内田成之

( 建材)

金光五郎 小早川美武

越岡英嗣 悶村史虫Il

平田伊三郎

( 兵W)

芦 田 小 二 郎 石 井 一 信 11 野田清三

設楽貞三 伴 潔 11 山内嘉兵衛

( 京都)

池田総一郎 山本磯十郎11 神 野 信 次 郎 絞 井 治亀之助

( 和歌山)

宇 治 田 政 雄 竹 本 説 夫 11 児島正積 山下宗一

( 中国)

葛西重男 鈴木広好

水谷正男 宗 里 笑 11 ナ ν

森 定 夫 吉田元七

( 九州〉

黒 木 源 次 郎 薄 与 荘 11 五十蔵芳明 森 口 消

( 東海)

欠 員

神田省平 中森菊次郎

捲川智造 増 田 宏

横田 喜一郎



告

A .  

=  

33 年 度 役 員 選 任

昭 和 33 年 度 役 員 選 任

昭和33年 3 月25日の定時評議員会において下記の通り選任されました

のでここに会告致しま す。 (敬称略順不同)

..... ‘  

• 

任

藤

信 夫

甚太郎

楠 雅

康 夫

忠 司

賛 吾

芳 郎

輝 之

錬

正 一

龍太郎

重太郎

成 之

山 水

正 雄

信 武
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日 本 建 築 協 会社団法人

1/  

昭 和 3 3 年 4 月 1 日

噌 l

春 の 費量 宮 見 学 会
修 学 院 離 宮 見 学 会

恒例の春の縦宮見学会を下記要項により催します，折返しハガキによ

りお申込み下さい。なお開催日時は下記手続を経た上でお知らせ市上げ

ます。

・参考 ・申込〆切→名簿作成→宮内庁→人員指定および日時決定→本会

よりハガキで参加者に日時通知。

春 の 桂，

記

ω 申 込 ご希望の離宮 l カ所に限る。

(2) 予定人員 経離宮30名 修学院離宮50名

(3)  〆 切 4月15日( ただし 予定人員に達したとき は〆 切ります)

附 見学予定日 5月上句

(ω 申 込本会会合係宛のこと

(6) 申込ハガキに記載する事項 付) ご希望離宮 1 カ所名

例年令 伺 勤 務 先 お よ び 役 職 名 制 現 住 所

(ロ)氏名
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大徳寺孤袋路忘宅の縁先惨

昭 和 33 年 4 月

大徳寺の茶室見学会

20日午前10時半

大徳寺の茶室 ( 重要文化財) を見る会

陽春の好季節に者[1鹿を離れて，京の紫野 ・大徳寺内の重要文化財に指

定されている茶室を，会員岡田孝男氏のご説明に より見学す ること にな

りました。何分参加者に限りがありますので，折返 しお申込み下さい。

なお とんども茶室の見学会を企画いたしたい と存 じますので，見学ご希

望の茶室を事務局 までお知らせ下さい。

記

1. と き 4月初 日( 日) 午前10時30分( 集合〉午後4時30分

( 解散)

1.  と こ ろ 大徳寺山内山門前集合

Ｈ 京都市ｾ ｴＱ大徳 寺 停 留 所下車Ｉ

1.  見学の茶室

① 真珠海の庭玉軒 2帖台 目

② 旅先: 院の閑隠の席 3帖

金森宗和 好

伝利休好

桝床の席 4粘 党々斎好

① 孤皇室熔の忘釜 12帖
ノj 、掘遠州好再建

H  止 ｬ 雲床 Ｔ ｾ 占半 合 目
H  

・ 以 ｊ ｾ いづれも重要文化財 ・

1. 解説者 岡田孝男氏 ( 岡 旧総築 'JJ 務所々長)

1. 会 費 100円 ( 見学経費 ・抹茶代その他〕

1  .  交通貨は自弁 のこと 。昼食は各 自防行のとと。

1. 申 込 4 月 15 日までにお申込み下さい。なお定員 ( 30名〕に

達 した時は〆切ります。

1. 参 考 昼食は，真珠庵で致します。見学終了後は大使、寺山内

で解散いたします。
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建築写真コンクール

、

"， .  

事 '

第 3 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル に ご 応 募 を

標記第 Ｓ 回建築写 ｴｾ コ ゾク ー ノレは今月末で募集を〆切ります。何卒多

数ど応募下さるようお願い申上げます。

ー第 3 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 募 集 規 定

(1) 主 題 建築に関連のあるもの ( 建築を中心にしてかもし

だされたもの)

(2) 応募資格 日本建築協会々只に限る

(3) 大 き さ 四ツ切版以上， ( カラ ーの場合は自由) 応募点数

は制限しないが未発表のもの

(4) 〆 切 昭和33年 4 月30日 ただし当日の消印あるものは

有効

(5) 入選者の数並に賞

入選者10名に日本述築協会: 1' i : ( 記念品 ・1 t 状〉お

よび富士プィノレム1 ' i : ( 富士賞) を贈る。

(6) 審 査 員 (JI民不問) 5 名

森 忠 一 氏 ( 村野森建築事務所)

政 間 基 次 氏 ( K . K 松村組)

恒 成 一 訓 | 氏 ( つねなりすたじお)

多 比 良 敏 雄 氏 ( タイラホ ー ト)

および後援者より 1 ;名

(7) 入選発表 本人に通知する外「建築と社会」に入選者氏名を

発表する。

入選作品は「建築と社会」誌止に掲載する と共に

適当な場所で展示公開する。

(8) そ の 他 的 応 募 作 品 は一切返却しない。

(ロ) 応必写真の反面にはH音号( 文字に限る) を附

し別に暗号，撮影場所， 日時，データ，住所

氏名を明記した紙片を密封し，封 J3衣面には

附号のみを記入すること。

例入選作品は本会で公表する以前に他で発表す

ることは出米ない。

司

伺入選作品を編集し本会で出版する場合の版権 可

は本会に帰属する 。

(9) 送 付 先 大阪市東区北浜 3 丁目 37

日本建築協会建築写真コンクール係

.  とのコンクーノレは毎年 2 回開催する予定である。

後援 富士写真フィルム株式会社

ーお 詫 び一

先月 ( 3月) 号が印刷関係の都合により発刊が大変遅れまして，新朝

日ピノレディ γ グの見学会に申込まれる期日がなく，多数の会貝各位にど

迷惑をお掛け致しました。本当に申訳けなく深くお詑ぴ申上げます。

ーお知らせ-

4月のた若い会貝の集いミは都合により休会し、たします。米月よりは

企画を新に継続していきたいと存じます。
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ト
南 海 会 館 電 機 設 備 概 要

特高20 K V側 11，地下線にて南海会館地下 2

階に引込んで交r[i 1.- ， 20- C - 100型空気活

断 ｬ 掛を過して配 ｭ 日 ｕ ｾ と ｪｾ にキューピクル 内

に収めてあります。

1. 主変圧鴻 2 台11不燃性語iI 使用て' わが国! 川拘

の大容! i tを誇る。 3 相4以JOK V A，-1:)，At 給

電圧20K V，二次定絡電圧3450Vω ~で一般

動力，夏埠11官房に使用す。

2.  電 ｾｔ ， 一般動ＺｽＩ ， 各階劇場その 他 の開明等

も不燃位i 1h入変圧; 喜16 台で処加 するようにな

ってし る。容量は 750KV A ， 3相 3450 V (  

一次定絡[ 1 - ' 圧) ， 220- 110 ( ご次定約ml E)

である。

3.  3. 3K  V 側 配Hl 盤は，三菱式 W H守' ! ) タル

クラフドを採用せられて取扱い，点検をl l i ' i 'll

にして 3- D Hー15型，磁気l J ! 阿部iを収めて

いる。特高，高圧I瑚係の操作は自動 ・下 IJlI)I 'f

動 で ， い ずれもーカ所で ｾｾ ｉ Ａ できるようにな

って l 、る 。

4.  自家発; [ 1 用として 2 5 0 K V Aデーゼノレ峻I用

を備え，停電時の世UJ Hこっ& 万全のi L立を払

菱

われてトる。

以上l t ，火災予防の比地より .. ｢ｫｾ の ｾｊ 共を只

倒 している。

電 機 設 備

電 機 株 式
..6‘ 

=  

4000 K V  A  変圧器;

2  

7 5 0 KV A 変圧器i

3  

W H"目) j 1 ノレクラッ ド

社

4  

自3 ( 発泡険デ f ーゼノレ機関u'i 結
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J 守 口 ン カ ~

東レナイロン級車王 ・綴通は10096スパン

ナイロン糸を使用したもので・ 摩療に強く

・弾力性に富み・吸盤性が少なく

・虫の害を全く 受けません

4  

級車毛・鍛通

このほか価絡低阪な 10096 レーヨ ンiζ よる

東レカーペ ットも好評を降してお ります

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
発光元 ( 株) 泉 商 会 大阪市J tl " 宗管出fι ;; 古)

米国特許 No. 2， 591， 904 

英 国特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231，698 

@ )  ， 

新

ま

し い 塗 料 か

れ る 新 し い

ら 生

環 境

コ ンクリ ー ト ・モ ル タ J レ ・プ ラ ス タ ー ・木 材 ・金 属

紙 ・繊 維 ・皮 革 ・そ の他 あ ら ゆ る 材 料 に 深 主 と魅 力

を与 える 高分子粒子状多彩塗 料

サヲ3 ート関S ペイント

大阪市東区伏見町 5 丁目 27 - カタ ログ御希望の方は当社宣伝課迄御 申付け下さい。
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1. 大 劇 場 ロ ピ

天)1 ア ル タ イ ル

!畳 : ク オ ー ル ブ ッ ト

W :  プ ラ ス タ イ ル (.h・)

スロープ間; 分 ノンス， -;1 プゴムタイル

2. 西

J.:. 

，( i  

全 景面

同J ' I Tグ日ノレ陥 (了1 白，.1.)

同 ｾｮ プロ γＱ ｦ ｬｬ (1制 Jll ) 

P. 5. ノレーバ一撃込 (' 1:尚，9i)

3. 南 全 景商

全 面 ゆ' ; J v ュQ) l _ 決 11 " ) ス( 01' JII 

南 海

ゐ

一品 館 設 計 . 坂倉準三建築研究所 監 理 ・株 式 会 社 南 海 会 館

南 海 会 館 設 計 計 画 に つ い て 西 沢 文 降

基本計画について 本別 Wilt ln南海 ピルと 南海i [ i 鉄のホ ームと 御堂筋から大阪スタ

ジアムに通じる辺初に侠れた尚北に絢l長い駅地一杯に新館を述て，その南端に南海

電鉄本 ｾｉ を移すことにより ， 北 部の ｬ 円向。 ｦ と商 品 開有 貨 応の鉱 Ｇ 炭に充てるとともに ，

南海電鉄の駅と ，3 つの映l I ' ii1l' l. 銀行，喫茶山，食常などをも合的て，それらをい

かに有限的に結合防配するかに主l肢があった。またそれには今ま で怠記、 しかけて ト

た噂線の陥路え"rfllll l.. . ，Ａ｜， ＼ｊ 唱 することにより ， 析し ト ｾ ｉｬ ｬｬ を 硝 ｩ 保 して行〈二とが ｅ ・

ｾであ勺た。 ー 大 ＱＷｾ スタジア ム ［Ｑ Ｑ 剛 、 可初 から ｪｩ ＺＱ 砲 であっ た 】 ｾ ｩ ホー ム とスタジア

ム ￎ ｪ ｉｔｩ ｩ のス ［ｉ ＺＭｊ ・ ｴｾ y ターへのよト》車線 ，二附ホ ームと御'市i:1町を*t li ... ￇｾ 問 問 の 担、Ｇｊｦ ｾ

地下鉄との11:1の隙怖の打1111 ( これはT!I 、IIIJ，.j との訓合がjt;: まず，残念ながら今同:J ! 1且

をみなか勺た) ，川I:l l; i  ｊ ｉ ｉ ｾ 附ゾ Ｇ ｾ Ｑ リと川却Ｚ 下 ＧＩｉｾ ｊ ｾ の 結 びつ ｊ の 拡 大 Ｈ よ れは ｦｦ ｬ ｬｔｬ ｬＲ Ｔ 作

品:j'fl 下改修 1: '11の際 部 ＧｊｕＩ ＱＮをみたが ， 今 ｌＧ Ｚｲ 前向 ｦ の ｊ ｉＡ［ Ｍ Ｎ 一 慨 に ｉｮ ｦｩｬＧ［ ， 品 ｾＱ 下 を合

わ全熊 ＢＢＱ ・ ｫ び ［￼ 勺 ＱＱ 払Ｚ官を ｦｴ Ａｊｬ ｨ 祈， ［ｾＮｴ ることにより災現占れた。ただよの部分 ｬ Ｑｴ ｬｩ

造的にジマイントに吋 勺て .1; 1) ，今阿11あえて 構ぬ ("Jに常 ，y，までは米たさなかった

ので ， この部分で の 氏 の明 ｕｉ Ｑｴ 創 刊はなし ＱｾＱ なか 勺 た Ｉ 一 一

構造計画について :

tl ス ハ ン i判It ｬｩｬｩＧ ｉ ｊｬ Ｗ ｭ Ｒ ＰＰ Ｑ よ Ｑ Ｑ 初 防の ｾｌｬｩ￪ｩｾ ，Ｚ ，I"i.l ーより 市内) ilI ij ，両柑15m

2∞， '1' 5m 4001  tl 映附向iのJ川市配 jifl とro ピー 巾ォ・ょ u" II .fJ5Wi のコ

) ' - I ! j りのJ " i l，からせり /1¥されたもの。

劇均へ;J"， 可Itll :自IIRいi l ! 物のほぼ '1
1
央に品目l叫をi立政させる ことがで cI ' たので，そ

の州.I t の部分で剛に円高め，' J.i JlG附行自iでIt ，阿世イ ドの円ピ一部 分

キ ｊ ｾ ｊ ＢＡｆ に判 Ｚ Ｇ ＱＱ Ｑ ヲーメンとして ， その ＱＱＱＱ に大ＮＩ Ｎ I，f.ll 喰川'，'(1) ヰ:IUP;' t' 人

4  

.I t t.ニ。

Ｉ ， ｾ＠ [ ( 出ベ '1 1，li 監， ｴＯ ｌｦｾし。

bt  ， ｩｩ ι 釧 ｾＧ ｾ Ｇ ｬ ＧＧＧ Ｎ、 筋つ γ ク Ｓ ート ， Ｔ ＱｬｬＧ ｩ まで ＺｾＮｪｭ コンクリ一 人 以 Ｑ Ｚ 軒目 ｬ コ

ンクロート Ｈｦ Ｑ｜ ｬＮＮ ｫｕＺ 隣に ｾｈ り Ｈｕ ｽＺｾ の ｬ Ｚｬ ｬ ｬｬｩｬ キ 号 ｉ ，ＡｴＮ してＺｾＮ 通 ヨンク

リート)

ヱキスハン ν ，ｹ ジ守イント 。 ｉｮ ｦｴＡＧｴＱＧｩ銃部分のｾｾキ補強Ｈ全国 ｩＨＢｊ 問 ｮ のためＩ ， 

持続問; でピ γ ジ守イ y トとした。

劇場計画について 。

1. ｾ刊［ one  f100r  system とし balcony sy stem に t る111f'l( I'J ，百

符f内不利 を避けた。これは悦f' 1('なにもよ いfJ;恥となった。

2  大劇喝 1， 2  5  0 人 T O D  A ・o i / ステム

OJ' 劇均 9  0  8 人 ν ネマスコープ

小劇U.l 5  9  4 人 映il!! i，;1凶劇， ｩＯＺｊーなど多 ｦ Ｇ ｬＨ ， ｾｭ ［ 主に ｬｯｊＡ ｭ

3. 防 仮 処 J11!

OJ' 制JI } }'i 下に随賊' . j { があり ，冷凍随の割高動が大占 いため，冷凍階以礎に

，jj 似ゴムを shear ty pe に入れたフローティ γ グV ステムを探

J l I して 百しい効果を収めた。

小劇 ｪｊ ｾ J，{ .I 附遊閑j胞を巡る場合の対策 として ，11，の振動を滋附する 11 ("J  

でJ 、)1に防艇ゴムをf!J! f目。

外装について 外恨の主体をなすものは新しく造った陶竹プロックである。こ れは

iニ竹の材料たる枯上に制をかけたものである。 瀬J i の試験所で耐候性について実験

してもらった。カ - 7' ' / ' 7 守ールとして経済的でしかも比られるもの， またコンク

リートプロァクにタイルIl!; りよりは安価で， しかも f(l烈がなく ，耐水刊のあるもの

というねら いでi白勺た。続i耳f内に途 中で附ITII を変#l する ニとがて， ，> なかったため，

う少 Ｑ Ｍ ＱＱ 政 が ｩ ｾ <  J'l'，f、の/1¥た占ら いがあった。 外I l Jtl! コ- ' 1 ングパテ. 内肘j血iザ'j/j( モ

ノレタノレ，Ｉｪ Ｍ ー の 制 点 に ＱＴ Ｚ Ｑ えて Ｇ ｩ ｾ Ｑ 勾 ￎｦ ， ｩ 側 に釧 ノ ｪＨ ｩ ｩ り な ｊｩｫ っ たが ， 半 卜 今 のところ 必 リ ｉ ｾｾ ＮＺ

みていなL 、。 'lf向附 も14¥J tf グリルでやる予定であ ったが，内部で@陶 しトとい う強

い尺吋があ り，P. 5. 'レー パーに部ちついた。

J. 

i !l ;::， Ｉ ｪＱ ， ､ ｩ ｉｗ Ｚ＼Ｚ ｦｉｬ［在 ｴｦｲ ｊ ｉｾ 六 ￬ｦｩｭｲ l'  : 百i j ! !

工 即1 R!lfn3P !' 9 刈 - ｒｾｒ Ｑ ＳＲ 年 ＱＰ 月 Ｑ Ｕ 日

数 i也市f，'t 3  0， 4  3  501 2  9， 2  0  0印

姥桜 I町民 4， 9 2  8ν  1， 4 9 0 "  

延 I而 W 3 7，5 9 0 "  1 1， 3 7 0 伊

『心也市 ￮ｦｾ 1 3，3 1 7"  4，0 3 5 "  

合 川 1  5， 3  0  5月z

ｴｾ＠ ju ｊｉｾ 卜 Ｎ 2  P.有 地 1'. 8 師寺 市町 3 p，'i  

)-'I:.t ;.  ｾＩ［司 ￭￭ 寸シタリ Ｍｵ［ ｊ ｉ

1ンY リート B 2F - 4 F  I t 泌づ ' / V リート

4F J'I. 1:  Ｋｦ ｾ コンクリート Ｈ ｩ ｱ ｭ 杭 ｉｩ ｾ Ｎ ｦｾ ｪＩ

，':5 4/- I宇中川線 i師ヲ 3 パヲペフト乙 31. 0∞m 

ベ γ l ハロス乙 39. 000 伊

'/，礎 j由 経 i::; 11. 180 "  



2  

3  

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社



4  

4. 南 海 会 館 壁 画 詳 細 : 陶 管 グ リ ル 積 phot os : 事 比 政 敏 雄



ペ ン ト ハ ウ ス : モ ザ 4 ク タ 4 ル

尾上フェン ス・コシ クリ Ｍｾ 打敏 ｌ

5  

5. 南 海 会 館 堅 面 詳 細 P . S ル ー パ ー



ι  

6. 南 海 会 館 内 部 中 劇 場 ホ ー ル

天井: アスベストボード{ アコ ー スチック)

メ タ ラ ッ ク 仕 上 演 緑 色

自主 : 陶 管 デ ロ ッ ク 浪 茶{ 劇 場 蘭 l

床 ; デ ラ ス タ イ ル 白 色



iIll ll のつ( .て トると二

らは II Ii1n・1'，::; 1，ゐ 宮市i分

一一一一一一一一

ｎ ｾ＠

川氏 ｨｾｩ ｾキ 車IJ Jリ| 約

階

f

f

r

i

p

 

地 1 階

南 海
. 6.  

=  
館 設 計 ・ 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所 施 工 . 清 水 建 設 株 式 会 社
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.  

.  

3  

f  ;"，・

t ， 

7  

階



南 海

8  

. 6.  

τ'" 
館 設計 ・ 坂 倉 i袋 三 建 築 研 究 所 施工 : 清 水 建 設 株 式 会 社

7. 特 日リ 食 戸'"
主主

ノ、 J t- ・1¥' 型 補制! Hベニヤクリヤラ，カー {上 J

J，I、 1' 1プラスタ -1 J '，，/ (11 ーフ、ノラスタ

{ノレ 1&らし}

.;t ｲ ｾ＠ 木 市i ペツルミ (1; ブ ル ー

8. 大 鼠l 場 内 部

天 JI ホモトーン ・7 リヤラ y カー仕上

ｬｩｾ＠ ヲ せ ー ル ナ y ト

11ミ プ ラ ス タ イ ノレ ( 亦〉

［ｭ Ｑｩ￭ ｦｦｬｾ 分ヲパークＨ J レ ( 亦)

25 



3 階

6  

階

南 海 会 館 設計 : 坂倉準三建築研究所 施工 ・清水建設株式会社



外ｻ｜ ｾ :  "1 色モルタノレ価 指 L il :上， ー師1:I! l打fl lJ t焼過煉J ι1，'1，IJ¥: コンクリート 打肱 し仕上。

2 隣 パノレコエ- ) ) ，1; 1.上。 アス フプノレト IVi 水 問桝， モルタ ル，一部クリンカータイルlIt. 。

古 賀 ゴ ル フ ・ ク ラ ブ 設 計 a 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 応



;;;< 活 ヰ;， :  JI ， フ 円 ア リ ン グ 1 0 ':1 1  ｉｾ＠ t包I血判[1')1ヌ デ { ン ヲ J 力一 ， ー市; $l i l ? イ ルIV; } ; ) I  ホぞライン。ドード . . : l j : ) . " リ仁ンタル" f I ヌ IV;

191 花 j 血 福 岡 町 tfl ｉｩ ｾ｟＠ 111;  1'1 賀 町

敷 地 I雨 前 約 20 万 円F

kl ! 雫 ffli fJI クラブ ・ハワス l 附 239.47円Z

2 附 172. 211f R 附 3.40円'

.;1' 415.081j '  

附属施設 “ l' 73.∞円z

構 造 クラブ ・ハ ヲ 只 鉄 筋 ヨ ' / 1

タラプハワス

日ート芯 地 1: 2 附 併kl (.j 

ｾｈ ｉ￸￭施及 本冶 lζ' i(kl!

料 品 7. 0∞m ｬｾｬｩｊｍ ｪ｜ Ｇｬｩ＠ 9.8∞m 

l  開j 11日向 132(1' 3 )  j  5  11 - 9  )] 20  11 古 賀 ゴ ル フ ・ク ラ ブ

談話京より食立をみる rcr 室

設 計 ・施 工 . 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖



食堂 iii J蕗台からア? ト - i fr コ- えへ

古 賀 ゴ ル フ ・ ク ラ ブ 設計・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 広

玄関ホール

設 計 に 関 係 し て 岡 野 寛 次

「限られた予算だから ，MIJ j ( あたりに在るよ うな交官な物は望みもしな

トが. ｊｾ 小限 プ レイ を Ｇ ＱＱ ， しむに文防のないだけのぷ備を只えた 'i'I ポなw

物を巡ってもら いたい。

}!I4， [i-' ，だけはゆったりした気分で策しめるようなのが欲しし、」。これがw

設委民に寄せ られた会只の戸でした。

会u数 1. ∞0名， ロγ カ- 6ω fl! j を門際とL . 将: 米会民地加のときの拡 'j j{

を巧l置しました。なお会民の宿泊施設ある いはν ーサ イドホ テノレ併自の

裟も ＯＱ｜ ましたが ，結局 頂点的に専念という主慌で平直 Ｑ をＧｬｦＮＪｾ L . キ号デ

Ｍｾ Ｎ倉 ｷ は将米鉱恨の日まで ｻ 反没で辛悼することになりました 。

コースに I:IJ ては終日太陽のある限りヰハリ紋〈プ ν ーヤーも ，ハヲスで

は大変気忙しL 、。当然玄関でJ I( を降りてから . 'Jl 務室カワンター ，ロヌ

カ一室，スタータ一定を経てコースへ。 競技終 って且i衣，浴場で一

以 E'，浴びて一休み，階上食堂でビ ールの位怖をして，カワンターの支払

い の一連の 動総 ｉ ｾ 政 短コ スを: : &! ; ，止されることとなります。コースとハ

クスとの関連と い うことも量密で，その点では辿物位置の選定はよ か っ

たといえましょ う。

1，;杭tの波誠に/，;1を洗われる砂 li: のIJ. : ( 止をめぐる防火林の中にwっている

特殊なｊＧＡｬ ｊ 買は ＱＱＱ［ 大な ｉｾ ｜ 然災に ｬ ど まれていますが ， その以 ｪ ｬｩ￭ 些ｻ従 の砂 ｉｖｩ I  

'Hに干を焼. _ ? ，工 'Ji川水の欠乏にIよ悩まされました。

( 三階 1. '1; 苛 2. ょl朋広nnピ3. 'J峨 主

4. 光 山 5. Yl 立与( 6. 占 " " 7. プロ位室

8. 1ii u也休養京 9. t: 干用ロ ッカー 10ーリJ子川ロ ッカー

11. 従業n迎転手食立 12.洗潮位保室 13. 機 械 室

14. キ< ' デ一位、'( 15.企iOIi 16. キャデーマスター な

a.9J 子用洗而j (il!所 b. 女子用洗面i(il!所 c 女r - JII 浴室

d. 浴室付9 HJ 1J 使用 e. キ4 デー洗耐ifr

f ，キ 4 デ ー 脱 衣 場 g . キ 今 デ ー 浴 室

h. 従業以. i l l i 転下使 ifr

2 階 1. 談話室 2 此 立 3. 腕 傍

4.  !J J 干用脱衣室 5. 9) 子丹l 浴室 6. i.f JiIi 

7. 八 - 8. ハルコニー

a. !J J 子斤l洗jlii (il! i9i b.  t:  f } !ll 先耐便所 C . I!); t!< 

施工者のことば 安 恒 利 一

施 工に当 って ｉｾ Ｎ li 七その他のコソクリー トtJ放 し

rlli H! がj . J ! 築j ui Wの 30箔 を し め，外観が ヲブでか

つ， クラブハクス特有の努凶% を持たせるかIt.

このコンクリート打の施i 技術如何にかかって ト

ると感じておりまし た。

すでにコ γ ク ｐ ート 打は ＱＮＧｾ Ｑ 立に技術が進 んでお

り，型l枠材料の内バ ラ阪が均質な材料て' あること

はもちろんであり ますが . r白射日光が均等に叡に

、『る Ｈ太 ｾｱ 光線が、 ｊＢ 均に当らな い場合特に配 ｪ 軒下

部は陰拶が明瞭にコンクリー ト商に顕れる) かど

うか; 11'1住に微細!な. ' } ! ，が今まで等問視されておりま

したので， この作業場ではビニーノレレずーを配筋

後の型枠に草l って コンクリ - f を打ちました。

ょの結果が 11な主 化相Jコンク Y ート商に顕れ均質で

ｊｾ ＱｊＡｬ な 特イ ｬ の 味 を生んだことを 臨 しく Ａよ ｬ っており

正す。なお ζ のビニーノレ V' ; 'ーはコンクリ - HJ

ｦ 長 ω 養生材料または ｗｾ 寝付料 の雨 量足 となります。



住 宅 と ジ ャ ー ナ リ ズ ム

今まで低流してお った「住宅とジャーナリズム」がと

ζ でどう結んだのか ，1改近は表 iflil c . 現われてきた 住 宅

問題の! l j .III] 家には ， Ｈｲ なをはずれた浴で多少肝イＧ￬Ｈ，ｾな感じ

を与えるであろうが i / ¥・ーナリズムというものが J じ来

そ う い う 刊 絡 な の だ か ら れ 定 ま で そ の 合 を 受 け る わ け

。

だ

'1
'
火公 論

lζ 辿 ，1車。 ;1の f! と実 J C7i! fi f:i J¥'! fj ，) には，か

なり公取 っ た ａｅｅ 品不が ＼ｾｪｊ ，ｪして，タライアントんたの ｬ￬

Ｇ七 ａｩｌ 没でｪＱ ｮｾ 命ご ｈ ｉ をや っ たり ， 妙な色Ｅを出したりする

場，ui がある 。 それ ｬκι してもｻ位上宅や止必 ｩ主 Ｑｾ 築 ｷ 米不がＡ成必人 ｉｉ ｉｊ ν 小卜訪説 ｴ の

主役iκζ なる乙とは) Q斯q町a糾; のため lκζ..

1判1可j断は人々の l門1由である ただA必必i主: 築，米ぶが「挽;玖仏J !以式米，

少しロマン 3チF ツグなイメ 一 ジを IりJ えすさた乙とが ' A¥Iにζ な

る。料 iaの '!i- IIIJ 'I:ff.，i.U乙{ i ' Ul ぷがJ [ . ( り l げられるのが人

i酋だと ，払 lζ は思えるのだがω ( Us)  

住 宅 に つ い て の，

住 宅 か ら 来 る ，

住 宅 の た め の 。

l  どんな' ぶにでもれーめるが，

どんな Ｇ ｾｉζ もれーめないという乙と 。

2.  fi むか場と ，U まわせられる立場。

{i まわせられる立場と ，住まわせる立場。

れまわせる心ー場と ，心んでもらう Jj 場。

デヂインと ，米 E21?み

プグインと ， ＩＭＺＺｾＧｉｪ ・ Ｉｇｾｊｉ ＧￏｦＮ ￟ｉＧｉｾ

デダインと ， Iり一生陀労働力の lA

デグイ γ と，米政のん命 米 十11ではない

4.  人11¥] にあわせた I U，，;' ，

とーんな( i : I ; r ; にでもあわせる人11' ，J

5.  ｉＯｉＧｾ 公 ､ｬｪｾ と ， (!;) J  i，'JI[: と， Ilci(ljUJ と

( WK)  

安 住 宅

日本式の米原はどう J .犬してみても ， もう乙れ以上安

く作れない制点にまで長IJ i 主している 煉瓦，; ; _j . ｾｩｊｄ ・ コ

ンクリート iti と，今まである名将の十時iiE法はそれぞれ長

い聞かか って自!l 駄のないように発注してきた 。 それでは

もう乙れ以上悩絡を切り下げる ) j f) ; がないかというと必

ずしもそうとは ｾｈ Ｎ るまい

Ｈ Ｑ Ｉ 新材料 ・ 事 ｦｩｗ［ 造訟の Ｉ￈ｽｾ がまずそれをｊＱ ｦ 能にする一

つである 次lζ ，(2):1: Pi'J. h 法の改良進少が挙げられる 。

しかしこれには， Ｈ Ｒ ｡ Ｉ ＺＱＺ Ｑ 止の分担ｦＧだけでえ ｊｊｾｾ が ｊｙｉ はでき

るものの他lζ ，例 え ばi1I iれ作業 IC. よる多 :!k:1: flt }j ベのよ

うに ，( 2b); 没f汁 . :1: 1
71' ・;llj 安を i本にして与えなければ

ならないものがある そしてlil.1.去に ，13l f U 、}j の及、災 lζ

よる' ぷの筒井、化がある 1 室による (i いの五六は 11州'(削[付f杓利lの

fJ初I刀J めL凶f九i からドイ y でヴ先t i.注主 していた 3グv ンス . ノ水Kωl以4 . 卜

Ｑ祁 Ｔ心 Ｑ はとどＮ乙の Ｎｾふぷト記 〈旺泊佐Ａ巨 ｩ汁』 κζ もある 小さく{ 引| 旬ω，) ) た白刈部1甘ilば守i 1.の tぺl' で iい"山パ
'r! 

"  

8  

場 lに乙 l閑羽るより， Ｑ Ｎムい ｉｾｩ￭ｬｩｩ を乙れらで，Ｇｦｴ ￭ ｻ Ｇ￬よくｼメ 切る ζ と

を考えたい

Ｈ Ｒ｢ Ｉ と ＨＳＩ によるコス ｼ ダクンはも 》 とよＧｾＧ￝Ａ ｉｉｉ 乙ねＺり ｼ ょ げ

られてよい問題である 。 ( MM)

30 

春 日 遅 あ る い は 早

， ｎｾ 論家人 ､ と ｨｴ と ＧＱＧＮ 大助教授， ＧｾＧｉ Ｙｩ ｾ ｴ との論争はー、 ｊ ，ｦｊ ｩＡ ｌ Ｑ

か った 一一一 乙れはj又誌である 。

，1M 1( ，) とい ったのは ，乙1両人がジ ヘーナリズムのそれ

そＧｾＧｬの ｉ ｩＩ ｴ Ｉｩ ｩｪ だという ζ とに倣ぷを表するからの乙とで ，

定取の hjl支lζ ぶらさが って，fd允の夕刊に {uJ l J J j かにわた

ってつづけられたそのやりとりが， '首 '11の中でこそ興味

をそそ ったけれども ，J7えてみれば).!j Jlli 馬鹿しく ，!J:{劣

きわまるMi i : とりではなかったか。

.11'1，11 のイ、'ム/ J ! ; 論争lζ つぐ論争として ，ζ の論争をR t

Ｒ ね ι 対 する ＨＮＱ 会のｼ対心を深めりた ｲｾ ￯｛Ａ ， なものだと，わか

たようなととをい って 1' 1 己満足している位築ジャーナ

リズムもある いやはや大変な ζ とだ。

J 、、'j( ζ そうだろうか 私なそ・ノ干のツ ［ μＺＮ｜ｾ 今の状態なり

にしか映えない人間だけれど，ど"r，j所の円い分は つは

，' ，めかしく . ーつは新しがりすぎてキずなような ，少く

ともｾｾ定例会の ｉｉＧｊ 1ーにはいずれも | 対係はないように思う

のだが。 (Ss)  



、

1. I古家清氏の住宅のプラン

2. 宮城音弥邸のプラン

私達の研究( 住 1) によると，いままでの生活級式のまま

で容すには約75平方メ ー トノレの床面積をもっている家で

ないと，どこかに無理! がおきてくる。しかし，住宅をつ

くる段になると，エ' 1 * ，税金，その他いわゆる家庭の事

情もあるが，どとかでその無理も我慢して，とに角住み

たいという欲望と，狭くてもいいからわが家をという理

由で，一室住居を建ててみた。 一室住居にもそれ相当の

大義名分はあるが，それが誰にでも向くというものでは

ない。だいたい無理をして建てたのだから。

人間の行動 ・考え方 ・感じ方は十人十色で，こうした

個性は気質の相違によるものと信じられている。しかし

こうした気質仰 のの相違をクレッチマー ( Ernst Kre-

tchmer) は分裂気質 ( Schi zo↑hym) と繰修気質 (Cycl o・

thym) に大別している。その気質分類と平面晋1'1函の分

類を対応させた私案だが，一室住居は繰警空気質の人でな

いと住めないし，逆に分裂気質の人には一室住居が不適

当のように思える。

もちろん簡単に分裂気質でない人は量襲撃空気質で，繰種空

気質でない人は分裂気質とわり切ってしまうととはでき

ないし，その必要もない。多分に分裂気質だが，繰竜彦気

質もあるという人や，反対に，多分に線量望的だが，幾分

分裂的なところもある という中間型の人がいちばん多い

事は論をまたない。分裂気質の人は一般に，内気で，で

しゃばらず，ひかえめで，キマジメで，神経質で，従)1院

で，お人よしで，読書などが趣味の人が多い， というよ

うなととはいえても，読書のすきな燥をま気 質 の 人 も い

る。だから一概に繰修型と分裂裂に二大 別 す る の は 危

険だし，かりに級官営型には一室住居がいいと決めても ，

家族全部にわたって，一室住居がいいともいえない。だ
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が，夫婦そろって繰穆型の傾向が強いなら，一室住居，

Li vi ng- Di ni ng， Di ni ng- Ki t chen， mul t i purpose というような

多用性のある空間組織が気に入るだろうということはい

える。

私個人のととを述べて恐縮だが，どちらかといえば，

私は繰型の繰欝気質で，委は種世型の繰種空気質である。し

たがって，子供も繰種空気質のようだ。だから，私の住宅

借 りはー室だが，みんな気に入って詳している。建築費

がたりないととが最大の原因だが，ただ何としても 50平

方メートノレという面積は狭すぎる。庭を住宅の一部分と

考えて，子供迷は主に戸外で遊ばせて，室内の狭さを緩

和している。庭と屋内もできるだけ一体の空間をつくれ

るように南側には壁がない。戸外の居間というべきだろ

う。 一室住居はさらに発展して一空間住居といってもよ

い。室内にいて，戸外の居間で遊ぶ子供達を視るととも

できるし，われわれも厳冬と盛夏の二，三週間を除いて

は，室内と戸外のけじめはつけていない。この室内と戸

外のオーグァラップは宮城音弥氏の住宅借 りの場合さら

に典型的であって，居間の天井が大きく天窓になってい

て， ｬｉ ￮ｾ Ｇ 天の 自には，その天窓が全開して，文字どおり青

天井となる。またプロック造の住宅としては法規上最大

限の関口をもたせて，戸外と室内を結んでいる。

いくらかはお世辞もあろうが，宮城夫妻は，との一室

住宅が大変気に入って生活している。設計者にとっても

とんなうれしいことはない。ただ教育上の方針で，お嬢

さんの室は完全に分離した個室になっている。 浴室，使

所，ボイラＭｾな ど のほかは一室であって，私の設計に

よる上記の住宅へ移転するまえには，在来の日本住宅の

障子 ・フス 7 を，冬でも全部はずして詳していたのだか

ら，新しい生活方法の開拓者ともいえよう。

このような一室住居は，述べたような気質の問題があ

るから，設にでも向くとはいえないし，機能主義以前の

機能未分化の一室住居に逆もどりして，生活水準の低下

をきたすおそれはある。だから. 一室住居は機能主，花的
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3.  

な解決を前提としなければならない。 ( 5) 従来の日本住

宅のもっていた，多用性や，転用性，融通性の方向に一

室住居がヨロメ クととは， 住宅の質的な低下を意味して

いる。一室住居は，空間的には一室であっても機能を転

用するととであってはならない。一室住居は間仕切がな

い住居と称うべきである。

現代住宅は最小の価格で，最大の機能をもった住宅を

つくることが望まれている。だから，床面積にしても，

最大の機能をもっ最小の面積がよいに決まっている。し

かし ， どの大きさが最小の大きさだろうか。荘子のこと

ばだが，皆有用の用を知りて，無用の用を知ること英し

という 。このような余剰 ( r edundoncy) の必要につ いて

は別の機会他りに述べたことがあるのでととでは簡単に

述べるが，い ま，ある目的，たと えば食事なら食事とい

う行為をするために必要な面積の最小限が存在するとと

は容易に想像できる。同時にその最小限の面積よりもや

や大さい広さの r edundoncy が必要であって， それとは

全く別個に室 ( r oom) または場所 ( s poce) が存在して

いる。この場合，との室に r edundoncy を含んだ機能的

な空間を容れるためにはさらにいくらかの ol l owonce を

必要とすることになる。そとで，かりに，ある 2 つの機能

。と b が存在しているとき，それを全く別個の室に分け

て容れると第 4 図のようになる。しかしもし，その 0 ，

b  2M孝を一室の空間に容れるなら， r edundondy ゃ。lI owonce

はお互に才一パラップしても機能的には隙容をおよぼさ

ない ζ とが多いから，少くも 2 室に分割した場合 よりも

狭い面積で機能が果せることは瀞論をもちだすまでもな

く明かである。 Di ni ng- Ki t chen などはそのよい例と恩わ

れる。しかしとういう場合注意しなければならないのは

機能空間が芳一パラップして， ｾ ｉ 閣が 転用されるこ とは

極力避けるべきである。いかに狭い住宅でも，空間の転

用は正しくない。小住宅に限らないが空間を転用して融

通性の多い室内構成のされかたがあるが，一室住居のひ

とつのありかたとして，機能別につくられた数室の壁や

， 



4. 

扉が透明になって，退化消失したものが，一室住居であ

ってほしい。

もし建築費の都合で極めて面積が狭い家にしか住めな

いとき，一室住居に耐えられないような分裂気質の人は

円 。の面積を割愛しでも数室に住むととになるかもしれ

ない。とういう悲劇的な例は，小住宅にしばしば発見で

きる。とれは機能主義の退却であって司われわれの採る

ところではない。

円。は機能を巣し得る最小面積であって P
1
75c 3 の身

長の人に l
M

75
0 m

以下の! 陵台を与えるようなものであっ

て，その面積をwk くととは正しくない。しかも P'
1

75o
m

の人は本当は2
M

の疲台を必要としているのであって，

25
0 m

のr edundancy は正しくは剰余ではなくて，むしろ必

要でさえあるととのほうが多い。ただ，分裂気質の人と

燥欝気質の人では r edundancy の大きさに差があるよう

だが，大体 r edundancy 自体の定量的な測定がされてい

ないから，いまはどの位の数値をとるのか完全には答え

られない。 借り しかし分裂気質のほうが狭い室でも 我慢

できるようだ。

また，プライパν ーについても一室住居はいろいろな

問題をもっているが， 日本人の生活習慣の中で，視党に

関してのプ ライ パν ーは性的なものを除いて殆んど必要

としていない。 俗的 したがってわれわれの一室住居が夫

婦ないしは性的に極めて未熟な幼児だけで占められてい

る限りでは，視党的にはほとんど問題でない。むしろ適

当な夫婦問の性的な車IJ 執は好ま しい ものではなかろうか

またかりにそれが露出過度の行き過ぎになり 勝ちなら

カーテγ その他，チヨットした遮軍事方法はいくらでも可

能であろう。 1. l O長からの隙子 ・ふすまの間仕切や，舗設

( しつらえ) などと称えられてきた居住空間の設定，機

能分化の方法は，! i i で仕切られた多室住居を一室住居の

ほうへ軟化させる中間的な方法として，中間気質のひと

におすすめできる。

私の家の場合などはやや極端であろうが，試みとして

{ 会祐)

ｾｹＨ 会暴 ｩｊＩ

ｦ 司 ｾￍￎ￉Ｉ

5. 

便所にも扉がない。しかし，便所へ行くととは何も取、し

いととではない。 覗くこ とのほうが恥しいのであって，

それは扉とは関係はない。また，便所は不滞ではなくて

最も衛生的な場所でなければならない。くさいものには

蓋をしろではなくて，蓋の要らないくらい清潔にし てお

くべきものである。扉を開閉するには無駄なエネノレギー

を必要とする。 借 りとの無駄は redundanc y ではない。

ドアに手をはさまれるととも，開け放して叱られるとと

もないから，それだけ考えないで暮せる。

盟E穴住居の背もそうだったろうと思うが，やや， !政l物

的な原始性はあるにしても，一室で親子がゴチャゴチャ

と住んでいるというととは，何ともいえない温かさのあ

るものだ。一室住居の大きな紋点は雑音 ( noi ses) の多

いことだが，との noi ses ( 註川それ自体私に とっては，私

自身が生きているのだという自覚を与えてくれる点で

室住居に感謝している。

註 と併せて見ていただければさらに理解していただけ

ると思う。

住 1 納稿 : 住宅の規俊民ついて，建築学会研究報告第8号. 27号. 31号

駐 2 宮繍音弥 : 心理学 P-34 岩波魯庖刊

住 3 私 の 家 新建築 1957年3月号

住 4 官級教授の家新建築 1953年11月号

住 5 足立孝 ・荒木丘一郎一室住居における室分化の突 II!l m築学会

研 究 報 告 第30号. 31号

位 6 拙稿. 装飾. 建築雑紘 N O. 852

駐 7 拙積. 住宅の規慎について m官学会研究報告m22号

抑制: 住空間に於ける動作の災猷 m築学会研究報告書l 57号

i ! 1 木志郎住唱に於ける行為と空間想段11:: 関する研究，

建築学会研究報告釘54号

位 8 割llff'! : 芸術と人間 P- 141  中山ID庖刊

自主 9 仙締 出 入 口 の 研 究， 科学朝日 1955年2月号

住 ＱＰ 池原 Ｑ Ｑ Ｚ 才夫双 Ｚ サイパヰティックス ｰ Ｍ ＵＲＮ 料波 ￭ ｬｾ 庖刊

( 1jl 者 I担京工業大学助教俊)
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ー人類が自然界において優位を保ちながら，外界の; 必轡

を政少に とど め，安定した生活を営むためには，何ら か

の形で自然に対応できる ν エノレターが必要 となってきま

す。穴居や竪穴の原始的形態から現代の判iかしい建築に

至るまでには，技術的には目まぐるしい進展があり，そ

れはさらに急速な発展を遂げようとしていますが，との

ほに流れる ν エノレターとしての本質的な性格は何ら変る

ところがありません。

' 原始時代のごとくに自給生産お よび再生産の極く微妙

な社会単位一恐らくは最初は一家族系のーからね:会機構

の発達 と膨! 阪に加えて，機械文明の発達に よってν エノレ

ターの機能に分化を生ぜしめたことーいいかえれば初期

の多目的的小空間から，近代の社会的空間と個人的空間

ある いは，生産 と消費の分離などの形態的変化がはっき

りしてきたととに留意せねばなりません。

' 人聞が継続的に活動し，あるいは休息するところの空

間はすべて居住空間と名づけられるわけですが，とこで

はとくに休息の部分，つまり最も個人的な空間について

考えてみたいと思います。

ー最も個人的な空間一居住空間ーでは，いかにすれば快

適な休息、が楽しめて，次の活動への原動力を養うことが

でまるか ということが重要な問題 とな ってき ますが，住

宅の各居室はいづれも 常にこの目的に完全に添っ たもの

でなければなりません。このためには各方面から綿密な

対策が構ぜられねばなりませんが，まず段初に不可欠の

条件は生理的解決です。われわれの自律神経を疲労させ

ず，交感神経を刺激するに至らない安定した環境を常に

維持することは，最近では それほ ど困難な ことがらでは

なくなってきました。居住空間における混湿度 ・照明 ・

音轡な どにおける生理学的要求の大部分は設備工学の発

達によっ て解決の方向に向 っております。しかしながら

人類の生理的機能を充分に発揮するために要求さ れる技

術的解決のみに急であって，心理的分野をおろそかにす

ることがあってはなりません。ですから複雑な社会生活

からの逃避と休息の場であるところの居住空間をわれわ

れがいかにとらえるか， I時代差，地域差，伝統あるいは

近代の抱援の仕方による心理而への影轡などの綿密な分

析が必要となってきます。そ して結論に近づく ためには

多くの研究と災験の積重ねを必要とするのですが，これ
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は簡単なことではありません。

炉一体， われわれが，空間を認識する手続としてはどの

ような 方法があるでしょうか。いろいろと考え方はある

でしょうが，一応次のように分類して見ましょう。ま

づ，空間を商として とらえて行く見方があります。われ

われを取りまくところの空間は，すべて巨大なものから

微少なもの，線維なものから単純な型に至る無数の面の

集合に よって閉じております。現にわれわれが居住して

いる通常の直方体の部屋は，各々，凸凹や線の錯綜を持

った六つの而から成り立 っておりますが，もし，それを

受入れる人1mの感興に適合でぎるならば，快適な要因の

っ となり，それにそぐわなければ一つの抵抗 として，

刺戟をあたえる結果 となります。面と面との交りによっ

て生じる線，その線と線の交錯，線 と面あるいは面と面

との対比などによって満たされた空間は，常に何らかの

形でわれわれに刺l裁をあたえております。

' 古来，わが国に おいては，面としての空間のとらえ方

に積極的な関心を示してきたように，恩われます。いま，

とこに一つの和室を惣像いたしましょう。それは茶室で

もかまいません。第一の面ー床は炉や台目と ，畳の縁と

のモン ド5 アγ 的構成によって，われわれの目を楽 しま

せずにはおきません。第二の面一天井は材料の性質上，

愁然とした形態となって， vズミカノレな快感をあたえま

す。第三の面ー壁は，床廻りの構成，土壁と襖と の対比

などの変化のある幾何学的構成を形造ります。とく に紙

附子や窓の光る面一語り 掛ける壁と，土壁な どの暗黒の

面ー沈黙の壁との対決，これにデリケー トな木割によっ

て定め られた線条がまつわりついて，部分的には鼠的構

成があるにせよ，全体としては，安定した快 よさ を感じ

させて，これらの函によって閉ちた空間は，結果的には

静的な膜想的空間を構成している のです。

' 次に色彩と して のとらえ方が考えられます。前述の，

面の各々において，材料そのものの色が作用して，さら

に被幸l E な変化をあらわす事実 とは別に，どく単純な型の

空間でも，それを彩る色あるいは色と色との対比のみに

よってわれわれの感興をゆさぶる ことができるのです。

イタリーなど南欧の住宅に見られるように，空間自体は

単純な構成であるにもかかわらず，壁によって変化のあ

る色を用いたり ，目立たない色の壁の一部に明度や色相

，t  



の激しい色を用いて， ドラマチックな効果をあげている

ととがあります。とれなどは，線や面に籾らず，色彩の

みによってでもその空間のあらわす性格をとらえ得る可

能性を示しています。しかし色彩といっても，前に着色

されたもののみによるとは限りません。空間を彩るとこ

ろの，明H音，つまり光と陰，火と暗黒などもとの範囲に

含めることができます。関口部と床面秘の関係によって

もたらされる明IJ 音の変化，それにまつわる十iT緒，あるい

は， I援冷房完備の現状に至ってもなお姿を消さぬ， ' ?  ';/ 

トノレピースやイロリに燃える炎の色，それを取り巻く 雰

囲気ーかつて コルピュジエも 言及 したことがありますが

炎の色は，われわれの持つ原始時代へのノスタノレジアだ

けではなく，それを包む環を想い起し，結果的には火を

中心とした空間を平和な雰図気で満すことができるので

す。

b次に考えられると とは，前の面と色とで構成された空

間をグォ Dユームの面からとらえることです。大は広々

とした天井の高い大郎宅の居室から，小は台自の茶室に

至るまでの各々の段階において，空間のグォ 3 ュームが

われわれに与える 効果は無視することができません。 と

くにグォ Dユームを決定する要素である巾 ・奥行 ・高さ

の各々において示される僅かな相異が，われわれの空間

の感じ取り方に微妙な変化をもたらします。居住空聞は

われわれの生活自体が複雑なため形態的にも機能的にも

変則的な型を取り，単純な型となることはほとんどあり

ませんが，このようなために生ずる空間の凸凹のための

各部のグォ Hユームの対比によって，恩わぬ楽しさを発

見するととは稀ではありません。たとえば，広大な居間

の一部にうがたれた楽しいアノレ コープや，吹抜のホーノレ

や，居間などに面してとられた小室などの魅力ある空聞

は，居住空間におけるグォリュームの対比の技巧といえ

るのではないかと思うのですo

b最後に空間のひろがりを意識しながら限定された空間

をとらえる方法です。 一つの空1M] のまわりに数多くの空

間が隣接しており，その外周にも無限のひろがりがある

と考え るととによって，中 心の小空間を肯定するわけで

す。 ζ のひろがりの中心にある空聞は，それが廻りの空

間に隣接していることを確認できるような総 ガラス張り

の，たとえば， ローエのブア Y ズクォース邸のような型

式をとる場合があり，これほど級端でなくてもわれわれ

は常にIJIJ 口部の存在を通じて空間のひろがりを感じ取っ

ているのですが，逆にわれわれの属する空間を閉鎖的な

ものとして取りあっかい，その閉鎖した壁の存在を通じ

て空間の ひろ がりを感じ取り，そのことによって同時に

中心の閉鎖的空間を肯定するーたとえばわが国の茶室，

あるいは最近発表された，音阪助教授の近総邸などの場

合に見られる考え方です。このような効* は，居住空間

を単独のものとせず，種々連続することによって，より

顕著に示すととができます。中国の住宅や，わが国の農

家に見られる配置計闘は，解放的な居住空間を庭を中心

に連続して全体を外部のひろがりに対して閉鎖的にあつ

かっており，全く開放的な種類の住宅に対してまた別の

快適な空間を形成しているようです。現代では，ノレドフ

スキーの一連の平面計画などはとれに属するものといえ

ましょう。

' 以上のように四つの手続きによって，われわれは空間

を認識することができると考えられるのですが，実際は

それほど単純なものではなく ，居住空間! はとれらの微妙

な彼合によって性格つけられており，時代や，社会機燐

あるいは地域差，さらに歴史的伝統など，あらゆる観点

において人間と空間の性格が一致を示したときに快適な

ものとなるわけです。時代色，地域差あるいは，伝統な

どの条件は，上記のとらえ方の範囲において，完全に表

現するととができ，そしてその種々の表現には，適当な

変化と勤き，調和と統一が保たれていなければならぬこ

とは，それが，快よい構成を形造る以上当然のことで

す。このような点を意識しながら計画された場合，それ

が完全な設備計画を伴うならば，最も快適な居住空間を

造り出すことも夢ではありません。その綴相は必ずしも

つの決定的な構成に収数するとは考えられませんが…

' 私、はここで，居住空間の構成に関して， 具体的な方法

論を展附するつもりはありませんでした。ただ，空間j の

とらえ方を追求 し，分析するととが，方法論以前に存在

する重要な問題であるとして，ここに一つの問題の提起

を試みたわけです。

c医者 K K竹中工f 6 応設計部)

35 



1 . 尺貫法の廃止について

大宝会以来，長らくわが国民に親まれてきた尺民法は

ヤードポシド法( 明治42年採用) とともに本年 12月末を

以って廃止され， メートノレ法一本になる。メートノレ法は

明治24年，計量単位の合理化，単純化を 目指して国際的

に締結されたメートノレ条約に加盟して採用され，大正10

年の度量衡法改正により， 10年の裕余期聞を置いて， メ

ートノレ法一本にすることになり，学校教育をl昭和の初め

よりメートノレ法一本に切り換えられ，もう一歩というと

とろで国粋主義者逮の反対を受け，昭和 9 年および 14年

の 2 回にわたり裕余期間が仲されたが，昭和26年 6 月の

計監法に よりその最終期限が昭和33年末と定められた。

元来メートノレ法はブラ Y ス革命の落し子で，極から赤

道ーまでの子午線距離の 10- 7倍という尺度で造った体系で

尺や択の ように人間的な尺度 とは何等 の 結 び つ き が な

い。ととに何等かの補助的な人間的な相対単位が必要と

なってくる。( わが国の尺貫法は択ポンド法の十二進法

なのとは異り十進法でできている点便利であるが，残念

ながら国際性に乏しい) 正にモデュラーコオーディネ

- i / ョシ ( Modulor ｃ ｯ ｯｲ､ｩｮｯｴｩｯｮ Ｉ を ｬｾ 剣に考えねばなら

ぬ時に至っている。

2. モ デ ュ ラ ー コ オ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン

( Modul ar  Coordi nat i on)  

戦後，住宅問題は各国ともに深刻に考慮すべき問題と

なり， 世界中の建築家達も大いにこの問題に関心を宅寄せ

ている。いかにして建築を早く経済的に造るかという悶

36 

はじめに与えられた長闘の下に現今世界中で験討されている Modul e

11 : ついて，一応lri JlJ!し，私自身の使っている Modul eも繋耳目してみよう

と思う。ただ思うよう 11 : 時間がとれず走り世111 : 終ってしまった ζ とを残

念K 思います。

題はすでに戦時中から大いに緊急事として考えられ，建

築を工業化し ( 現場で切捨てら れる半端をなくし) ，ま

た設計を合理化し，簡易化し ，美化するためには，建築

を一つの数のν ステムの上に乗せることが必要であると

とが痛感され，モデュラー コ才一ディネーν ョンが大ぎ

くクローズアップされてきたわけで，戦時中発案された

ノレ ・コノレ ピジュエ ( Le Corbusi er ) の モ デ ユ ー ロ ーノレ

( Modul or )  が戦後はなばなしくデビューして世界の建

築界に大ν ョックを与えたのもさることながら，ヨ ーロ

ッパでは共産プロックに対抗せん として生れた，西ヨ ー

ロッパを打って一丸とする欧洲経済協力機構 (OEEC)

の下部機関として， 1953年5月EPA ( 欧洲生産性本部)

が生れ，その建築部 ( Bui lding Section) として，オース

ト日ア，ベノレギー，デ y マーク， プラ Y ス， ドイ ツ， ギ

リν ャ， イ夕日一，オラジダ，ノノレ クェー，スクェーデ

ン，イギ P スの建築家に，アメ P ヵ，カナダの建築家が

加わり ，この問題につきお互に各国の怠見および各国の

現行モデユーノレを持ち寄って真剣に討論している。しか

し，いまだ最後の結論にはほど速いものがある。もし，

これが本当に結実をみれば欧i州経済協力闘は申すにおよ

ばず， tlt界的に大きな影響を与えることとなろう。

EPA1955年8月のミユ Y ヘン決議で初極的に定ったこ

とは「基本モ デユーノレとしては 10
0 m

または4i
u

ohを撰ぶ

こと，その分数倍( たとえば. ) i ，，Y . i 等〕は許される」とい

う程度で 10
cm

モデユー }i.I に対してドイツのオクタメ

ーターにおける 12. 5
0 0 1

モデユーノレも認められている。

との問題はEPAが組織される以前から ， 欧米では大い

に検討され， アメ 5 カでは 1936年のアノレパー ト・ベミ

ス(Al bert F. Bemi s) の立体的モデユーノレ法 ( Cubic.1 mo-



dul .r met hod) にはじまり ，現在では宣伝の段階はすで

に終り 1940年からすでに製品の寸法転換の行われている

段階にはいってい る。英国も とれに近い状態で， ドイツ

ではすでに戦争寸前に，オ クタ メー タ一法 ( Oc t . met er

Syst em) がエノレンス ト・ノイブ エノレ トに より剣ら れて レ

γ ガ寸法とメ ータ一法 との調和を計りちょうど明治24年

に尺をメ ーターの ラワンドナ γ パーに切り換えた ように

ー一ーしか しζ の場合はアメ 9 カのModul . r Coor di n. tion の

よう に物詣でなく古来の煉瓦 Reichs For m. t をメ ータ一

法に準じて大きを造り変えて，モデユーノレの基準 とした。

とれに よって， 1"' 250 のグリッ トプ ラY ニシグ ( G ri d  

pl . ning) が実施されている。

また ソグィ エ ッ トでは 100-': を器準とし，プラ y 40
0

" ， 

断面300mを単位として，その何倍かで建物の秘類規模に

応じて細か く規定を設けて決定している。

日本においては戦後，若い建築家逮が熱心に住宅問題

を採り上げる ようになり ， モデユーノレについては若い若

干の建築家が研究をつづけている程度で，1955年は じめ

て池辺陽，池田武邦，大谷幸夫，内回祥哉， 川上玄その

他の人々が集って「モデユーノレ研究会」を作った。 1956

年末， 日本建築学会に特別委貝会が作られて綜合的な対

策が検討さ れて いるほか， 1957年 1 月に入 って日本住宅

公団が，モグ ュラ ー コオーディネーシ ョY を課題として

採り上げ， 日本規格協会を通じて「モデユ←ノレ研究会」に

委託したと ころで，いまだfi' l極的に国家的なさらに国際

的な動きにまで発展は していない。若い建築家の中でと

とに頑張っている池辺陽氏は，独自の立場に立って人間

の体から寸 法の追求ーをし，倍数からなる思わしいMo dule

を造ろうとしておられる。

唱

ι
一
一

5

一4
x

 

。
。

n
υ

 

! 大 宝 令 間

大: R 以前の寸法

法

戸 高 二

ホ渡 来 品

支那との交流のある以前は握隼( ツカ ) 四! 胃の広 吉

択尺 ( タ) 術指と中指の(111長巾

( ヒロ } 両怖を広げた長吉

等の関体的な原始的呼名が用いられた

附表 2 E PAでサイズ越態 として選ばれた数値表

2 5 3  

4  10 6  15 9  

8  20 12 30 18 45 27 

16 40 24  60 36 90 54 135 81 

32 80 48  120  72 180 108 270 162 405 243 

上の散(if 友ICJ Oc mのモテ・ュールを適用して得たサイズ表

10 

20 50 30 

40 100 60 150 90 

80 200 120 300 180 450 270 

160 400 240 6 ω3 6 0  900 540 1350 810 

320 800 480 1200  720 1800 1080 2700 1620 4050 2430 cm 

上の数f由$! 11:4イ J テのモデユールを適用して得Tニサイズ:p.

4  

8  20 12 

16  40 24 60 36 

32 80 48 120 72 180 108 

64 160 96 240  144  360 216 540 324  

128 320  192 480 288 720 432  1080 648 1620 972  inc h  

附表 3 各国の規格寸法の規準

ド イ ‘'l 

12Oc5tcamm (5 mch)  
(1949年制定)

(Oct ameter  s ystem)  

スエーデ ン 10c m 0952 11 )  

ノルウエー 10c m (1953 11 )  

ベ ル ギ ー 10c m (1948 11 )  

イ タ リ ー 10c m (1949 11 )  

フ ランス 4i nch  ( 1945 11 )  

ア イ リ カ 10c m， 5c m， 2.5c m 0 942 11 )  

ソヴイエツト 10c m 
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附表 4 各国の実用されている標準毛デユール

サ イ ズ 備 考

I  62. 5cm (24i nches)  I  

ド イ ツ I lM2SO" ｾＱｱ ｬｬｬ ＧＭｉｉｾｾ Ｑ＠ I 判住宅のgr i d plan  

ト…ス川ト リげア |  州 o ( 州4ω州 伽 山0ω脚 伽i同川吋nc叫ch叫

デンマ…一→ク I 60cm (α24叫4 μ ωi

I  I 倒人白住: 宅，住宅建2築挺研兜会

ス エ デ ン I l即Oc m Ｈω Ｔ引 ｩｮ｣ｨ 川 ｾ｟， I 社の AB. Bo凶st旬。d白s f ors 

- 7  /  I  20c m (8i nches)  I  ki ng 1 < : よって展開きれた

l I  El ement  Sy s t em 

ノ ル ウ ェ ー I 6 0 c m ω ches)  I  M…F r a me h…  
I  I ①柱 s ys t em

プ ン ト 方 式 いMOOO (40i nc hes)  I  ド弘i号ね弘幻

l  | ②耐力パオ・ J レ syst em 

ア 〆 リ 力 | 4i nch  i  PA51pr鳥

水平方向 40c m柑

ソピイエツト

丞直方向 30c m叫

sect i on 12' ー 0' (階両i ) =

2' ・6' ( 窓下 ) + 8'. 0'( 軍事肉)

+ 1' .6'( 窓上端よりJ ; ¥i : まで

) =9' .6'  ( 天井高 ) +2' . 6'

( 天井フトコロ)

事ｾ s pan  

2M400. 2M800. 3M200.  

3M600. 4MOOO. 4M400 

州 階 高 3M300. 3M600.

3 M9∞ 

階段蹴上げ 30cm/2

附表 5 オクタメータ一法 ( Oc t amet er System)  

古い煉瓦司法 Reichs F or mat  250x 120x 65mm.  白地水平方

向1 0 mm，垂直方向 12 mmをDI N規格240x  115 x  52mm.  目地両

方rru;lt 1 0 mml < : 変更する都民より仕上り寸法目地共長手方向250.

短手方向2枚 で250. 厚き方向2枚 で125( = 250/2) とし， 乙れを法耳目と

して 1MOOOを8等分する E とによりメーター法とも関聯づけた。
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3. モデユロール ( Modul or ) について

コノレヒ・ i / ュエのモデ ュローノレは，初期のとろか ら盛ん

に活用し研究し続けていた黄金分割(Sect iond' or ) が2
01

260

( 人間が手を上げた高さ と仮定) を基準寸法として， フィ

ポナチ級数 ( S4ri e Fi bonacci ) に展開したものである。こ

の場合人|日! の身長は 101830 と考えられる。彼は人間の種

々な動作を聞き，モデュローノレにぴたりあっている説明

を蛾んにして いるが，人間の寸法は各個人で契ることで

あり，そのように細かく結びつけるこ とはどうかと息わ

れるが，それはむしろ，いままでの長い苦斗と経験から

割り出された一つの美くしい， ミ人間的なミ数列である

と思われる。彼自身も必ずしも l
m

829を固執せず l
m

650

を基準寸法としている場合もある。寸法を心々にとっ

て行くこ とは厳密な彼の主張には合わないし，内法寸

法でとって行けば必ず比例が崩れて了う。育組の方は二

等分して赤組になる が， 三等分，四等分 となるとできな

い， 等々いろいろ不便はあるが，黄金分割が基本になっ

てい るため， 公差 0. 618 の等差級数であると同時に公比

1. 618 の等比級数をも兼ねて いるところに強味がある。

わが国でも大いに興味をもって検討され，若い建築家

迷に利用されている。下記にその二三の例をあげる。

I 池田武邦氏の場合

①某銀行独身寮 日本人の尺度 としてい 828の代りに

1
m 

700を取り， Modul orを造る。 round num ber に直して

R. 15 . 24 . 36 . 60.  100 . 250 . 400. 650 .  1 .050 . 1. 700. 2 . 750.  

4.  450 .7 • 200 

B.  30.  45.  75.  120.  200 .  300 .  500 .  800 .  1  .  300 .  2.  100 .  

3. 400. 5 .500 . 8. 900 . 14 . 40 

①黒組系列の発見 その後 ゴノレピジュ エの赤，育両組

のそれぞれ相隣る値を黄金比に分けた点をとり，黒組と

命名して赤，育，黒の三組を使っている。



、

これらはそれぞれいづれも Cor. の赤組，育組の1m滅か

らなっている。

JI 丹下氏の場合 ① 1  "' 829の代りに場合に応じて椅子配

置，その他から 基準寸法を決定して Modul or を造る。

広島平和記念館 1
m

650 

外務省計画案 1111800 

東京都庁舎 1"' 624 

②Modul or をやめて単なるブィボナチ級数にする。

基本単位 . 150

国会図書館案および香 川県 庁舎

R.  . 150， . 300， .450， . 750，1. 200 ，1. 950，3. 150 ，5. 150 

B. . 300 ， . 600，. 950，1.500，2 .400， 3 .900，6. 300， 10 . 200  

2尺 X 3尺，3尺 X 6尺， 4尺 x 8尺等の日本の工場生産

品を使う場合。 ①の方では相当無駄が出るので造

ったもの。

IJ[ 小生の場合

①先にも述べた理由から Le Corbusier の 航。dul or を

日本人に合わないとも考え ていな い。目下の ところ

まだ検討中であるが，それほど不都合なく 利用 して

いる。( 松下邸)

①ただ日本聞の多い間取りの場合には畳の寸法に よっ

て規定されるので，3尺 15( . 955) ，6尺30 ( 1岬 10)

を基本とする Modu1or を造ってみた。( 下表の表A

を参照)

とれは内法で寸法を取っ て行くつもりで造ったものであ

表 A

.11
5  

.18"  .30 45 

m .021 035 056 ω1  .136 

13  .22 
ー55

m .0121  0395 067 .166 

表 B

話i 1圏

床 高

:i!I 

1  m560(5' 15)  2mOOO( 6' 60)  敷居高 + 内 法

.965(3' 20)  l m830(6' 05)  l m400 (4' 65) + .470  (1'  43)  

.575(1' 90) l m820(6' OO) l mOOO(3' 30)  +  l mOOO(3' 30)  

.530(1' 75) l m770( 5' 85)  . 875(2'90) + .670(2'20) 

.515(1' 70) l m560(5' 15)  . 870(2'87) + .950(3' 13)  

410(1'  40)  l m545(5' 10)  . 758(2'  50) +  .787(2'60)  

るが， 日本流にいって一間半，二聞によって住悶心々の

寸法を倍数関係にした方がどうもさっぱりするので， 心

3々尺2寸5分 ("' 985) ( 1間 = 6尺5寸 ( l or. 970) ) のGr i dで

設計している。 との場合柱を3寸5分に抑える と畳は rt 2

聞で3尺1寸8分 ( m964) ，1間半で 3尺1寸3分 ("' 948) で，

京間畳の 3尺 1寸5分 ( n:955) に非常に近い。

垂直方向に対してもまだとの Modul e を使っているわ

けではない。むしろ人間寸法の M ini mum の追求の結果

として 表Aに近似の寸法が自然に生れて きている 。閉じ

く Mini mum を追求した茶室の寸法を統合してみる と，

それぞれの寸法の平均値 として表A に近い寸法が出てく

る。

床高 1' 50

1 4 } ; 4 0  

給仕口 3' 90

(m450) (m590)  

火灯(1mロ5グ451)0  
天井高 6l1'03) 0  

等 々

(1m9  

小生の場合， 下表の表 B のような寸法を採用 している。

要するに Mi ni mum 寸法を追いつめてい るが， まだ探

索 中で結論にまで達していない。

とれらの寸法は設計者の感党も働けば，施主の肉体的

・感覚的スケールも無視できないが，ある程度の値まで

はしぼれてくるものと思われる。ただ工業生産品との寸

法差をいかにして解決するかは大きい問題である。

( 1 f t 者坂倉単三建策研究所大阪出張所)

.75 1. 20 1. 95 3. 15 5.10 尺

227 365 .590 .955 l m545 m 

.60 .90 1.50 

1 240 1 390 i 6 3 0尺

.182 273 450 .730 I  l m180 I  l m910m 

( 1 : . の表のそれぞれの高きが対応している のではない)

天 井 高 作 梁 台 同左物入下悩

2m260 (7'  50)  .820 (2'70) l m545 (5'  10)  

2m182 (7'20)  .760 (2' 切) l m360 (4' 50)  

2 m121  (7'∞)  l m250 (4' 125)  

1  m910 (6'  30)  l m130 (3' 73) 

l m060 (3'  50)  

ｾ｡＠



A. 勝 手 口 の あ る 住 宅 の 例

40 

1. 加合井昭夫訴さ ー・ 0 ・・・.. .. .... 15坪

( i ! l 築スタイルプ 7 空2. 小住宅より)

Ｒ Ｎ 兵［ ， ｉｬ ｹ ［ｴ住宅制 Ａｾ Ｇ ＧＧ Ｑ ＶＮＵＸ 坪Ｈ鉄筒Ｉ

3  兵市県住宅i採集・・・13. 52呼( 木造)

勝手口は不要ではないかーーとある小住宅談議のl市で

口を滑らしたのを原稿に舎けといわれたのですが，深い

理論がある訳でもない。茶話だと聞いて頂ければ有雌いo

h小住宅とは? その内容である 人員構成などを決めなけ

ればならないが，今までの幾つかの住宅懸賞規定とか公

営住宅設計規準，また私自身の接したものからいえるこ

とは，夫婦 2 人，子供( 幼児) 2- 3人， その他 1 - 2人で

合計5 - 7人で構成される政小限住宅を指して呼称してい

るようである。

次に 1 人当りのf I ' - 数である が，私の調べた資料とか，

公営住宅基準等，あるいは構成人員の必妥面制から逆算

し考えると. 3 - 4坪/ 1人当りというととになる。それで

小住宅とは人民5 - 1人で. 1 5 - 2 0 - 28J5f 位を指すといえ

そうである。

' 生活方式が次第に変 り，コアージステム ・スナックパ

ー ・リビングキッチン方式が水道，ガスを使用できる都

会的住み方として拡められている。そのために厨房の住

宅内での位置は非常に重要である。

きて 15J 5 f 位の住宅の中では玄関，居室( 居間 ・応接等)

と便所，浴室，厨房は全く隣接しているために，厨房に

設けられた勝手口から他の出入口までの距離は甚だ近い

ところにある 。

いい換えると，勝手口は他の出入の用を足す玄関とか

縁側 口とかと共通できるわけで，不安ではあるま いか ?

2  

v  

v  



• 

とれが第 1のJ ! J l 由である。

b小住宅の厨房の面積であるが， 建築家日 J己によれば 1

- 1 ，5j ) f を必要としている。とれば公営住宅規iyl とか 1人

の気秘から，あるいは懸賞作品，市中の lli 物等から見て

も和I断でき，うなづける。

この中に厨房と外部との連絡口として 勝手口を設ける

時は最小面総として3尺角で 0 . 25均'ーを 内有する。換言す

れば，厨房面積に対 して勝手口土問面積はx- uの剖合

であり，会主E物商W15坪とすると，その 17% で工費的に

も，面積約lζ も非常なロスであるといわねばならない。

厨房で働く 1 人の人間の面積は 1- 1 .5伴が級も行動半

径を小さく，労力を省き得る ζ とは古車認されている。今

とのととを実返せば， 6尺 X 6尺か6尺 X 9尺であって，作

業台を2尺rt とすれば残り rl] 4尺は作業路で辺j当である。

それで厨房における作業線は6尺- 9尺を匁 lる。

今この部分から 3 尺の勝手口を取除かれるととは50%

- 3 3% 滅の作業線を表わし，作業能率の低下はあまりに

明瞭である。とれを勝手口不要の第2理由とする。

ー玄関における出入の頻度を 5 人の家族について見ると

16回以上であると推察できる。

主人少くとも 2回，子供述4回 X 3 = 12回，主州4回で出勤

登下校，遊び，見送，買い 出し等と動くわけである。次

に縁側! からの出入は遊び，乾物， 日; 光浴等考えても 10回

は行われるであろう。以上は使用出入の頻度数であって

v  

号明?占ヨ

4  

B. 勝手口なし住宅の傍IJ

4. 牧き んの家… RI A設計

( 新i j ! 築29年11月号より)

5 井村邸. . . . . . 光安義光i役計

10即

( 新{ι i:l J l - 12月りより)

6.
1
i 1 l 上内部写) ' {

7. 公舎・・光安 ・山口] 紋計

12坪( 新住宅lJ - &.I:り)

8.同上 内 部 写 良

5  

実際はこれ以上の回数に違いない。

勝手口は主紛 1 人専用出入口であって， r: t い出し か，洗

濯物乾し位に利用され 6 四位だと推量する。

主/li ll の山入の仕方は玄関とか縁側等からの{ 土方に切替え

ても助線なり作業線を邪魔することにはならない。

あるいは，浴室 ・洗面所 ・更衣室等の出入頻度の少い所

と共通に しても差支えは起らないわ け で あ る 。 上ii 己の

6凶以下の頻度は共用 として収約し ， 10回以上の頻度に

なるように纏めた Pl on と利用が合理的である。

とれが直接勝手口を消去するか，あるいは矧度の 10回

以上の平均化を計る Pl on によって勝手口をなくそうとす

る第3の理由である。

私どもは小住宅の心臓部 ともいうべき厨房が術生的，

f * : 的，能不的で共通の場であり，僅かに 1 - 1 .5: Tf 寸仁納め

られている状態を知ればなおさら ，勝手口土1M] の不安を

いいたくなるわけである。

A 項は勝手口のある例。 3案

ｂ 項は勝手口のない例。 Ｓ 案，写ｬＮＧ ｐｾ

追而，私の都合のよいように無断で使用しま した平面

はその作家に対し 心から謝意を表します。

(i l 1 者兵隊県営繕錬)
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台所設備をいう前に，台所の仕事について考えてみた

い。

{材料を出す

{調Fl! の準備 { 洗う

Ｈ ＮＮＦＮｔｉ ，Ｏｔ｜ ｭｾ＠ ｊ ｾ＠ 1111 ｜ ｾ｝る
[食事の用意 { 調 迎 ‘

台所仕事 ｾ l盛りつけ，配膳

1食事の後片付 { 籍 組 理 ， 格 納

台所はま ず， 食物の材料 と，剥恕に必要な昔器具を取り

出して，食べられる よう に調理し，それを食器に盛りつ

けて，食卓に出すまでの仕事が完全に行われねばならな

い。それから食べ終った ら， 汚れた食器を集め て，これ

を締J 1 ! i に洗い，そして元通り戸棚などのそれぞれの場所

に納めねばならない。とれが台所の仕事である。そして

私達はいつも， この仕事が，完全に，早 < ，良< ，楽に

できるととを希っている。

2  

台所の仕事が完全に遂行されるためには，台所はそれ

に通わしい設備を持たねばならないことは当然で，その

設備を台所の機能と関係づけてみると ，次の ようなこと

になる。

( 台所の機能) ( 設備〉

食品貯蔵 冷蔵車，戸棚，引出

準備( 調理と沈滞〉 準備台，引出，戸棚!

洗 浄 流し ，商脇台， 戸棚

調 理 レソヂ，調理台，戸棚

配 膳 配膳台

格納( 調理用具，食器〉食偲戸棚，引出

要するに台所に必要な設備は，流し， レンヂ， 冷蔵庫

作業台，物入，であって，作業台は狭い より広い方が仕

事がしやす く， 流しの両脇と， 配! 陪用と して別例にも う

ケ所，都合三ケ所あることが望ましい。また物入はそ

の内容物が，食物材料( 魚肉， 野菜，米，継詰，乾物，

卵，飲料，調味料など) ，調強! 苦言兵，洗い桶から， たわ

し，石鹸に到るまで，大きさも，質も，用途も，全く千差

万別，種々様々であ るから，分iil が充分ある上に，大き

さにも位置にも充分の考応、がすムわれねばならない。物入

れは総 じてただの捌や出窓、のように，陳列式の台に しな
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1図 台 所 設備配位鴎 ( 米国W esti ng House家政研究所印刷物より)

いで，戸のついた戸棚とした方が，衛生的で，かつ，垢

抜けする。

3  

さて，いよいよ本論に入って，これらの設備を，どの

ように並べたら仕事がしやすいか。食事の用意にも，汚

れものを洗うにも，どう配置したら無駄な労力を省くこ

とができるかである。およそ配置については歩く距離の

短いこ とを求むべきはいうまでもない。

また設備は，一つの流しが食物を洗うためにも，食器

を洗うためにも使われ，閉じ台が準備にも ，調理にも，

食器置をにも役に立ち得るのである から . 少々引くるめ

て，大 まかにまとめて考えた方が都合がよい。そこで大

まかに次の三つに分けてみる。

①食物の貯蔵と準備部 冷蔵庫，戸棚，引出，

準備台

② 洗 伊 部 流し，両わき台，戸棚

① 調 理 と 配 膳 部 レンヂ，調理台，引出

食器戸棚，配膳台

この三部の配列の仕方によって，仕事の歩行距離が異

ってくる。 この三部を数字の とおりに①①①または①②

①に並べるならば，仕事の順に並ぶから，歩行距離が少

いが，①③①とか，①①①とか，①①②のような並べ方

をするならば，あっちへ行ったり，とっちへ返ったり し

なければならないから，駄目である。

ところで普通人( 右手きき) は，右手に庖丁，箸，拭

lねな どを持ち，鍋，皿，食品な どは左手に持つから，仕

事は左から右に移る よりは，右か ら左に移る方が自然で

楽である。冷蔵庫やレンヂの扉も，との自然の原l 1 l ! にも

とづい てできているから， 右 より左( ←) への配置なら

ば，スムースに使えるが，その逆( →〉になると，ギク

ジャクする。だから家具の配置は次のようにすることを

まず原則とすべきである。

① ← ② ← ① 

鰯理 ・配目層部 洗浄部 食物の貯蔵 - $ 術部

そしてもし，風呂の炊口とか，出入口などの関係で，ど

うしてもとのように配置でさ難い場合は，止むを得ず第

一段の方法 として，その逆の①→ @→③ に す る の で あ



P  9ト

蘭 hl ｾ ＺＱ＠ lD  

島 干

2図 T 家 台 所 平 面 図 T*の台所( 左)

る。しかしこれは全く止むを得ざる時の方法であって，

でき得る限り第一原則を守る方がよい。そうでないと手

勝手 も 惑 し 沼気冷蔵庫やレ Y ヂの扉の IJ日聞にも調子が

!I!f. い。

1図は米国 We s ting House 屯機会社家政研究所発行の

印刷物から写したものである が， この原則通りの配置で

ある。但し日本の場合は，一般的に食骨量の所有立が多い

から，左端の食器棚はも っと広くないと間に合わない。

2図と二つの写真は，神戸岡本のT家の台所で，原則配置

である。

4  

次は設備の配置 よりくる台所の型について 一 言 しよ

う。 1図のように一本に並べれば，一文字型台所となり

ケ所折れれば L 字型，ニケ所折れればコの字型，二部

に分って離せばこの字型，背中合せにくっつければアイ

ランド型などになる。 ( 3図)

型は台所の部屋の形，出入口の具合，などによって適

当に選ぶベ舎であるが，一文字やアイラ γ ドは，歩く距

離が大きい。 コの字，二の字は， 一人で働くには良いが

人， 三人は入りにくい。 L 字は歩行距離も短く，二人

でも働けるから無難である。

配置自身ではないけれど，配置に関連して台所設備に

つけ加えたいものがある。

① 簡易食卓

① 洗濯設俄

③ 給 湯 設 備

がそれで，簡易食卓というのは， 朝や昼の簡単な食事を

するためのテーブルで，近年日本の台所も，一般に大分

きれいになったし ，デコラなど汚れても直ぐきれいにな

る手入の簡単な天板もできたので，台所で気持よく食事

すると とができるようになってきた。美く しくさえあれ

ば台所には手近に食物も食告書もあ って，便利には迩 いな

いし，焼きたて，煮たて の香の よいぬくぬくが，そのま

ま食べられるのであるから，こんな結構なととはない。

その上， 主婦の労力の省け ることは大し たも のである。

洗濯場も台所内にせ. ひ持ちたいものである。風呂場など

同 ( -Ii )

で洗濯していると，御用聞きなど訪問者があった場合

にも解り維くくて，無用心だし，戸外で洗濯すれば，冬

は寒くてやり切れない。その上，戸外では洗? 穏に必要な

湯が得がたい。洗1視を汚いとととして，台所と洗籾場を

同室にするのを嫌ったのは過去のこと，良質の洗剤と湯

による現代式洗惚は，汚れが落ちるばかりでなく，完全

に消毒されるから，決 l  gg 口 u ー 文 字 型

して心配は安らない。 ブ

食器洗いに洗i液複に'

湯の要ることが多くな

った。給湯設備が欲し

い。何でも文化人程，

湯と石鹸の使用量が多

いということ である か

ら，その需要はまだま

だ増えるととだろう。

中流家庭では今の とと

ろ，瓦wi の瞬1m湯沸し

が手頃ではないだろう

か。との取り附け場も

設備配同の際，考えに

入れておかねばならな

い。

F  

E  

守主口

E E 二コ

日記;

口

L さF 聖

コ の司 ｉＧｾ

ニ の 字 型

7イラ ンド聖

3図台所の型とi J i 行距蹴( 点線)

台所を働きやすくするためには，設備の配置以外にも

考えねばならないことが多い。広さ，高さ，材質，明る

さなどもそう で， まだまだいろいろ の ζ とが考えら れね

ばならない。それらのことが，みんな考慮されて，統ー

されて，働きよい台所が実現する。そのような台所が，

都会，田舎の別なく，押並べて普及する ζ とを，女性の

人である私はことさら願う次第である 。なおー歩進め

て，働きやすいばかり でなく ，居心地が良 くて， 家の ど

こにいるよりも= 台所にいることが楽しくなるような台

所にまで，発迷させたいものである。普及させたいもの

である 。希って止まない。

( ^匹者 事l' 戸山乎女子短大教授)
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1. 昔と今

便所の歴史は人間生活が動物の生活より脱皮したとき

に初まる。エデプト ， ギ ; ! V ャ， ローマ 11寺代には極〈幼

稚な水洗式の便所があった と考えられるが，それ以後水

洗式としての便所の発達はほとんど見られない。その多

くは貯溜式便所であったもののようである。それも上層

階級の城廓宮殿等の一部建築にとどまり， 16世紀に到る

までは便所の発達に見るべきものは少い。文芸復興以来

社会生活の様相が格段に進歩し，各種建築の多面に渉る

進展と相倹って，漸く水洗式便所の考案が援頭を初め，

18世紀にお よんでパリ， ロンドンにおいて初めて現在の

水洗便所の基が関かれるに到った。すなわち，今日の水

洗便器と給水管排水管および通気管の考え方はこの時代

の創意によるものである。 19世紀以降都市の上下水道の

発達にきびすをついで，水洗式便所の発達も著 しく，水洗

の原理は全く定まり，便器の構造，機能の上で各国各様

の著想が生まれ，排水管のナ イフォ/ ' ， トラ ップのごと

きも大凡今日の姿をその当時に署長出されている。 20t世紀

に入って後，進歩改良は続けられ，潟水方式の上で在来

のタンク貯水式 よりフラッ V ュ穿を生んだととは特筆せ

られるべさであろう。 S L OA N VAL VE C OMP A NY  ( CHI ・

C A G O) により 1906年( 明治40年) 創製せられ， その

後改良が加えられ現今フラッ ν ュ会は世界の|綿々まで行

き渡るに到った。

x  X  ×  

日本においては聞に初まり砂雪隠( 参透，蒸発式) 箱

置式( 運搬処分式) のごとく，上流生活ーには特別のもの

もあったが，多くは農村に見るような穴を掘り瓶を埋め

て床板を四角に切り，便梢貯溜式で肥料用取出しに使に

もできているものが多い。水洗式といえば， 川に床を掛

けたり泉の71 < を溝をしつらえて，便所の床下に導いて流

し去るごときを掲げる位のことである。糞便の不潔をど

うすることもできずに，不浄と呼んで敬遠するより仕方

がなかった。

便所の発達のほとんど無かった日本にも， 1869年( 明

治 4 年〉横浜居留地に外人の手により木縄水道が敷設せ

られ， 1885年( 明治 18年〉には広東より英国技術を招科

して横浜市街水道計画を立て 2 年後には完成通水した

水洗便所は水道布設に伴って外人は使用しはじめ，こ

れが日本における最初j のものであろう 。 1870年( 明治
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5年) - 1 8 9 0年( 明治25年〉のとろには， アメリカ， イ

ギP スにおいても，水洗式便器と給水排水に諸種の工夫

と進歩がなされた| 時代で，日本へは横浜を経て東京へ舶

来外人とー絡に急激に輸入が行われた。 1886年( 明治21

年) 東京帝国ホテノレが新築せられ，7 ] < 洗便所その他 の術

生設備工事と しては， 日本で最初に完備せら れたもの と

いう べきである。 コγ ドノレ先生は衛生設備工事を建築工

事の内で最も重視 し，衛生工事を自ら設計 し配管の施工

詳細まで図示指導さ れたと闘いて いる。

西洋の水洗便所の発達はときを経ず して 日本に輸入せ

られたわけで， 1893年 ( 明治28年) 東京日本銀行新築の

ころには辰野博士の外遊などもあり，ょうやく西洋の水

準を自ら把援するととができるようになった。材料， 器

具，職人は勿論のこと外国に依存し，外人の指導を受け

ながら， 1895年( 明治30年) 以降は大阪，京都，神戸に

も驚くべき勢で渉透した。このとろを日本の泰明期とい

えよう。

フラ ッν ュ穿は 1906年 ( 明治40年) の創製で 日本に輸

入せられたのは， 1918年 ( 大正8年) である。約12年遅

れて輸入せられているが，水洗便所における日本の採用

はさして西洋から取り残されたわけではなかった。

水洗便所は上水道の発達と 併んで興り，下水道は上水

道に較べて進歩が遅れている。 下水道の発展が愈々期待

せられ水洗便所は下水道の完備の一日も速からん ことを

待っている。

2. 都 市 放 流 下 水 と 水 洗 便 所 の 普 及

大阪市についていえば，中部処理区( 東，南，西，天

王寺，阿倍野，西成の部分) ，北部処理区( 北，大淀，

福島の部分) の放流下水がそれぞれ津守，海老江，各処

理場に拠り，ほかの地区お よび術生都市，郊外住宅にお

いては尿尿処理槽を自個の負担で設けねばならない。昭

和36年ごろまでには都島，東成，天王寺，阿倍野，此花

の部分に中浜，市岡処理場の開設が予定せられている。

中部，北部処理区域内すなわち放流下水可能地域は大

阪市全域に対して% の広さである。

放流下水区域内における戸数は 120 ，000戸( 約600 ，000

人) であり，うち現在水洗便所設置済戸数は 32 ，000戸，

将来改造を必要とする戸数87 ，000戸，そのうち下水道不

備により改造不能と認められるもの 17 ，000戸，差引 70，0

00戸が今後5 カ年間の計画で改造が促進せられている。

他都市について全市域 と処理区域の比率は別として都市

衛生，下水処理の上で，都市計蘭への前途はまだまだ速

いものがある。大阪市土木局下水諜によると下記のよう

な普及率である。

都 市 名 処国区威内人口 施股済戸数 普及率

東 京 都 358，000 280，768 78. 5銘



大 阪 市 120. 0∞ 32. 剛 26.6%  

名古屋市 147. 000 47. 6∞ 32. 2勿

京 都 市 54. 570 7. 410 13. 69届

岐 阜 市 24. 000 16. 似l O 66.6%  

盟 締 市 11. 225  2. 615 23. 39皆

鹿児1為市 4.000 1. ω。 25. 0%  

3. 音 と臭気

山小屋の小流で板を渡した上に跨り ，才ドオドしなが

ら，渓流の遮音を ｉｬｾ くのは快適なものである。

また僧院の便所で青々とした杉繋が広口の朝顔の中に

生けてある上にそそくツj 、水の音もまたν トν トと l放われ

るがごとく古i'かなよい ものである。

在来の日本家の便査の底が無気味で真暗な中にドプ γ

とするのは子供でなくとも気持が思い。その上オツ 3 が

いまかいまかとモゾモゾするあのときの感懐はたまらな

く嫌なものである。客になって訪ねた家の座敷で聞くフ

ラッν ュ穿，ν スターンの潟水の音もよろしくない。日

本の間取りは座敷の床の間の哀が便所で床下も天井もイ

グイグになっている。とれでは音も臭気も衛生的にもど

うにもならない。ホテルのパスルームの換気口から，ど

こかの室の便所を使う音や紙を勢る音がま ともに聞こえ

ることがある。相手は知らぬと思っているが，次の番に

は棺手が嫌な患いをしなければならない。放水そのもの

の音も潟水の音も両方ともど免を言寄りたい。

尖い物には蓋をするという診があるが，査だけすれば

よいのではなく臭い物を取除けば蓋は要らないと考えた

い。

×  ×  X  

アメ P カの子供と自動車で晶道を走ったことがある。

ぬをツ 7 メとしきりにいう，何のことかと気がつけば臭

いのである。久し振りの春の野のドライブに快適を味わ

っている私と子供は別の世界を感じていた。私遂にはと

の種臭気には息11れができている。

玄関に人を訪ねたとき， 廊下伝いにジメジ メしたその

家独特の尖気が漂うのは家人のでてくるのを待つ聞も嫌

なものである。西日の当る使所に互の午後入ると壷から

込みあげて来る胸= 測した臭気には全くやり切れない。江

戸堀辺りの古い日本の庭に臨むと観めはともかくとし

て，苔にまでそこはかとなく便臭の漂うのも気になる。

汲取人の帰ったあと， r梅ケ香」を焚いて家中の臭気を

追払ったのは a いまは憾しい思い出である。

鉄筋 コシク 3 ート造の建物で換気口を設けていないの

も困る。小建築にときどき見掛けるが， 日本家屋の臭気

流通おかまいなしのも困るが，これでは密閉された臭気

は廊下へ台所へ流れるととはどうしょうもない。鉄筋ア

ノ号←ト の水洗便所に桃色ノ、ート 型の「樟脳」を吊り下げ

てい るのは了解に苦しむものである。永い聞の練剖長屋

への郷愁であるのかも知れない。

×  ×  X  

告にも臭気にも水洗便所にするととが何としても望ま

しい。便所のｾ，天井，床の中盤は二重にして逃音の効

果をあげる。 iEl 気を! j :frつ配慮の上で遮音材を空間に詰め

るζ とも考えられる。扉はフラッ V ュで街聞にしたいも

の，板戸一枚では遮音にならない。潟水はフラッ ν ュ舜

より ν スターンタンク，それも低いν スター γ を外側に

取付けるのが良い。給排水管のそれぞれ貫通箇所にまで

iJ11助の配l低が必要である。水洗式にしないまでも在来の

使槽は住居部分と構造の上で独立させねばならない。床

下も天井もツツ抜けで真壁一重位で便所に接しているよ

うでは，使査を室の一隅に置いて暮しているといっても

過言ではない。 織が往来するのも無理からぬこ と で あ

る。

また便所に入ると落着きが欲しくなる心理的なものが

あるようである。床の間をしつらえて花を生け，香を焚

きm諮まで置くごときはともかくとして，動人などの生

活感覚からいえば，新聞を拡げ煙車を くわえる程度の安

息な逃墳にして欲しいものである。出勤前の慌しい時聞

に兄弟姉妹で)1闘を競い臭いわが家で果すよりもタイムレ

コーダを打ち終ってゆうゆうと快適なオフィスの便所を

使う方が巡かに有効かつ文明である。

4. 結 び

都市放流下水がいよいよ充実する一方，低廉簡一単な. ! l i I :

尿処理槽を考案すれば水洗便所の需要は必す' 増えるであ

ろう。

ジュースミキサーがやみくもに流行すれば，つまは電

気洗粗機が井戸端会議を賑わせ ているのも昨今である。

真空柿除機， f!日気冷蔵庫，テレビもまた引き続いて家庭

の話題となっているようである。こんなふうに生活の末

端で思い付きに文化生活をするのも よいが，もっと生活

の基盤に立脚して反省するとき，私ならば水洗便所への

改造を取り上げたい。ジュースミキナー，洗濯機のつまは

水洗便所である。市内以外であればいまのととろ尿尿処

理槽を各戸に設けねばならない便器や床下のi模様替えを

含んで 15万円も 20万円もいるのがあるがいかにも高価に

つく，誰か2万- 3万位のパッグーヂ型や尿尿滞化槽を発

明せんものかと大いに期待している。デパー トの先場に

でも並べれば羽が生えて売れること必定である。 l暖房も

冷房も住宅には欲しいが，その前にまづ水洗便所への改

造に踏みきりたい。テレビ， ｾｉｬ気冷蔵庫を持ちながら，

便蜜と同居。では少しパラ γ スがおかしいのではないだろ

うか。

( 筆者須賀工業K K )
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1.  住宅暖房の現状

調査をするまでもなく，庶民住宅の現状は「火鉢とゴ

タツに よる一室採暖で，その室は居間，食事，だんらん，

勉強等に使われる。要するに家族はみな火の気のある室

に集って生活する」 といえよ う。北海道その他の寒地で

は薪ストープ，石炭ストープが主な採暖器具であるとい

う点で変っている。 表-1 には採暖器具に関する 2. 3の調

査の結果を示した。戦後の傾向として指摘されるものは

堀コタ ツとガスス トープの普及であろう。僅かな燃料で

一応身体を媛めることができる 堀コタ ツはわれわれの生

活水準に合っているためかよく使われている。堀コタツ

中心の冬の生活は各人の個室があってもそれは単に絞床

として使われるにすまない状態となる。さらに冬は j度方

まで変るという例も少くない。しかし堀コタ ツはまだレ

ベノレとして上の方であろう。イ ロリ やコンロによる調理

の熱と採暖との混用もかなり多い。住宅計画の基本とな

る暖房の問題はこういう現実から出発しなければならな

い。

ガスス トー プは火鉢と閉じく燃焼ガスの中で生活する

暖房器具である。不完全燃焼に よって生ず るー酸化炭素

はガス圧，混合空気量，器具によって ととなるが，恕限

度程度の発生をみる ことは少くない。筆者が測定した例

による と和風住宅 4 .5 帖( 一面外気に接す) で最小型の

ガスストープを使って室温を外気温より 10

0

C 程度上昇

させると大体恕限量 ( 0. 01 % ) 程度の一酸化炭素が検知

された。隙聞の多い和風住宅でもとの程度であるから，

鉄筋コγ ク Dート 造の室では，常に換気に注意しない と

危険な状態になる。 0. 01- 0 . 02% 程度のC Oで数時間在

室すれば普通頭痛をうったえる人が多いが，それより，

現在まだ明かではないが，慢性的中毒による健康障害が

予想さ れている。とういう点、からみてガスストープを常

表ー1a. 採 暖 探 兵 の 使 用 率

採 暖 総 只 | アパー ト A ※ | アパート BI公 営 住 宅 | 一 般 住 宅

火 鉢 I 40 96 I  33 鯵 28% I  34 96 

コ タ ツ I 26 29 40 I  35 

ガ ス ス ト ー ブ 11 I  ｾ＠ 12  I  1  2  I  ｾ＠ 3.5 

その他のストーブ 6  ｉ ｊＧｾ＠ ｉ ｊｾ＠ I J  

※  建築界V ol.l No. l l “ アパー ト居住の実態調査" による。

その他は建築学会論文報告集54号 P. 593“ 居住民おける採暖の研究" に よる。

表- l b 北海道 段家におけ る採畷w貝の使用率

薪 ス ト ー ブ | 鉄 板 製 石 炭 ス ト ー プ | ルンペンスト ープ| 鋳鉄製ス トープ

5 M腕 I 2腕 I  10- 20%  I 日 必

ｭ 築学会研究報告第 Ｗ 号 ｐＮＲＳＱ “ 北海道般家の採暖状況に つ い て Ｂｉ ｾ よる。
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時使用する場合は煙突付とすることは原則としたい。煙

突付とすると移動性という利点は失われるが，ガスス ト

ープが普及してきた現在，全く衛生上問題のない自器具を

作るととをガス会社に望みたい。薪ス トープや石炭ス ト

ープは換気が行われるから室空気の汚染という点ではす

ぐれている。しか し熱環境からみる と室温の分布が一様

でな いという 欠点がある。ホ コDが立ちやすい。室の面

積を とるということも 欠点の 1 つである。 !暖房器具は照

明書器具と同 じく，それ自体はなるべく 小 さく，邪魔にな

らぬものがよ いはづである。

冬期，どの位の室iRで生活 しているか。これに答える

だけの広範な調査はないが，限られた資料からみると主

に火鉢で採暖している室では 12 ，3

0

C前後であり，外気温

との差 10

0

C 以上を保つことは少ない。薪ストープ，石炭

ストーブで採I壊する場合の-1riJを表♂ にあげた。これは

北海道の農家について調査された例であり，測定例の過

半数は 15

0

C 以上である。ストープi暖房という点，および

家屋の保漏力が小 さいという点から室温の上下差は甚し

い。床上 15cmと85cmとの差は平均して 4_ 6

0

C であり，天

井近くの滑L度が 40

0

C に達することに珍らしくないとい

われる。非常に不利な熱環境である。同じ調査から得ら

れた暖房日数は200- 21 0 日及び 170- 180 自に集中してい

て，ディグ P ーデーで0 8- 8及び06- 6に相当する暖房日数

であるといわれる。暖房期間中の室iEは08- 8，06- 6 より

は高いであろうが，ディグリーグーの規準が現状より非

常にかけはなれているととは充分予想される。

2.  普通の住宅の保温力

保i鼠力は壁主体の熱貫流率と換気品とによって評価す る

ことができる。普通の木造住宅として金融公庫住宅程度

を標準とすれば，各部分 の 熱 貫 流 率は 表-3に示す程度

である。また公団住宅程度の鉄筋コ γ クY ート住宅につ

いては， 表-4 の程度である。

換気量は建物の隙間，外部風速の如何によって変る が

標準的な例として付占 ( 室容積20m
3
) の室に 1.7 X  l .7mの

引違いガラス戸をもった関口がある場合の| 燦聞による換

気監は，外部平均風速を 1. 8- 3. 6m/s の範聞にとると(

理科年表に示されている測候所の過半数はこの範囲に入

る)

木造真喜章一霊窓 3 .5 - 7回/h

表- 2 北潟沼山家における暖房時平均室副

あたたかい例

床上85cm I  21. 9. C 

床上15cm I  15. 9 

外 気 淵 I - 4.5 

表1bの文献による

| ややさ むい例 | きむい例



木造大壁一重窓 ＲＮＵｾＵ 回 Ｏ ｨ

鉄筋 ゴンク Dート 木製ー霊窓 2 . 0 - 4回/ h

程度 とみなさ れる。

和風住宅の換気が多いのはやｾＡ縁天井，タタミ床 ， 星廻

りさ ｦ にある隙間によるものである。 ｾｲｦ 者が鉄筋コ γ クリ

ート 造アパート の 1 階住居( 床は揚! 不. タタミ) につい

て測定した結果によれば， 各部の a A ( 流: I i l 係数 xl 係nn

而積) の値は下記の程度であった。

引遊木製一重窓 Ｈ Ｑ ＮＳｭ ｘ Ｑ ＮＷ ｭ Ｉ 勉 ｾＱ り α バ= 4 1c m2

襖1枚当り α A =42cm
2  

タタミＨ東 京間 Ｉ Ｑ ｾ 占当り a A = 4 .8cm宮

大雑把であるが庶民住宅の保混力は上に示した程度で

あるとして大過ないであろう。和風住宅の換気掲失は大

きい。 しかし換気を少くするような構造にすれば‘ おそ

らく結震の問題 co 中市の問題などが出てくるであろ

う。われわれの住宅はわれわれの生活に対し てパラ Y ス

のとれ た存 在となっている。 Ｑ つのｾ紫のみ動かすこと

はそのパ ラジスを崩すことであり，全般的なチェックが

なされなければかえって住みにくい環境ができるととも

予想される 。現在の鉄筋コ Y 夕日ートアパートは結訴し

て困るという。一昨年公務員アパートに入居した友人は

次のようにいっている。 i ゴジク Dー トの壁にプラスタ

ーの上塗りだけでは熱をよく伝えると聞いていた。事実

冬の外気に接した壁は驚くほど震がたまった。ガラス窓

とほぼ同じでガラスを雫が伝っておちる のと同様 タタ

ミぎわに水がたれてくる 。押入の中は糠雨期然 とカどが

生えた。」 コンク Dート 住居ーはまだ生活とのパラシスが

とれていない。建物が改善されなければ居住者はそこで

の生活を変えて適応するであろう。経済的な結震防止を

単に現状を改持するためでなく将来のl暖房 ν ベノレに応じ

て計画さるべきあろう。単に結b % を防ぐ方法は分りきっ

たととであ るが，結露を生す' る生前」ての条件. 結露f i ' i の

推定などについてはまだ分らないところが多い。

3.  次の段階

熱経済，結li 防止 均等な熱草費税という点からみて各

地に適する保温の程度をー応設定することができる。そ

の一規準を表-5 にあげる。このレベノレは現状 よりやや高

い程度のものであり，次の段階として推奨できる。 表・5

の値は外壁の値である。屋根，天井の綜合熱貫流率は夜

I1n*高射に よる冷却，夏期の日射を考慮して外壁の%-

表- 3 傑僧木造住宅の熱貫流率

| 仕 様

% にする。床はわれわれの足のiRI 感に直接関係ずるから

熱伝導率および容積比熱( 比熱 X 比重〕の小さい材料を

用いて，外壁 と間程度あるいはそれ以上にすべきである

タタミ ｲ ｴＺの熱白 涼 ｾｾＱ Ｇￌ 1. 0 程度であるから多くの土地で

は外壁のそれより小さくなるのが普通である。 これに比 。

して板の間] は 般に保温力泊 ・不足している。 また外: はと

くに ｉｾｾ 聞をつぶす工夫を必要とする。窓はｻ泉施の弱点で

ある。設計用外気温がー2. 5

0

C 以下の土地では二重窓を

用うべきであろう。ガ ラス 窓と附子の組合せはニID: 窓に

匹除する効果がある。また雨戸に保漏i力をもたせること

は特に夜間の冷却に対するガラス懇の弱点をカパーする

ことができて有効である。

4.  どのような暖房器具がよいか

北海道では壁ペチカによる暖房が普及し ているし，オ

ソト・ノレの改良等も試みられているが， 木造住宅にと って

は適当でなく，設備費もかさむ。ス トープと ペチカ の巾

間程度 の熱容量をもっカップェノレオ ーへ Y は. 北海道の

みならず. ほかの土地にも適している と息われる 。日本

の住宅に適したカップェノレオ ーへ Y が製作されてよいと

思う。

ガスス トー プは常時使用されるものとし て大型になり

，必ず排気筒をつける ようになるであろう。イギリスの

住宅などによく使われている小型のガスボイラーは， 1目L

気暖房と潟水供給をかねたユニットとなっているが，と

れはi昆気炉による暖房と同様，建物の中心近 くlζ 設問せ

ねばならぬので平面計画が制約される。平面計画を向由

にするためにはダク トのスペースやその ゴス トが問題に

なる。構造部の中空層や，二重床の空間を利用し て送気

する方法は床の隠射l暖房+ 対流暖房 とし ての効果がある

が，無駄な熱損失や結髭などが問題になるであろう。 タ

タミに代るべき新材料( 多孔性ゴムとか合成樹脂〉 のパ

ネノレに埋込んだm熱ヒ ータ ーあるいは温水管をもっ外: (  

伝導暖房といえるかも知れない〕は床式の室としておそ

らく最も快適な 方法であ ろう 。

アノレミ板を 2 枚接着し て適当な間隔にパイプ状のふく

らみをつくっ たパネルは，温水による低温幅射面として

将来普及する可能性がある。このパネノレは天井から 吊下

げたり ，ある いは経E 間仕切や術立のような使い方によ

ってデヂイ γ の面からも面白 いものができそうである。

(1医者京都工芸繊維大学助教授)

ｆ 思ｾ

表- 4 鉄筋コ ンヲリ ートアパートの熱貫流率 表- 5 外壁の熱貫流事勧告値

3. 4 原

天

外

仕 織 |Kmg(kh叫。C)

砂付ル ヒング0. 5cm

屋 根 ス ラ プ| モ タ …
3.4 

ート 12c m

天 主1 プラスター2 c m 2. 9 

外 壁 モリルータト 1ル81c-m5cmプコラスンヲタ 2. 95 

- 1. 0c m 

井| 仮厚0. 7cm 3. 2 

壁| 下見仮] . 6cm中空周3c ml 2.0  

l 土岐4. 5cm I  

1  6. 0 

ロ仮1. 0c mタク， 4. 5cml 1. 2 

- 2 .5- ー 10

- ] 0- ー 18

- 18' C 以下

建築学会設計々画パンフレッド‘ 住宅の

保温設計 " I Cよる。

床

ガラス懲+ 障子; I  2・8

床 7 ローリング( 揚床)1 . 5cml 2.0  
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住宅は人聞の生活環域，とくに空気環境をコ γ トロー

ノレするもので，現代の住宅であれば自然条件の苛酷な変

化に対しては一応の調節ができてその目的を果している

ものが多いが. しかしなお些細に眺めてみると現代の住

宅にはそこに住っていく上に思いのほかの不都合な状態

やまたは有利な点などがみだされている。これらの点を

主に空気衛生の立場からのべてみたいと思う。

室 内 気 流 と 賊 風 現 象

住宅内の空気は人がその中に住んで空気の撹rl とをしな

くても . 局部的な温度差にもとずいて緩慢な気流がみら

れる。まして戸外にかなりの風がある場合には間隙を侵

入するいわゆる隙間風によって室内空気は著しくみださ

れる。との ような室内気流の存在は住宅の自然換気にと

って重要なものであるが，冬季のように寒冷な隙間風は

いわゆる 目前風となって枢めて不快な現象となるのである

和室の住宅構造で最も隙間風の入りやすいのは窓の縦

のすさまである。条件を単純にするためにある和室に縦

の間隙 1 つだけをのこして外部から侵入する風が室内の

空気の流れに どのような影響を与えるかを調べてみた。

気流の観祭は線香の媛のように細〈立ちのぼる姻を数セ

ンチの間隔で多数たて てそれの流れを室外より観察また

は記録することに よって行った。間指llが日辛子( または硝

子戸〉と 柱 との問におけるもののように単純なもので，

それが部屋の一方側にある場合は，侵入した外部空気に

よって室内気流は方向ずけられて一方むきのゆるやかな

回転を行う。間際、の位置が側壁の中央附近になると侵入

した空気は部屋を横切って反対側の壁に突あたり，左右

に岐れて室内気流を回転方向の相反する 2 つの大きな気

塊にわける。間際が側壁の中央附近にあっても 2 枚の

戸のあわせ自のように引違いになっている間隙では侵入

する空気は室内に直角に入りこまないで戸の内面にそっ

て入りとむ。このような場合には室内の気塊は最初にの

ベた場合のように 1 つである。これらの事実は予想され

たことであるが，室内気流にはこのような大きな 1偲 乃

至 2 佃，または 3 倒( 間際iの数が多くなれば〉以上の中

心部に存在する気塊の駒きの他に，部屋の壁面. 床，天

井に極めて接近して， それらの表面を逼うように一方方

向に動く薄い気流が存在することである。このような気

流は前述の煩条の続察だけでは明らかにならなかった
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A ，日 中心気兇の2つの問転方向

C  外様気流

向い側の点線 It 慾の位股

ml図 鋭 内 気 流

が， '模型実験においてまずそのような気流の存在するこ

とをみとめ，あとでとくに設計した微風速計で部内に問

機のものが存在するととをたしかめえた。模型実験は模

型室内にて惚索般加盟と幸L絡の混和物を燃焼させて白燃

をたて，侭1] 方より強烈な光線の細条を室内に放射し ーチ

シダノレ現象によって白煙粒子の流れを観察記録した。室

外気流は窓にむかつて種々の角度からあててみた。結果

として風の窓にあたる角度による室内気流の変化は殆ん

どみられず，ただ侵入気流の速度がかわるのみであっ

た。そしてとの侵入気流によって方向ずけられる部尾中

央に存在する大きな気塊のうごきの他に. この気塊のう

どきと無関係な側壁，床，天井商にそうて流れる速度の

かなりはやい. うすい気流層が存在する。即ち室内空気

には外殻にあたるうすい空気層の動ぎと" 広部にある大

きな気持色の動きがあるのである。外殻気流の動さは部尽

全体として一方向に向転しているようであるが，そのi荒

れの向きを決定するものが何であるかはまだあきらかで

ない。が内部気城の回転と部屋の仮11壁の温度の部位的差

異等に複雑に影響をうけてきまるものであるう。

このような室内気流の速度は普通には極めて小さいも

ので感党的には殆んど感知されないいわゆる不感気流で

ある。 エド感気流はただ単に流速だけで決定されるもので

ない。 R]J ち，例えば侵入気流のigt 度が室内気i鼠と大差が

なければl也知できなかった流速でも， この 2 つの温度に

著しい差が存在する場合は容易に感知できる ようになる

日市原l現象で，われわれの体表面のうちでも頬，膚の周囲

瀕部等の皮府は，とくに温度の差を感じる程度が大きく

0 .5 _ 1 .0
0

C の差異を感じとるのである。それで同一温度

の気流は一体どの位の速さであれば気流として感じられ

るかということはまだあまり明かにされていないが，大

体数セ γ チ/ 秒程度のところであると考えられる。現在こ

のような微風速は正確に測定する方法がなく，筆者等は

10μ 程度のガラス繊維の気流によるたわみを水平顕微鏡

によって観測することにより微小気流速を量的にあらわ

すことを試みたが，これにより前にのべた外殻気im: の存

在をたしかめることができた。まだ風速を較正していな

いので何セ γ テ/ 秒とあらわすことはできないが，外殻

気流の速さは中心気塊の動きの2倍乃至5伎にのぼり，そ

のj写さは25セγ テ前後と考えられ，和室にしいた布|明の
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第 2図室内気流の水平方向における 第 3 図 押 入 れ 内 ・外の気淵 ・気恨の胤日変化

風速( ベヲトルは相対値)

m4図柄除訟による室内浮遊直後日の時l則的変化

ａ Ｎ ｾｾＺＺ の ｉ 白上 ｂ Ｎ ＺＧ￹ＧＺの上 ＴＰＰ ｣ ｭ

枕にのせた頭の高きあたり，すわった ｬ 漆や ｊｊｾ の丙さあた

りにかなり早い気流が存在することになるのである。

押 入 れ の 恒 湿 性

日本住宅に特有の押入れは布団， 衣類の収納場所とし

て使用されているが，押入れ内の温度や湿度の変化を調

べてみて次のととがわかった。即ち，気1慌についてはt ' l l

入れ内も外気や屋内と閉じような日変化を示すが，位相

は約 6 時間ずれており，最高i昆度は5

0

C 程度低い。気湿

については押入れ直下の床下( 外気) が午前6 - 8時に最

高，午後0- 41時に最低を示すのに対し，押入れ内は日変

化は緩めて少く，その最高および最低湿度を示すl時間も

午後0 - 2時および午後 1 0 - 121侍と，これも約611寺|旬から 8

時間の位相のずれがみら れる 。屋内の気湿ーはこの両者の

中間の変化を示している。また外界の気象変化に対し押

入れ内の湿度の変化をみると外界の気象変化には殆んど

無関係である。とにかく押入れというものは，衣類や布

団の収納場所としては，極めて好都合な条件を具備して

いる ζ とがわかったのである。

ととろで， ζ のような押入れの恒湿性は一体何に由来

するものであろうか。一般に押入れの構造は側面が真壁

床は板張り，上方は釣天井，前面は被という構造のもの

が最も普通であるが，この 4 磁の材質のうち最も広い面

積を占める真壁表面の放湿性ならびに l政淑性を予想して

この表面をヒ・ニーノレ布で完全に被って湿度の日変化を観

測してみた。すると押入れ内の気象のうち気温の方は今

までの観測と同じであるが，気湿の方は顕著な変化を示

し ，日較差が大ｾくなり，かつ今までみられた位相のず

れがなくなり，気温変化とほぼ平行しているのである。

次に床板のすき間を通して外気温の上昇とともに地面か

ら侵入してくる湿気が問題になることも考えられるので

押入れ床面にピニ ーノレ布を敷き つめて観測してみたが，

この場合には殆んど変化がなかった。襖の吸湿性ならび

に放 ￬ｾＧｾＺ も 三 与えられるが， これはまだ実験 していない。

が襖紙の性質上I' : C壁または荒壁のそれ よりはかなり小さ

いものではないかと 考えら れ る。

押入れの恒潟性を助長すると 考えら れるも のに拘1入れ

内外の気温差にもとずく通風現象がある。目11ち，抑入れ

内の気j慌に対して外気視が最も高い，i毘度の依大 となる

l時刻( 午後 31時前後) に線香の煙条によって通風をしら

べてみると ，械の上方の| 波間から暖かい外気が111' 入れ内

に侵入し，襖の下部においては冷たい抑入れ内の笠気が

外部に流れ出るのがみられる。一方床下よりは戸外の高

温の空気が押入れ内に進入する。即ち，押入れ内で気温

が午後の 6 時から 10時にかけての最高| 時に向って次第に

上昇して，比i霊が低下すべき時に外界の水蒸気量の多い

空気の侵入は比湿の低下をおさえて恒湿性を保持する因

子ともなると考えられるのである。

以上の ようなとと が住宅の どの押入れにもいえる かど

うかは まだわからない。すなわち，西日が押入れの背面を

直射して気iRの変化が育ii 述のような型を示さないもので

はどうなるか，それは今後の研究に倹たねばならない。

しかし一般的にいって壁の放 ・吸混性や， tJ l1入れ内気温

変化のずれにもとず く通風現象は押入れの恒湿性を保持

1 るょに重要な要因 と考えられる。

住 宅 内 の 浮 滋 塵 挨

住宅内の浮世寄座決は，繊維工場， セメ
γ

ト工場などの

それに比較すれば問題のない程度のものであるが，住宅

の空気衛生 としてはやはりとりあげるべさ問題の 1 つで

ある。従来浮世寄11M挨の住宅内部位的分布や発肢の時間的

経過の研究は方法的にやや困難で，あまりなされていな

かったが，附着採鹿法によって少し明かになってきた。一

室内の発座量の垂直分布は床面に近いほど多く ，天井に

近いほど少い。次表は和室で種々の高さの1 1 M挨数( 相対

、官 会 - - - ， - - ， 値) を示し

、ベ 司 ｾ ｉ 肌甫 ＮＮ Ｑ 障子桟ｼ テープル間 ｩ 司の ｉｭｬ 君 ｼ 凪回 ｼ

ギ，， 1笠 自 主r' >'̂I の商事 問 | 雄 1o)! I  たものであ

A I弘 4 1弘 2 I  54ι I  44. 6 I  45.1  I  42.9  1  る。即ち畳

Ｑ 一 回 Ｚτ 厄 ［Ｍ Ｑ コＵＷ 日王国 ＭＺＲ ｬ ＴＲＮｾ ｉ に布団を敷

いて疲る様

式では，最も浮世幸雄竣の多い空気を吸う ととになる。掃除

法によって発鹿の呉ることも周知のとおりで，乾式，湿式

屯気掃除苦告をつかった 3 通りの方法で帰除をしたあとの

発践は湿式が肢も少く，次いで屯気掃除器，乾式の順で

ある。掃除後大体40分で発鹿はおさまる。もっとも これ

は部屋を閉め切って通風しないl侍の測定であるが。寂具

の上げおろしの 11寺の発腹のおさまるのも，とくに通風し

ない場合はやはり 40分イを たたぬともとの値にならない。

教室における J受業前の柿除，食事前の汗j 婦などこの収盤

の|時間的経過を考応、 して行う必要があると考える。

( 爺者奈良女子大学教授，医博)

49 



第1表 各種隔墜を持つニ住戸聞の減音度 (d b)( 居室の股音力を含む)

( 実測例)

c/s  c/s  

二 室 聞 の 隔 壁 ( 両 側 居 室 ) 概数 125  500 2ω o  自維音

軽量プロ ツヲ両10面cm水

性ペイント

(35)  18 34 43 35 

木毛板プラスター塗 Ｒ 盤中 空ｾ (35)  22 37 41 37  

同 上 両 面 押 入 (45)  42  48 55 46 

ラスモル プラスター塗霊

Ｒ 中ｾ壁
(40)  29 41 43 39 

同上 雨前j Ij l 入 (50)  44  54 61 51  

プ レ コ ン 両面プラ スター (40)  38 40 43 41 

ｾカベ Ｑ ｭ 両 面 談 喰 (40)  26 37 42 38 

同上 両面押入 ( 50)  32 50 49 49  

石{料1大平絞 (9吹m付1')) 2m中空墜

ゾラコー ト

(45) 30 48 47  46 

軍慰 ブロ ; J ? 両15面c mプ

ラスター

(45) 36 47 53 44 

鉄筋コンク リー ト( ブレキャスト〉
(45)  43 47 51  45  

5cm 両面プラ スタ ー

鉄筋コンヲリート 12c m 

両面プラ スタ ー

(50)  41  52  52 50 

50 

1.  住居の音響問題にも騒音 と室内音響の二商が考えら

れる。そしてととさらに音響 という 言葉を題自に用いた

編集部の意図はその両面にわたって ということなのだろ

うと考えた。

しかし，与えられた紙数ではそのいづれにも不充分な

ことしかおけそうにない。そ こで重点的にまた思いつく

ままに，そ してでまるだけ個人住宅にも関連した事項を

拾ってみるととにしょう。

2.  鉄筋 コシクリ ー トという建築構造は空気音の遮断に

最も適したものの一つである。重厚で密実すなわち振動

しにくく 隙聞がない。第 1表を見ていただきたい。連続

建二戸の居室聞の滅音度の実illtl 例である。一方の室で平

均 Adb の音がほかの室で平均 Bdb になれば， A - B  

( db) の値を減音度 (Noi se Reduct ion ( 米) ，Noi se Insul o-

tion Foctor ( 英) ) という。たとえば減音度 45dbの場合，

隣家で70ホンのラヂオの音( まず聴きごろの大きさ〉が

大体70 - 45 = 25ホシ イ立になる。これはこちらが よほど静

かでないとちょっと聡えない大きさである。米国公衆衛

生協会 ( A PH A) の滅音度の標準も隣接二戸間では 45db

(推奨50，恕限40) である( 疲室隣接は各 5db 増) 。鉄筋

コンク リー ト構造ならまず文句がない。軽量乾式壁など

を用いる場合には，設計や施工に充分注意する必要があ

る。重厚に密実に しかもできればその ような材料を充分

な空間をとりつつ幾重にもというのが遮音の原則だから

である。

3.  鉄筋 コンク Pー ト造は隣人の音から全く解放してく

れるかというとそうでもない。その一体式 という特長に

よる間体音の問題がある。むろん鉄筋 コγ クDートとも

なると ，多少のものがぶつか っても 音波の発生原因とな

るほどの振動をそう軽々には起さない。グ Y コツなどで

はピクともしない1' 1 禄は持っている。しかし，当然大き

い質量のものが速い速度でぶつかればその限りでない。
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館 2 表 6 帖 聞 の 残 響 時 IIli ( 災測による)
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( 註) 表中，残響時間は先ず臼維音IC対する佑を示し夏IC有 側上から順 ICl 25C/s. 5∞c/s.  2仮泊c/s lC対する( f iを示した

発生した振動が一体の構造内を波動となって伝わって，

その各部の振動が周囲に音波を再放射する 。階段や上階

や屋上の足音，鉄製の玄関の扉を閉める音，家具を引き

ずる 音などはそれらの衝撃に よる空気音も大きいが，再

放射される固体音的要索もまた馬鹿にならない。すなわ

ち空気音なら伝わらない近隣へもかなりはっさりした音

も伝える。

しかし軽量な構造ではさらに固体音の影響が大きい。

たとえば，こんな経験を したことがある。鉄骨造のテ ラ

スハワスで 8 戸連続建の竣工に立会った際，その一宮市の

住戸で手荒くフス 7 をし めてもらった。1 : 1 ' f者はその他端

の住戸で耳をすましていたところ，意外に大きく快適に

ピーンという音をl総きとって感心した。フスマを閉めた

衝撃による波動が全戸一体の桁行材を伝わり. 8 戸分の

距離を経て，なお明瞭な音波を発生させたわけである。

ー{本式で軽量はいけない。音波という波動が伝わるには

媒質固有の弾性や慣性の扶けを借りている。それらの性

怪談の種になる話である。 7)( 流の持つ脈動内の一つの振

動数に配管系統が一種の共鳴を起すもので. 7 k を出す速

さで音が出たり出なかったりもする。蛇口を取替えたり

配管のゆれているところを押えたり水道管の支持方法を

変えたりすると止る。すなわち固体音には振動系の固有

振動に対する とうした形での対策もある。

5.  再び空気音の話に戻ろう。 コY 夕日ー トは空気音に

対する有効な反射性材料である。すなわち音をほ とんど

吸収しない。音波という空気粒子の振動がやってきて

も，コンクリ ー トの面は厳然と して静止しているので，

音波の エネルギーは再び空気の粒子をふるわせて反射波

になって 引返す。 ゴシ夕日ートの函は入射した音波のエ

ヰ、ノレ ギーのほんの数% 位しか吸収しない。遮音に俊良 な

材料は一般に吸音に欠ける傾向があるが，コ Y クDート

もその例に漏れない。逆に綿などの多孔質材料はl汲音性

は素的らしいが， 遮音性はほとん ど期待できない。 防音

処理上注意すべきと とである。

質( 媒質の音響イ γ ピーダンスすなわちその材料の密度 6.  ゴンクリートのように音を吸収しない材料ででをた

とその材料内の音波の速度の獄) がはなはだしく異る材 室では，音がガンガソ響いて困るという苦情を生ずる。

料との境界面では，音波はほ とんど反射されて先に進ま とくに長方形の室などでは，ある特別の振動数の音だけ

ない。従って一般に一体式構造では伎にパッキング材を ー がひどく 強め られて異様な響きを残す。響さの長い室，

はさむ形の不連続構造が望ましい。せめて階段位は不述 たと えば風呂場は浪花節をうな るのには好適かもしれな

続構造を使いたい。あらか じめ階段の踏面一枚一枚を工 いが， 会話にはけ っして快適ではない。 個々の室はその

場で作っておき， ゴノレクやフェノレトを敷いて支持骨組に 用途や広さによってその響きの長さに適正な値が望ま し

取付け るなど一系である。一方固体音については一体構 い。それをわれわれは残轡時間という置で比較する。

造に衝撃を与えな いという 函からの工夫も しばしば有効 残響時聞は室内で音を暫らく出しておき，急に止めた

である 。階段面に敷物をしき扉などの戸当りに緩衝材を

はさむ。判りきったことでもそんなととが案外に実行 さ

れない。

4.  一体式といえば鉄筋アパート内でも配管類がとんだ

いたずら をすることがある。同じ水道管を使う近所の家

で7)( を出すと，とちら の台所で変な昔がす るという例の

場合に室内の音のエネノレギーが漸次減少し，当初の百万

分のーになるまでの時間長をいう。住宅の居室の残響時

|旬として，欧米では平均的に 0.5秒位が ff 通だ といわれ

ている 。第 2表にはわが国の都市住宅での笑測例を示し

た。

同じ住宅の居室でも 洋室は一般に残響が長い。とくに
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第 3表 il! 具ICよる減音度 (db) ( 居室の吸音力を含む) ( 実測例)
その現状を一応認めた上で，現在のテラス ハ

il! 只 { 両 側 居 室 ) |概数 |叶 蜘|州臼

ワス型住宅で，居室聞の遮音性が一般に良好

であることをとくに指摘しておこう。すなわ

ちテラスハクス裂では一戸が 2 階建で下階に

昼間廻りの居室をとり，上階は二室に別れ，

そのこ室がしばしば階段の延長の 3 尺の廊下

の両側にｾてられている。その際の上下階 聞

は，階段の前後に簡単な建兵があれば A P

HA の一戸 内居室11日のフ. ライパν ーのための

滅音度のi標準35db(推奨45，怨、限30) に戦く達

する。またフス 7 + 3尺廊下 + ブスマの形でも

居室が入居後の吸音力を持てば，対向二室開

の減音度がどうにかその様単に達する。との

7  ス マ (  3  尺)
1
20

(強 ) 1 16 I  22 1  23 I  22 

7  ス
てF (  6  尺)

1
2問

)1 16 1 19 1 19  1
18 

フスマ (3尺) +3尺廊 下 + フスマ (3尺) ( 対向)
1  35 I  31  I  37 I  37 1  35 

同 上 (il!i.列)
1  40 1  36 1  39 I  46 I  41  

フ ラ ッ シ ユ ド ア ( 3 尺) I  35 1  28 1  35 I  40 I  34 

フラッシユ ドア+ 廊下+ フ ラツ ν ユドア
1  45  I  33 I  46 1 お 1 46 

フスマ (3 尺) + 階段+ ガ ラス戸 (3尺)
1  45  1  36 I  45  I  52 1  47  

人の入居前は長く容易に 1 秒以上に達する。 一方，和室

は笠の吸音力が大きいことと，建具にも吸音的で隊問の

生じやすいも のが使われるので，人の入居前から欧米の

値以下になる 。人が入居して吸音的な家具類が持込まれ

室容積 が 減少すると，残響時 ｾｊｊ は飛ｗ［ｻ ｲＡ 的に短か くな る。

鉄筋アパー トでも和室では残響がかなり短かい。

われわれの育って ぎた生活環境は，そのように級者的

なまた静かな雰臨気であった。漸次洋式の生活が浸透す

るにつれて響ぎの長い室の生活体験も拡がってゆく。

そこではまた臭 った形での趣味趣向も生れるに違いな

い。ジャズ系の音楽を! ぬくには農家の奥座敷よりも矢張

りコγ 夕日ートや板の聞の響きやすい室が適する。

方I史家の吸音的な静かな雰囲気の中でこそ「かそけ

き」とか「わびしき」といった形容詞のしみじみとした

体感があるように思う。

7.  和風住宅の建具は逃音カが至極小さい。 第 3表のよ

うに遮音度は洋風住宅のブ ラッν ュドアにはなはだしく

劣る。音響的には現在の鉄筋アパート はまず一室住宅に

過ぎない。子供の入試が近づいたので耳栓裂のレν ーパ

ーでラジオを総いているという父親の話はけっし て笑い

ごとではない。同居者があればなおさらであろう。われ

われの都市住宅では，とくに互の気候調節のための大き

な関口 の保証 とい う面でフスマや障子の効用が大きい。

ような形での遮音性の考応、は今後 ますます重要であろ

っ。

8  目を外に転じよう。アパート群の中で昼間子供の喧

l喋を経験した人は少くないであろう。コンク Dー トとい

う反射面に図まれた広場はそのまま一つの反響箱である

速い街路の騒音 もそこで一旦高められて居室に送り込ま

れる。できるだけ凹凸の大き いエレベージ ョン と平行に

ならない棟配置が望まし い。

春ともなればお互いが窓を開放 して生活する。そのと

きはアパート居住者は外からの騒音に裸で接しなければ

ならない。騒音の苦情の数は毎年春から夏にかけて急上

昇する。 APHA の住宅の敷地の騒音恕限度の標準はl時間

の50% 以上が45ホγ 以下( 推奨40，恕限60) 90% 以上が

60ホγ 以下( 推奨50，恕限70) という。欽・筋アパー トで

もできるだけ静かな敷地を撰び，設計ーにも多くの家族が

お互い の生活を騒音でわずらわされることなく，個人住

宅あるいはそれ以上の快適さが娯 しめるように音響上の

考慮が望ましい。 鉄筋アパー トはいまそのような都市社

会的な要求を荷い，ま たその多くを期待さ れてい る。

( 筆者建設省建築研究所)

'  F電下. l I t

Z恒 さ 侵

害事れで

銅 ｉｾ 男

道 具 た

リ. . _ と

E霊長i 御

」ヲ 宅P

; f . ロヒ、

京社式阪市東淀川区三国町一一一ー芭業所・衆京
高松→ーーl 曙 匁 包
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最 高 の 品 質 ・ 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の焼印衛生陶器には J 完"a: :Ui lDつ 印附属金具をセ ットで御利

用下さいます線おす〉め申上げます。

<s> 伊奈製陶械式審議t

本社ゑ工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 電 話常滑( 代表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 掘 2 - 8 電 話築地@5261 ・5262
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「対 立 と 調 和」

ブロイヤー建築論

古ぼけたアパートの 12階。ドア ー

だけが近代的に朱色に塗られて-

MARCEL BREUER とホワイ トプロシ

ズの文字が小さく浮び上っている。

との級育のプロヤ 一事務所に一年を

過した J'i1京ぷ信氏によってこの本は

編まれた。

原ミヰは M. rcel Breuer :  S UN A ND 

S HADOW， The  Phi l osophy of an 

Arehi ted と題せられ，プロイヤーの

論文と作品にピーター ・プレイク氏

が解説を: f J nえ編紛したもので，本tT?

はさらによi原氏の解説がこれに:fJ 日っ

たものである。プロイヤ ーの作品が

建物と臼然との関係にしても，材料

と材料との関係にしても，常に相対

立するものを並べ，その両者の間の

緊張感による調和を創り出している

ことから「あえて日本版では対立と

日 本 の 民 家 高山 ・白川

鎖影 ・二川孝夫 文 ・伊藤ていじ

二川宥( 1 . 随分前から民家を織って

いた。二川草寺がこんなに凝って円本

のものを似るようになった動機はー

彼の学生時代美術出版の大庭氏に，

奈良の石仏を撮ってみないかとのと

とで，大阪山身の二川君が撮ったみ:

只を土門学氏が激1 ' t したことにはじ

まる。全く彼はよくあるいた。ほと

んど" 院さえあれば， 3 5 ミリのカメラ

をたずさえて，車: や木の根をわけて

歩いた。秋問にいるかと思うと，こ

んどは山111というふうに。しかし今

度出版されている日本の民家の写点

は会郎キヤピヰ、版で撮り直したもの

である。それだけ出版社は力をいれ

たことになる。

二川君は当初建築科にr ，' i ，' をおいた

が，その後文学部に転じて，英文を

やったり美術論をやったりして早大

を完うしたが，その問 7 年聞を在学

‘ 調和 とl起したものである。」 と編者

はいっ ている。

内容は三つに分類するととができ

る。ｾＡ .は建築の原理 と題せられて

いる訟であり，プロ イヤーが彼の基

本的判学建築におけるこ兄性を述べ

ている。原著の題名， 太陽と影はこ

の輸の中の言集である。なおこの常

に収められている，都市計画論はは

なはだ具体的で実際的である。ー般

にプロイヤ ーが本舎の中で述べてい

る言集は呉休的，実際的である。第

二は空間の技術の章で，建築は空間

を倉11ると とであり，近代的空間j は「

流動する空間」であるという論を掲

げた後，空間を造る要素としての

「構造J i 色J i 質感J i 階段J i  

陽よけJ i 家具」 ・H ・H ・.. などについ

て実例により説いている。 「陽よけ」

の項は最も力が入れられている。第

三は作品と計画の章で， 1928年のパ

イプの椅子から 1958年のユネス コ会

館に至るものが収められ，解説と相

美術出版社 ・V390

した。ちょっとしたかわり穂という

ζ とができる。笑は私も高山 ・白川

がすきでii 災前に二度出かけたほか，

li 災後も六度出かけた。この図集にで

てくる民家は，大体みてあるいた。

いくらカメラとはいえ，これほどま

でに刻明に民家をえがき出したとと

は，彼が建築科ーに貯i をおき一時は建

築家になろうとした ノスタノレデアが

144頁，彰国社. V1250.  

倹ってプ ロイヤーの作品 と人の全貌

を知る こと ができる。

派手で詩的な コノレピ ジ ェの文章 と

は違っ て， プロイ ヤーは親 しみゃす

い言葉で静かに語っ てい る。平易な

言葉の中に彼の深い考えを知り，控

え固な表現の中に彼の強い信念をう

かがうととができる。原著とは少し

ばかり違った体裁で造られている

が，写真はプ ロイヤーから直送され

た原板に よるもので実に美しい。レ

イアクト も行き とどいて好ましい。

( 日建設計工務K K 岡橋作太郎)

亡鐙の ようにまつわりついているよ

うでもあり，一種 D 獲さをさえただ

よわせている。私はたびたび訪れた

ことがあるせいか，この民家の写 ｴｾ

築を手にとっているといろいろの飛

部の人々の生活がよみがえって怨い

出される。

それほどとの写真は 3 ヤノレに取仮

われている。

伊必ていじ氏の文はあまりにも歴

史的な説明におちいりすぎて，こん

なことならいままで沢山出た歴史や

民家の本をひもとけばよいので，ち

ょっと写点と文が一致していないこ.

とが残念でならない。

願わくば，もっと写真に密接した

説明をしてもらいたいし ，建築の関

係者以外にももっと民家のことを知

ってもらいたいので，簡単な説明で

写真の説明をしてもらいたかった。

しかし必ずこの弊は今後出る図集で

はあらためられることと今後に期待

をょせたい。( 三座建築事あ所徳永正三)
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大 宅 吉 阪 論 争 [

昨年来，建築家がジャ ーナPズム

の関心を呼んでいる。これは惑いこ

とではない，一般の人に理解してい

ただける道程として歓迎すべき風潮

である。中には，挽歌ブームのよう

にいささかくすぐったいのもあるが

昨年暮読売紙上で演じられた大宅 ・

吉阪論争は風当りのきつい方に属す

る。大宅氏は婦人朝 日30年12月号の

文士連中のモダ- ; / 住宅攻撃と巷間

伝えられる都庁批判をひっさげて登

場した。ところが受けて起った音阪

氏が，それは30年前の古い考えであ

り文士連中の意見は趣味噌好の片寄

った片i給者の意見で採るに足らない

と一蹴したから堪まらない， ν メタ

と大宅氏は早速. 100年 前の考えで

差支えない，人間の生活はそんなに

変るものじゃない，大体近代派建築

家は航空郵便でスタイルブックを取

寄せて注文取りに歩く洋裁家とどこ

が違うんだ，ととで建築，芸術論を

やる つもりはない，都民として公授

の使い方に疑問を述べる権利と義務

があると河内山よろしく尻をまく っ

た。 大体議論というものは大人がや

る以上お互いにそう間違ったととを

いうものじ ゃない。早く 発言の前後

事情とその立場を理解して，ノレーノレ

に乗せるようにしない限 り，売り 言

葉に買言葉，闇夜の鉄砲になる のは

当然である。その点建築家であるわ

れわれには両者のいい分がよく判る

い 今度もまた，すれ違い論争だと

いうことも判った。 僕なんかは建築

家仲間では往々大宅的言動を弄し，

一般の方には高級なる芸術 として建

築を話す傾向があるのだが，その殿

拠は人を見て法を説けに帰する。音

阪氏もい うべ きこと をちゃんといっ

ているのだが， 他人の作品の弁護だ

けにやりにくかっ ただろう と同情す

るが，ちょっ と気になったのは庶民

庶民といってる割合に，も一つ具体

性に乏しい点だ。むしろ大宅氏の発

言の方が庶民的でリアルである。黒

人国家の建築と都庁のそれ とを区別

してない点に至ってはホホエましい

のだが，しかし彼は千軍万馬の古強

者だし ，芸術を知らぬはづはなく ，国

会における代議士的言動の臭いが多

分にする。建築論，芸術論をやるつ

もりはないと断っている点がクセモ

ノである。僕も血気にはや る脳溢血

型なので， 酒呑みの笈党めの不快感

同様のものを始終しょうこ りも なく

l味っているのだが，それだけに， な

るほど，しかしとういう 事実 も考え

られませんかと，受けて起ち敵の出

方で勝負する横綱相撲を身につけた

いとかねがね望んでいる のだが，横

綱自体引退ばやりの昨今なかなか難

しいととではある。 今度の場合， 卒

I直なところ，赤面雪昔前の諸国修業の

浪人1'<:- . 若い武士があし らわれた感

を拭いきれぬ。今度もま づ新聞社が

喜び，大宅氏がニヤニヤしたところ

で一応終ったというべきか。以前に

「世界」誌で建築評論家の座談会が

あって，それを読んだ伐の友人が，

建築家は難解な 言 葉 を 使 うもん だ

な，とニヤリとしょ ったも今度の論

争は判りやすい方だが，こ れも自 己

反省すべきことかもしれぬ。 この論

争後「日本」 誌新年号で手打式の座

談会があった。大宅氏が相変らず イ

y ;トγ をつけようとしてい るが，宮

城音弥が仲裁役で一枚1111わっていた

から， しおら しく当り前の訴; こ終始

して， 僕なんかの弥次篤には面白く

ないので省略する q ただ. 大宅氏iこ

アイ ナツにゆく気のある万には. 大

宅氏円ら持 ｾｊ して数 ［Ｑ 司ー家を建てたと

いっ ているから ，それを凡て円いて

対談するに限るこ とをそっとお教え

しと きたい。一l沼33. 2 . l 0ー

( 阪大工学部助教授 足 立 孝)

住 宅 ト ピ ッ ク ス 2 点 : 大 宅 ・ 吉 坂 論 争 最 近 の 公 団 住 宅 の 紹 介
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公団が設立されてから第 3 年自に

当る 32年度は工事量において大きく

伸びた年ですが，住宅の内容につい

て強いて特質 といえば次の諸点があ

げら れます。

1.  住宅規模の多様化

住宅の規模を簡単に表わすのに2D

K とか 3K といった呼び方をしていま

す。 2DKとは2lil 室( 主として畳敷)

とダイニングキチン， 3Kは 3 疲室と

キチ γ を組合わせたものであり，従

来最も需要の多い 13坪前後の2Kもし

くは2DK 一本で進んできましたが，

最近は1C ( 単身者住宅) から l DK (  

新婚者住宅) ，さらに大きいものは

3K， 3DK と規模にグァラエテーを持

たせて比'1安的大家族も住める住宅を

作っています。もちろん 2DK 程度の

ものが主体になっているが，いい換

えれば比似的に収入の低い新婚者に

も狭いながも安い家賃で文化生活を

というのが 1DK 住宅であり，家賃は

高いが広い住宅の欲しい人1 7 . 3K ，3  

DK をというわけであります。 こと

に代表的な 1DK および3Kのプラツを

紹介 します。

2.  ユニ ットキチネ ッ トの採用

従来の設計を見ると住宅機能に大

きな役割を持つ台所が非常に無雑作

に取扱われていたととは否定できな

い。極言すればプラシニソグの寸法

の鍛寄せを台所へ持ってきた ともい

える。これに対する解決方法として

1  D  K  

( イ) 適当 なv: / ク，調整合，コジ

ロ台とさらにその他水屋，冷蔵lilI 竺f

の収納スペ ースを確保するとと。

( ロ〉食疲分離の面からダイニ γ グ

キチン型式を多く採用している関係

上台所を美化し なければならないこ

と 。( ノウ施工の面から細々して不

統ーになりやすい現場の作業をでさ

る限り工場生産に切換えて製品の均

ーをはかると と。( ニ) 管理の商か

ら今後の部品の交換，補修が容kJJ で

あると となどの理由から生れたのが

ユニッ トキチネ ットであります。 ν

γ クの大き さ，高さ等についてはと

くに奈良女子大の北村先生，布11戸山

手短大の竹内先生の御熱心なる御指

導をいただき，現在使用しているmt

型， L 型の二型式が決定されたが，

当初はこのため在来の住宅平面を修

正の関係で一部変形的なものを使用

した例もあります。 ν シクは全部ス

テシレス製，調理台はデ コラ張りと

なっていますが，同一規格の五ls[ に

よってプレスによる加工が可能とな

り，市価のもの と比較すれば非常に

安い価額で製作できたととは今後他

の方面にも大いに応用して考える余

地がある。

3. 高層住宅と庖舗付住宅

従来都市の美化と 不燃化で最も問

題があるのは都心部の住宅，応需li 付

住宅であると思われる。日照と風通

しの惑い ピノレの谷間の住宅，火災の

3  K  

最 近 の 公 一 |  

不安におびえる不健康な住宅の現状

から今後の都心部の住宅の実施につ

いては当初から検討がかえられてい

たが，漸く実施の段階となり，西長

掘の高居住宅は11月完成の予定で目

下コγ クPート 打の最中であり， I苫

舗付住宅もすでに峻功した神戸切戸

内地を始め数団地が目下工事中であ

ります。

4.  コミュニテ ィー施設の整備

政近の傾向として団地が比杉的大

規模になったが，さらに今後宅地部

において開発された大規模な団地が

引き続いて建設されるこ とになれば

これ等住宅団地の環境の保持と文化

生活への母胎となる共同施設は必要

紙くべからざるものとなってきた。

公園，学校，病院，診療所，マーケ

ット，パスセンタ ー，郵便局等さら

に小団地においても児盤遊園，広場

集会所，管理事務所等の施設の建設

がとくに取上げられ，今後の新しい

団地には計図的な実施が行われてお

り，既成団地にも補充がある程度ま

で実現さ れた。つまり 住宅の集りの

団地から社会的機能をもっ た団地へ

と一歩前進できたこ とは大いに意義

があろう。

( 日本住宅公団大阪支所 吉 田 圭 三〉

工型キチネット( 大阪型)
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榔 ｾｾｾ，， ｾｬｲ て次予

「会民の声J 欄にどしどし御投稿下さい。自由な討論の舗として御利用下きい。内容は自由。字数は4ω 字- 1. 0∞字。

「建築と社会_ I 批判

建築協会がどんな目的と経緯のもとに設立され，また

設立以来どれほど関西の建築界に寄与でぎたかについて

は，若輩の私などには知るよしもないが，少くともその

意義は建築に関係する人々および間体の交流と籾: ! f lをは

かり，建築界の発展に寄与することにあることは孫かな

ようである。したがって「建築と社会」なる斜EJ. 主もその

目的に沿って結集されるのは当り前の請であろう。して

みると. 最近の( 過去のととは知らないが) r建築と社

会」は一応はその線を忠実にそ" っており，構造から材料，

施工，意匠，歴史，行政. 設備等々に至るまで笑に多 ) 5

面にわたる記事を持ち，少くとも読者は関西の建築界の

動勢をこれによって窺い知るととができる点において

は，ほかの建築雑誌とは臭った持味があり，しかも雑誌

としての形態も漸次設い， がとのごろの「建築と社会」

はよくなったH という声を私もしばしば耳にするし，事

実自分自身もそう思うものである。ところがどうヒイキ

自に見ても何かしら喰い足らぬ，飽き足らぬ点の在るこ

とを感じているのはあながち私一人ではないであろう。

それは何かと改って開き直られると実は私も説明に困る

のだが，との飽き足らなさを感じさせる因となっている

のではないかと考えられるととを思いつくままに記して

みたいと思う。かく申す私自身は三年ほど前にほんのテ

ヨットした機会から協会に入会するととになり，何時と

はなしに協会の仕事の一端の手伝いもさせていただくと

とになった者であるが，協会の内情の一日告を見聞するに

つれ，なるほど無理もないと思われる節もあるにはある

けれども，一応そのような間的心を捨てて，単なる一会

員としての感想にしたいと思うので，あるいは馬鹿げた

ととと一笑に附されるかも知れないが，よろしく御批判

を仰ぎたい。

x  X  X  

まづ第一に，協会当事者s は協会々貝の実態分イli をどの

程度に認識されているのであろうか。すなわち職場，年

令や専攻部門，階脳などのある程度正総な実態のJ也慢の

ない限り，建築協会のような特殊の組織における雑誌の

編集態度がとれる筈がないと思うがどうであろうか。広

範囲の会員であるからには，各会貝が ζ の雑誌から何か

を得ょうとする( そのために入会した包なのだから) そ

の目的が相当多種多様になっているはずで，それをただ

漫然と手当り次第に集った原秘によってそれを羅列する

だけでは，本当の意味での協会只への恩必にはなってい
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ないのではないか。ことに見学や講習会などのチャンス

に巡ーまれにくい地方会只にとっては雑誌、が唯一の恩典と

なっている実t i ' i においては会員が何を知りたいか，何を

求めているかを見僅わめた上で，雑誌をもってそれに応

じるととを協官 Ｑｾ 業の第一とすべきではなかろうか。

×  ×  ×  

大きく会貝の構成を雑誌中心に分類するならば，

①作品，論文. 資料等を紹介して一般の批判を受けよう

とするもの。

①それらの紹介されたものを自己の知識として吸収する

ことを第一の目的とするもの。

①当今の建築界の推移，動勢を雑誌によって知り，相互

の交流に資するもの。

の三つに大別されよう。大体の傾向として，①は中堅級

②は背年層，①は高年層にそれぞれ多いと思うが，ここ

に注怠すべきは，昨今の「建築と社会」は①の臭いがい

ささか強すぎるのではないかというととである。なるほ

どこれは協会の本来の目的にもっともかなったこととい

えるであろうが，日々発展を続ける建築界の将来の鍵を

握っている背若年層が本当に求めているものは何かとい

うととを真剣に考えてやるべきではないだろうか。 r建

築と社会」がー部の老大家や学識経験者のみの悶好雑誌

では決してないこと，ましてやお年寄りの方の懐旧の場

や! 駁つぶしの場のみであっては断じてならないものと思

o

 

-
つ

×  ×  ×  

しからば，次に焦点を前の①. ①にしぼって凡ょう。こ

の1':，1類に登場するのは，

仰いわゆる建築ジャーナノレの類に属するもの，すなわ

ち r;1' fr建築J r建築文化J '4yによって代表されるも

の。

( ロ) 0 ! 築論文および作品，資料のm介を主とするもの，

すなわち「建築雑誌」によって代表されるもの。

判より身近で前接的な以術の解説または啓蒙を目的と

するもの，すなわち「建築技術」の類。

の三種であろう。ところが過去の「娃築と社会」がとの

何れにも属していないことは，会の主旨からいっても構

成からいっても明らかなことであるが，反面，このμ) .

( ロ) . 判，いづれにもかなりの欲を出そうとしているかの

感がある。しかもそのうち，いづれかに徹するならばと

とは簡単だが，それも許されぬとあって，どれもかも満

足さそうとするあまり，どれもが中途半端であり，また

その内容もほかの維誌に比べて見劣りすることは誰もが



三品哲夫氏の「 建 築と社会」批判 ｄ 御立見 ありがとうとｾＮいました。 そのほか. 2 月り記載の姻口MJ J 氏の「磁第とれ: 会J に対する御必見 もあ りますの

で. ｣Ｎれらは対して，編集委貝会よりＱＧ Ｑ 千 の ｬ［ｾ におす干えするお ｦｨ があろうかとｻＨＮじ，その文を発表する予 ￭ ｩＡのと ｅ ろ ，紙数 の都 合上 ， 本りにはのせられま

せん で した。 来 月号 ｉｾ はぜひ発表するつもり でおります。今 後できる かぎり ｅ れらの御忍見 ｉｾ そうよう努 力いたします が ，なお ， 邑たんのない御批 判 をお

寄せ下 きれば幸いです 。 ( 編集部)

認める点であろう 。 i 建築と社会」の物足らなさの最大

の因はと とにある。しかし私は雑誌の記事日体の佼術的

あるいは学術的なレベノレの高きをいうのではない。また

写真や袋似の上手下手を申しているのでもない。もっと

も指摘したいのは編集方式に一本の筋金が通っていない

とと， つまり礁と した理念を持たないととなのである。

×  ×  ×  

ととで私は次の ような提案を試みたい。一本筋を通す

とい ま述べたが，これは具体的にいうならば，さきに記

した付) . 伊). 仰の分類のいずれかということを断れて.

もっと別の見地から編集を試みるとと，つまり，結論を

いうな らば，関西を基盤 とし た広い意味での建築ジャー

ナ Pズム を振興するこ とである。だがとれは現在の日本

の建築界をほ とんどといってよいほど動かしているかの

ような関東の建築界に抵抗して一大勢力を打樹てようと

いうほど の大袈裟なとと を目論んでいるわけでもなく ，

また関西という 地に根ざした建築の持つよ さを改めて見

直して貧うようなテ ッポケな意味でもない。関西を基繋

としてい る建築がいかなる過去と現在とを持ち，またい

かな る将来を目ざすべきかを会貝にしっかりと認識して

貰うための資料 と指針を掲げていただきたいのである。

すなわち過去の受動的態度から秘徳的態度への転換を切

望するものである。

x  x  X  

なるほど関西の建築の作品や資料は毎号紹介 されてお

り，それが 「建築 と社会」の特色にもなっているととは

十分私も認めるものであるが，いままでのそれは余りに

もイ ージーな原稿と写真 との羅列に過ぎず， あ た か も

「随筆集」の観すら呈 してい る。と れは一部の老大家の

皆さんには，肩の凝 らない読物として喜ばれるかも知れ

ないが，会員の大部分を占め ている( と恩われる) 中堅

級，青年層，あるいは学生層には到底魅力が薄いのは当

然 といえるのではないか，論文だとか技術に関する専問

的な高い レペノレのとと は，ほかの雑誌に任せるぐらいの

気持が望ましいし，また作品の紹介にしても通りーぺん

の他 の ｬ ｾ 似 事 みたいなとと をせずにもっと異った角度か

らの採り上げ方があろう 。ア レコ レと色気を出さぬよう

根本的に考え直していただきたいものである。

×  x  ×  

そとで次に考え られる のは，編集スタップの問庖であ

る。 編集の経総に関する詳しい事情につい ては私は知ら

ないが，編集委員会 というものが一年任期の委員によっ

て構成され，ま たその委員は皆それぞれほかに本職があ

るのでサーピス的にこの仕事を受持っていただいている

ため，会合も月に一二回程度で済まされ，後は頼めて少

人数の協会事務局日によって雑務が処理されているよう

に聞いている。めいめいが多忙な仕事を抱えている会貝

の大多数がとの「建築と社会」を頼りにしているとする

ならば，もっと真剣な編集者の構成を考えるべきではな

かろうか。この編集の仕事に専念できる回定した編集部

を設けることが理惣的であるが，それが無理だというな

らば，当事者には御苦労この上ないが，少くとも数年は

総統できるような編集委員を，もっ とも適当だと認めら

れる人々に委嘱し，その人々に対しては相応の礼をもっ

て報いてあげるのが正しい方策ではないかと，局外者な

がら感じているのであるが，いかがなものであろうか。

×  X  ×  

さらに加えたいのは「建築と社会」の紙而のうち，相

当の割合を占めている広告欄のことである。一月 100円

の会費で，あれほどの雑誌を作る とあれば，ま とと に止

むを得ないと 仰言るであろうが，私自身協会の仕事の手

伝をしていていつも感じている協会経営の弱体さを，こ

の雑誌においても 7 ずマずと見せつけられる思いがする

のである。あれでは雑誌の内容自体の価値を見てもらう

という意気どみと自信があろう とは決して思われない。

経営のことについては全〈素人の私ではあるが，広告代

その他にオ Y プした恰好の不健全な現状が，いつまで続

けられるか大いに疑問の点である。

X  ×  ×  

以上つまるととろ， i 建築と社会」なる雑誌に感じら

れるマンネ D傾 向について挙げたわけである が，とれら

は昨年春から大体月に一度協会事業のーっ として行われ

てきている「若い会員の集い」 でこ とあるど とに持ち 出

される話題となっているととをつけ加えたい。もっ とも

大切な雑誌がこの際思い切っ た大手術を試みなければ，

いくら声を大にして会員増加運動を繰返してみたと とろ

で傷は深くなる一方であろう。最近20才前後の若い会員

の入会が多いようであるが，とれは会授が比較的安い と

とろに魅力があるからに過ぎない とさえ私には恩われ，

いつかはそれらの人々に俗き去られるこ とにならな いと

は誰が保証できょう。手術に出血はっきものである。そ

れを恐れず努力していただく ことを協会当事者にあえて

切望する次第である。

4正常がm: なり，ある向きには失礼の限りであろうと思

うが，その点御12符いただければ幸いである。

( 33. 3 . 1)  ( 会貝大阪市役所 三 品 哲夫)
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彰国社新刊案内

新刊

日 本 の 庭 園

不 静 定 構 解 析

現 代 家 具 の 詳 細 川

現代建築を動かすもの

6  2. 

6  9. 

ホ

寮・

ア

建 築 写 真 文 庫 ・3 期 全30巻

ル

重 版

ア パ ー ト

建 築 写真 文庫・ 3 期 全30巻

音 響 入 門 (1 )  

建 築 文 庫

47. 照明と色彩の考え方

建 築 文 庫

現代建築の詳細・ I一般詳細篇 ( 1  )  

構 造 力 学 ・ 目 梁 ・ 長 柱 篇

材

3  2. 

建 築 ハ ン

用

洋

ドブック・ 1 資

建 築実 設

図築

本

建 史

住

西

図

桂

宅 史

飛

本・ YOL. 14 女

離

説

築

日

目

2

L

r

u

L

じ

巴

E

E

，
a伺

l

，a

1

の

建

必』

ロ

. 6.  

ロ
本・ VOL. 15 建 築 女

備

集

吉永主主信著 日本の伝統的庭園の成立を庭闘

史的に詳述し美しい写真により紹介した逸木

A 4変形238頁 特 製 函 入 定 価 ￥3500 〒200

角 田 重 喜 千 著 不 静 定構解析の得難い便覧と

して頁毎に問題を挙げ解明した必備の大著作

B 5判288頁ビニーノレ画入定価￥1650 〒170

西海健彦著現代家具の新しいデずイ Y のあ

らゆる詳細図を原寸によって収録した好関集

A 4，変形98頁 特 製 函 入 定 価 ￥900 干90

浜口隆一 ・目良浩一編現代建築の問題忠誠

の解明を怠図して刊行される示唆に蛍む好著

B 6判200頁上製ビニール 張 定 価￥280〒30

彰商社編 さまざまな種類のホテルについて

外観内装を写真により紹介 した実用的な図来

B  6  '1'1188頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒30

2多国社編最近の新しいデずイ γ になる察 ・

アパー トを写真により収録した具体的な閃集

B 6判88賞 総 ア ー ト 上 製 定 価:V- 300 〒30

久我新一箸音響学の基礎的な実用而を手っ

取り早く問題集形式に より収録解説した好著

B 6変形150頁 前 後 上 製 予 定制1i ￥ 190 〒20

小木曽定彩著建築における照明と色彩の考

え方を各分野の人にわかるょう宮れた啓蒙芯

B 6変形 178頁 上 製 定 価 ￥180 〒20

中善寺登喜次箸 同一縮尺のデータ ・ブック

A  4， tlJ 98頁 上 製 函 入 定 価 ￥900 〒90

騰部屋福平箸 世界的権威の執筆になる教材

B 5判186頁 上 製 函 入 定 価 ￥650 干70

猪野勇一著 工事別に収録した実用的な好者

B  6 -t1J  458頁 上 製 定価 手500 〒50

桜井省吾箸 実地に直結させた好適な参考書

B 5相J304頁 上 製 歯 入 定 価 ￥600 〒60

日本建築学会編教材用として最適な好図集

B  5  tlJ 198頁上製総アート定作1 i ￥450 〒50

太田博太郎著 図と対照して解明した手引書

B  5宇IJ 88頁 上 製 定 価 ￥200 〒20

丹羽県三著 実測配置を写真で捉えた好資料

B 5判 98頁 総 ア ー ト 定 価 ￥600 〒60

彰因社編 1957年上半期分 6 冊 (No. 122 - 1

27) B  4変形判 上 製 定価 ￥1300 〒130

彩同社編 1957年下半期分 7冊 (No.128- 1

34) B  Ｔ 変形 ｴｾｊ 上製定価￥ ＱＵＳＰ 干 ＱＶＰ

石
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A

令

官

A .  

ロ 便

通常総会

26日 411寺一- 5時 於会館集会室

竹腰会長の議長で開会，下記の選挙を行い， zu脱会告

の) i l l りそれぞれ当選が決定した。出1:1' f 会良 16名。

監 事 l 名

評議貝 35名

なお総会1m会前に「日本の鉄鋼」および「千里山団地

建設記録」のカラーI! ! k : 画を観賞した。出! 市者約40名。

理 事 会

12日 41時ー- 5時 於会館会議室

出席者 鴻池副会長外6理 事 山邑監事

事務局 2名

議 事 ( 1) 通'm総会開催の件 2 月26 日にog催の上監

事， ｾ平議員の選挙を行 う件を 承認。 Ｈ Ｒ Ｉ 損保規則説明会

開催の件 3月中旬に問説明会を開催の件を承認。 ( 3) 創

立記念日行事の件 当日は日 i曜に当るので繰上げて前日

の 3月29 自に実施すること。行事 とし て大阪建設会館に

おいて映画会を開催し終了後同所にて祝賀ビ ーノレパーテ

ィを開催する件を承認。 ( 4) 協会の会歌を作成する件

意見交換の結果さらに後日審議を続けるととに決定。

( 5) 入退会者承認の件。 (6) 報告事項。

評議員 ( 技術部門) 懇談会

10日 3時一一 4時 於会館会議室

出席者奥島副議長外 6 氏 事 務 局 2 名

次年度監事，評議員の候補者推薦に関して懇談し，推

薦候補者を決定した。

事業委員会

3日 5時半一一7時半 於会館会議室

出席者鷲尾岩崎正副委員長外 P 委員

事務局 2 名

( 1) ゴルフ同好会結成につい て，準備委員を委嘱して

具体系を検討することに決定。 ( 2) 協会の歌作成の件，

キ克

線 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 穂 留 並 菩

大阪市西区西長編北通 四丁目 ーO 細野ヒソレ三六号

電話新町⑧九九五~九九八

り ( 2 月分〉

会歌を作ることに決定 して理事会の審議を願うことにし

た。 ( 3) 2， 3月の事業企画，若い会貝の集い，見学など

の予定企闘を承認。 ( 4) 損保規則説明会開催の件 開催

することを決定。 (5) 建築材料説明会の件 説明会開催

の規定を作成するとととし，規定- 案作成を井上，内藤の

両委員に委嘱した。 ( 6) 創立記念日行事の件 一般公1m

の映画会を| 剃催し ，終了後祝賀ビールパーティを催すこ

とにした。 ( 7) 報告事項。

編集委員会

小 委 員 会

4日 3時一- 5時 於会館集会室

出席者足立幹事，岩本委員，事務局 2 名

3 月「世界の建築」特集号に収載の写真の最終選定を

行った。

委 員 会

8日 21時一一5時 於会館会議室

出席者佐野委員長外 7 委員，事務局 4 名

殺 事 ( 1)  3月「世界の建築」特集号経過報告。 ( 2)

4月「住宅」特集号経過報告。 ( 3) 5月「軽量構造」特集

号の企画 ) 般論，各論，軽量構造と材料の各項目につ

いてそれぞれ取扱い題目とその執慾依頼者を予定した。

なおほかに紹介として「車楠の新しい型」および欝言平を

取上げることに決定。

教育委員会

建築設備小委員会

10日 3時一一5時半 於会館集会室

出席者 竹内委員長， 中原主査外 5 委貝，

事務局 2 名

議習会開催趣旨の発表文案を検討審議した後，空調お

よび屯気の各分科の主査から講習科目の項目についてそ

れぞれ説明を開き意見の交換を行った。

^ 会株

合 防 官

iまを|に
聞阪 社式

理 詰 震

官Z巾

的 ・ 日 .  Iは
仕話 北 奥

工 苅 l耐

北区 キ寸

法 全 火 |下

量骨鉄軽|鉄骨量軽

切@オミ 貫

四時 兵

吉 中 長 1さ 天一向

三 主 衛
任 空 軍 い

井ーハ 商

施 防 堅 一一
I 昏 庖

四組 工 音 ' $ 1 ・
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営 業 所 消 水 ・札 制

浅 野 田 騒 音 栂

7..1I ' y '1ifi.- f I … フレキシブル板

ｬｩＪＧｌ 措 ｩＭｾ 厚 ＴＮ 5mm6.  9  .12 

ラ イ ト 揖 - 1 = .・天 井 周 軽 量 板

F 瓦べ・瓦 t l 予7 … 硬質板厚10mm.15.20 .25 .30

? 婁野ヌレート株式会祉
、

建築設備小委員と講師打合会

10日 51時半一一 81侍 於会館集会室

出 席 者 委 員 5 氏，空剥関係 7 氏，

沼気関係 7 氏，事務局 2 名

空調お よび電気の各分科主査からそれぞれ分科会で決

定した題目と担任者を発表し，なお論議内容に| 射して意

見交換を行っ た。次いでテキストの刊行について審議し

執筆の都合で 8月中に発行することにして 6月の講習会

実施予定を 9月に延期することを決定した。

災害委員会

鉄骨計算便覧小委員会

11 日 3時一一4時半 於会館集会室

出 席 者 馬 場 委 口 長 外 6 委員，事務局 2 名

項目についてさらに検討を加 えたが， とくに応力の計

算の項についてその取扱い範聞などにつき協議した。な

お資料の蒐集についても種々協議を重ねた。

出版委員会

21 日 3時半ー一一5時 於会館会議室

出席者 奥島委員長外 6 委員，事務局 1 ;名

「床仕上工事」の原稿の提出を願い，未完のものは至

急提出するようにすることき各原稿の章，節，項などの

統一的な ことを一応事務局で整理して下l坂し，グラ刷り

を各委員に配付した上さらに怠見を交換し協議するとと

各種陶管・大正便所・ S. P. 石綿パイプ・モル

タル製敷プロ ック・ 腰掛ブ ロック・スペンサー

セメン ト煉瓦・流司洗濯槽 .L1}J_芥箱・空気抜・ヒューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

⑨ 霊 舟 建 株 舗 舎

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 審 地

'i U 言百・住吉 @ 2  4  2 0 務

60 

にした。

若い会員の集い

20日 6時一- 81侍 於会館談話室

出 席 者 三 品 主 査 外 5 名

本主iさいも今回で第 7回を重ねたが，始めてグス トなし

での開催を試みた。 i 建築の芸術性について」のテーマ

で，出席者は少か ったが皆熱心に意見を述べ合った。な

お話につれて「建築と社会J I ' C 対する痛烈な批判もあり

隔意のない懇談の会であった。

見 学 会

酒蔵 「大関」見学会

22日 1時半一一 4時 参加者35名

貸切ノくスで本会前を出発し，西宮市久寿川の「大関」

恒和蔵を見学した。米国製造部長から酒造工程その他 泊

に関するお誌ーを闘いてから，酒蔵内をl順次案内して戴い

た。最近の酒蔵は段々 と近代産業の様相を呈してきて し、

るものが多い。古来からの製造方法も，機械化さ れ，オ

ー トメー ν ョY 化された部分が相当にある。一間は銘酒

の芳香に咽びながら一巡の後，最後に絞りたてのが「酒を

l床って見学を終っ たが，上戸党にとってはなかなかに魅

力があったのではないかと思われる。 4時 会 社 御 好 意 に

よる酒粕のお土産を頂戴して帰路につき，大阪駅で解散

した。

H

H

酢

計

算

五

= 務 許 =

気光式遁嵐器 室

販

売
害
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社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 1 月 分 ・ 会 報

理 事 会 16日 311寺- 5時於' 1 : ' マ菊

背木副 会長 室谷ｊＧｊｬ事長，大和ｾｾｾＮ務更ｊｬ引外 ＱＲ 盟事出席

諸報告 ( 1)  12月分収支会昔| ・状態， (2) ダ イジェスト発

行経過， ( 3) 名簿と l時報進捗状況， ( 4) 会口動勢':..t;: 。

議 事 ( 1) 入退会詮衡別;}_<Jf<.. 認， (2) 2) = j 以降午餐会開

催の宇|ニ， ( 3) 改正後の各部門別部会開催の門三 ( 4) 建材

|時報発行にl却し 「建築と社会J j:! ; j ，院を今後 l 頁に縮少

する件， ( 5) 第 2 回カタログm: Q: 期まで発行 l和合せ，

(6)  I雨山池宮和反応援と，岡山，広島等巾 Il¥j 地β 説明会

挙行する件承認， ( 7) 会口パッ チ追加製作と楓用励行

庖頭悩示会民主主の新制製万ならびに これが渇示即J行方

申合す。

新 年 会 16臼5時- 811寺 於セマ刻

出J; 'j 'f 者* 賓 として本会阪間世j盆氏，竹中社長代理! 神谷

支配人，手島日本建築協会常務理事，間沖旧沓記長，

特別会員池田，井上，山田，松本，中ｾザ，谷口，後川

福田，伊藤， 川村，足立， ｾｉＡ 村 各氏，会 員は 中村 会長

以下90余，合計 110人， 511寺40分大和常務理事司会の下

に中村会長の挨拶，室谷理! 長は本日のスケジューノレを

述べ最近の入会者および本日の来賓，特別会貝を紹介

それよ り開宴に入る。 主E耐にし て福引開始それぞれ面

白おかし き景品に歓声を沸かし ，終って特別最品とし

て各社より の寄贈品を来賓，特別会員に抽古誌により贈

呈，さらに歓を尽し，来賓科1谷氏発声の下に万才三口昌

八時散会，盛会祖!に本年のスタートを祝福した。

追而，当日景品の寄贈をいただいた下記各位に深甚

なる謝意を表します。

KK明正干上， 田島応用化工， 日本板硝子， 旭硝子，ケ

ン トク， 東日本化学，ライト製作所，東洋日ノリュ ー

ム，山崎産業，7] <島商庖，極東化工， 東洋々瓦，室谷

商庖( 敬称略順不同)

なお当日の会場とナーピスにつき特別便宜を与えられ

た会員藤中1I { l 児氏に対し j写〈御礼申上げ ます。

展示場委員会 21 日 正午- 2時 於会館三階

幹事柏原括経! ? ，関西タイノレ外 9 委LJ . および室谷班事長

大和常務理事出1;' 行

( 1) 宣伝マッチ作製ラベノレ片面スポンナーを捗るとと

(2) 地下室誘導方法. 田村宣伝部長 lζ 一任す， ( 3)  

般立伝方法研究， ( 4) 談話室利用チケット発行決定，

(5) 2月中に新年度出品交替の-('1'， ( 6) 定例目旬) J t;12火

1171]日と することを申合す。

建物保全部新年会 21日 511寺 於 千寿

当番幹事不二化学社長総本氏司会の下に下記協議。

( 1) 懸案中の仕綴占作製のことは三宮， マノレν :/ ，互

光，小総4氏に依l嶋一任， (2) !i:l!築技術家との会合の

件，大穂: 1常務旦II 司王に一任，( 3) パシブレット発行の件

は消婦と器具を主題としてこれも上記4社に一任， ( 4)  

部門改正に よる新入部員 と従米の部貝 とは趣きを具に

するから，今後とも別途に考- えることを申合せた，

(5) 慶弔の件，水島商庖，ならびにマノレi / : / 商会庖街I i

拡張改築に祝; b ' i : を表すること， (6) 経常会費年300円を

年 500円にするとと。その他芯; 見交換後新年宴会に移

り和気あいあい担J l に散会9時。

新会員紹介 ( 1月中入会)

寿化成K K 硬質晦ピパイプ， 板東区今橋2 同和火災

第二ピノレ (23) 7616  

ロック ペイン トKK ピニーノレ壁塗料 西淀川区姫島町

(47)  1555- 9  

日本化成工業K K 沼気絶縁材， 111j; 1<ノミテ 西淀川区航

島町 (  47) 3369  

長瀬産業K K i/ 9 コン綾71<*，J 西区立売堀通商

(54)  1121 

展 示 2誌 の 一 部
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2月8日 防水工事材部会 徳永問士宮町liii 会 岡山上会一同と出展打合

社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 2 月 分 ・ 会 報

展示委員会 11 日 割l寺- 511寺

幹事柏原溢育，関西タイノレ外 2 委員および室谷I也事長

外4理事出!市

( 1) 出品者交替の件，宣伝マッチラペノレスポシナーの

件， Ｈ Ｒ Ｉ 斉 ｾｭ 券 利 用方，委員理事は努めて利用申合せ

( 3) 地下誘導設備は今回は経費を約して簡単な撚識と

するとと， ( 4) 正面入口は一般外来者が気楽に出入で

きるよう，また最近建築協会のスクーターなど毎朝夕

出入し，そのたび展示棚や机を異動するなど不便につ

き改造方研究することを申合せた。

各地出張説明打合会 12日 正午- 2時

伊奈，平田，ケ γ トク，三和プ ラスチック， 目立製作

所，新興建材，淡陶，東亜ペイン トなど各社は今次，

岡山，広島における建材説明会出識に関し，大和常務

理事と協議諸般の打合せを了した。

理 事 会 13日 3時- 5時30分

室谷，笠原正副理事長外9理事出席

諸報告後 ( 1) 33年度予算編成， (2) 三月需y . 議員会開催，

( 3) 四月定時総会開催，( 4) 庖頭掲示の会員輩調製方，

( 5) 入退会の件， (6) 建築協会評議員推薦， ( 7)  33年度

F 役員半数改選， ( 8) 講演会， ( 9) 見学会開催の件， ( 10)  

理事有志定例懇談会1 J 1J1l i1の件， ( 11 ) 事務職員定年制実

施の件等協議した。

経済問題に関する講演会 21日 31時- 51時 於会館4階

聴講者約50人

元大阪商議経済部長，間志社大学教授，経済学博士徳

永清行氏を招じ，経済の見透しと中小企業の対処すべ

き事共につき，その蕩帯、を約 11時間半傾聴し一同深く

感銘して解散。

新入会員紹介 (2月中入会)

三 木 塗 装 庖 各 種 塗 袋 工 事 西 区 新 町 通3 (53)  2618 

校絵商会 アスファノレト製品北区道本町41 ( 36) 5858 

立川プ ライソド工業KK ベネッ V ャ γ ブラインド

西淀川区竹島町 4 ( 47) 1604 

KK山作商庖タイノレ，衛生陶器 西区阿波座下通1

( 53) 5104 

松本商会土管，陶管，文化便所 生野区猪飼野中5

( 73) 4335 

伊藤陶器KK タイル，術生陶器官 住吉区粉浜東之町5

(67) 4243 

田辺化学工業K K i /  Ｙ コ γ 媛Ｗ｝Ｈ ｾｊ 南区l脱皮町通4

( 25) 3277 

信用と誠実をモ γ トーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

A .  
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ベンチレータ-

S朱 式

会 i l

ヌチーj レシャν ター スチールドァー

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 @ 0  5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城 東 ⑧0870 ・0970

錦 糸 工 場 東 京 都 盛 岡 区 錦 来 町1ノ25 電話本所@ O790 ・

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 話 小 倉 0653 ・2833

川 崎 出 張 所 神 布 川 県 川 崎 市 束 尚 問 3 ノ 4 3 電 話 川 崎 ②4540

札 幌 tll 強 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 l I ! 7  / 4 電 話 札 幌 ③0515

盛 岡 山 強 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 氾 話 盛 岡2554

名古展代週庖 名古屋市西区西菊井町2ノ12岡田建材脂 電 話 西@; 0121

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34)207- 8・4836- 7

設 計 施 工



一一 特命又は指命の場合は本側をf . ! j l 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一ー

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗濯機

修 理 販 売

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 丘 四

冠 諮 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 呑

工 場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東ー丁目 ニO

官置話淀 川 ⑨ 3 4  7  7 ・3 4 7  8  

営業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取締役社長 山 本 博 三

本 社 大阪市北区中之ぬ三丁 目三 朝日ピ ノレ6 階

7起 訴 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大代表)

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 リ四 丁目十一器地

包 括 大 阪 局 @ 5 2 0 1 番 (代表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 消 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三1日 四 七 電話北浜@ 77 0 - 3

支活 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支 庖 怯 阪 市 本 !町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四日市

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取締役社長 嘉 納 侍 ご

本 社 大 阪 市 大 淀 区 iili 江 北 ニ 「自在 ー

電話 ⑬ 5148 ・臼 60 ・6646

営業所 大阪市北区紛笠町五o ( 堂 ピノレ八階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1  

出 張 所 東 京 ・名 古 屋

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

〈争雲言
松 菱 電 機 商 底

2  

取締役社長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

7益活 北浜 @ 6951 ( 代表) - 3  

|  一 一 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 j し

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大阪 市北区¥W.tI量的上一丁目内一

包括 大 阪 ⑧ 8131代表 - 4

営業所 東 ボ ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

本 主l 大 阪 市 北 区 商 痢 川 町 15 務 地

電 話 @代 3 0 5 6

東 京 営 業 所 東 京 都中央区銀賊東 8 丁目 4 番地

全国燃料会館502号 室 電 話⑧7464

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 三 興

取 締 役 社 長 坪 井 大

タ ヶ ν

社

本 社 大 阪 市北 区和] '?t. IIIJ 50fl 干j也 ぱヒソレ703号室)

1G 活 大 阪 ⑧ 2138 代表

火: 出 来JK伺1

'

1
'
央区 U本属箱崎町三1 日 二番地

屯 ぷ 兜田I ⑧1478 ・1479 ・1470番

出鋭所 大 阪 排 ・名 古 屋 ・下 関

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

中 本 電 気 株 式 会 社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町三丁 目一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3 7 3  

機器工場 大阪市域東区野江西之町三丁目一一三

資材倉庫 電 話 大 阪 @ l 2  1  9  3・2 1  3  4  



電頁工事濡τ京E7街頭面下 一一一ー

設 計 1 J I r . 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸品目尚必 - T U 七百号l也

屯 話 代 表 大 阪 @ 5 2 3 H喜

Ｊ［［ｾＮｬｦｦ ｬ 中央区銀磁ＢＪニ了 ｌｉ 一 三 港地
電 話 代 表 東 京 194 3 9 1若手

名古屋市 中区 南武平] l I J 二 f 目 ー苦手地

電 話 代 表 名 古 屋@4 4 9 U書

点者11 ・神戸・岡山・広島 ・福 間 ・熊 本

札幌・仙台・新潟・金沢・福井 ・高 松

一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 ぞ 術l 利 用 の 程 お 願 い 似 し ま す 一 一

ム

一
A
A
(
一
品

株 式

会 社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

主民

給 排 水

暖 冷 房

本

東 京 支 后

名古屋支庖

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包 括 峰 崎⑧7575- 7

京都市東山区大和大路大 仏前・電話紙圃⑤ 4945- 6

神戸市生閏 区 F 下山手通六 1 - • 電 話元町④ ＵＸＹＲ 所

ヰi

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

驚 藤 省 三 商 底

腐 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐期通大間ピノレ 714号

包括土佐婦@1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 凶 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0010 ・ω5 6③ 4661

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田 ピノV522号 電 話 中 局@ > 1766 

后

広

創 業

大正ニ年

株 式

会 社

東 京

阪

幌

張

大

同

水 道 ・衛 生 ・媛 針房 ・其 他 管 工 事

設 計 並 路 工

特許 Y M式 ノレーフドレイン製造販允

( 1日斎勝久ギー事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区! 脱皮 11I J 通ー] 目凶凶m: 地

電話本町局⑧代表 ＴＴＹＶｾ 8 孫

東 京都千代田区丸ノ 内 2 ノ 8 イ'1'12号館 5 号

電話 ＲＸ 局 ＶＵＰＵｾ 8 祷

金沢市高岡町三五 包訴金沢本料②2074

福井市城之橋 下 町一 O 氾 活 福 井2436

高松市中新alJ - O六 ノ 三 電 話 高総5195

広本

名 古 屋 庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 工 業 設 備

設 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

R れ ぞ町三" " ， f 代 表 1 1  7  1 務

己 目 白 砂 l 代 表 1 3  5  1 務

東京都港区芝田村町 6 丁目 屯話⑬代表7151

名古屋市 '1' 区材木町 1 丁目 包 認ー③代 表7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989 

神 戸市生田区北 長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 包 訊 占 ② 代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水 道 .ー電気 ・厨 房 ・3経炉

銅 製 建 具 ・ 軽 量 間 仕 切・ 工 事 設 計 胞 τ:

位 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 j似 売

社須

東 京 支 庖

名古屋支出

京 都 支 出

神 戸 支 応

福 岡 支 出

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗縦三丁目壱番地 ・俗 語 代 表26局 2951

3076 

本社 東京都千代田区有楽 IIIJ 官了白卜務地

享} ; 5 ・出張所 名古屋 ・福 岡 ・札 制 ・広助

ム 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 沖 ・六 郷

給水， Ｎ ｾド水 ・ 衛生設備 ・ 暖房設 耐 ｩｩ

汚氷浄化装 ［ｩｬｬ ・ 都市廃物処丑ｰＮ装 ｩｾ ，ｾ

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社材建

株式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

A  

Z ス式株

大 阪 支 庖

大 阪 市北 区 中ノ 島 三 丁 目 ( 朝 日 ピ ル JL階う

笛 話北 浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲 三丁目 七

名古屋市中区西万四J 二丁 目 ー

大阪市大淀区中津市通ニT 目五ー 孫 i也

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 務

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁 目ー若干地

電 話 三 田 @ 9 3 7 1 ?昨

本社及東京支庖

営 業 所

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市北 区堂島北 町一 四 @ 代 表7031

東京都港医芝琴平町四O ⑧ 9278 

名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 二 丁 目 ー ⑨1820

福井市宝永上町一0 五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福 岡 市柳原一 丁 目七 01158 

暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株 式 会 社

本 札

出張所

3  

社

@ 代2613・2061

3ω6 
5721 

2346 

③ 295 

. 6.  

' ; ZJ ;  

次

式

文

大阪市西区京町掘上通一丁・目七

神 戸 市灘 区福住通二丁目ーの五二

名古屋市中区宮出町四七

東京都北区上十条一丁目一0

岡山市桜町七 六

回

株

山

…

{

業

取締役社長

エ回山

本 社

営 業 所

出 張 所

U  



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

東洋キャリア工業株式会社

工施計設

庖

大阪市北区堂砧船大工町五三帯地( 毎日大阪会館内〉

電 話 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 (代表)

本 社 東 京都中央区日本橋兜町三丁 目二四番地

出 張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 東 京 都 足 立 区

支阪大高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3丁 目3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地本

ア ー マ ー コ ー ト近 畿 総 代 理 屈

近 畿 建 材 工 業 株 式 社

ト

ス

ン

一

ク

テ

コ

ツ

サ

一

テ

ド
ソ

ノ

マ

カ

レ

一

ル

プ

ア

パ

ス

料

テ

y

h

ュ

ミ

イ

程

一

ノ

、

装

水

ス

美

防

ク

水

殊

h

防

特

ヨ
フ

販 売 並 立 任 純 工

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 大 阪 ⑨ 3003 祷

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北ニ1 回一蒋地

Hl ; f 吉福 j為 @ 3 3 9 1 - 4 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 111]" - ) し蒋地

電 話 四 谷 1 3 2 4 務

神戸市生田区下山手通八 丁自 三 三

氾 話 元 町 o 5  3  7 審

4 企』

ｾ＠

業

目

営

種

必』

ｾ＠株式会社

広

出強所

本

支

だ い わ

242L 大和洋瓦

超軽量荷量 (坪当37貫) 手口型より安い

発 売 元

大 仏 組 Et昔話室喧芸

京都市東山区今熊 野 池 田 町 九 ⑤3555

大阪市東区内淡路町一丁目 i@ 975 

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 間 セ メ ン 卜 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曽根崎新地三丁目五十三ノー

( 市電桜橋停留所前) 電話大阪Q j ) 1274- 6

支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

本 庖

大阪営業所

[陶管ベンチレーター

必語、

:n: 

株 式 竺 - .:;t主.

会 社 一 一 ヰ =

大阪市北区ｾ桜崎上 ーノ凶ﾭ

m 活 大 阪 ⑧ 3 1 4 5  

ム

商

C ONT R AC T OR  

庖

負

装

3古

塗

事工

PAI NT I NG 

装

林

塗

株式

会社

但耳

目

ー-

ユヒTEL . 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

λ  リグノイド床・床材料 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ュー ズ 分 電 盤 N F ノ ー ヒ ュ ー ズ 配 屯 般

後 光灯 ・ モ ー タ ー ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ ー

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四三務地

電 話 本 町 ⑧ 0323 ・1575 - 9

製造 ・販売・施工

福屋工業株式会社

大阪市西区南郷江上通一丁目新一

電 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7

4  

庖本



一一 寸

J 鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

ゆ

ヤ

工タ ア

鈴 木

ヤ乙/木鈴

ア
株 式 会 社

i [ 話 @ 0098 .，5837 ・8729

ずg島衛生陶器

禁差 IIJ ｾ掌窯業

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

一衛

i

F

B

u

m

m

 

a
概

完

ル

6

制

細

川

ト

各

値

ρ

受

芳

詑

ボ

柑

多

面

白

山川

ッ

匁

伊

，

士

口

印
刷

般

悶

彬

グ

式

社

一
川
冨

耐

天

A

M

'

株

会

l唆 ・冷 房 ・12 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送緋風機 ・エロヒγ ヒー ター ・キャビネ ットヒー ター

冷 却 然 ・各 種 ν ヂスタ ー・ アキモスタッ ト類 製 作

社

電 顕@ 1264 - 6

電縮@ 11 44 - 5

電話①4594 ・5118

1I.t鱈( 寝屋}I Il 0404

4 企』

' :z:s; 式

大阪市組区赤川町三丁 目二八

大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O

名古屋市東区駿河町一丁目三

寝 屋 川 市 大 字 太 間 一九五

株エ鉄本

本 社 並 工 場

梅 田 営 業 所

名古屋 出張所

寝 屋 川 工 場

藤

虚血 勺 商 月 報 蝉 糾 送畢

。 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浸透区酋問手町ーO- t jJ 地 j義町駅貨物八号門前

ｾ銘 Ｈｓ ヨ ＩＴＸＹＰ ・ ＨＵ Ｔ Ｉ 0 8 0 8- 9  

ナ

ニ

ワ

瓦

格

式

会

耐

牽

m

蓮

区

元

町

一

百

七

宝

電

話

剛

き

室

雨水浸 λ 案1) 落防止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナニヲ緩匂配買

金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道屯草 野星電停前

製造元 策京 坂 巻 サ ン ヒ Y ト商 会 m淀川@1I 0417・4091

株式会社

望11111111111111 N. G. C式 nllllllllllllll 川|川1111111111111111川l川111111川川 11111111111111111川 川 川111111111111川1111111川川川川11川川川11川111川 川 酬 酬II lI mll 州川IHIIIIII 州 111111111111111111量

N. G. イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元 三

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M 3 8 番 責 任 施 工 霊

童 責 任 施 工 米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売 三

三 アスフアノレ ト防水工事 内 外 工 業 株 式 会 社 i
霊 セ メ ン ト 防 水 工 事

Z  アスファノレ トモノレタノレ床舗装工事 脇 山 静 夫 Z  
本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電 話 ⑧ 3434 - 6 三

重 耐 酸アスファノレ トモノレタノレ工事 工場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

5  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四 J 一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 常ピノレ 5 併

T E L: 大阪⑧2021 ・3486 ・1141

本土

底

本

支

決然えない建築資桜

選F

モデルル ームへどうマ

E A置遣置昌

ド

レ

財

一

一

品

企

m

k

r

斤

1

A

A

-

附

ヲ

ガ

割

高

月

千

山

厄

勿

釦

裂亀

すで色時ィ惚鷲lこ統Lょうど約 t l  Y"' ます

電話新町(53)

2201- 3答車措置師事感

凶i医 顧 展 温

リ

川

崎

』

占

パ
川

3

則

禁

や

お

四

一
一

N

t

種

田

川

禍

酔

山

総

司

キ

各

一

刻

閉

山
一

客

用

岬

駅

間

-

ロ

右

京

電

a

p

1

4

后

社

所

信

ヨ

支

糊

£

回

大

本

州

東邦商会 出51所

特: 1 1

・1 回塗りで肉厚仕上げが出来る.

・用l子，ローラー. スポ Y ヂでも塗装が容易

で. 垂れたり流れたりしないので衣服を汚

すことは殆どな、、。

' 1 1 : 燥が適い( 指触30分) ので作業が容易で

ある.

・ゼリー状のため使用前慢持の必要がない。

ゼリー抹墜塗料可ｾ

ペイント

圃圃圃

マヂック

阪⑨五五五注〉東
J Eししu t-1

京

6  

大



谷 山 -製 作 所

大阪市東淀川区三津屋北通四 電話豊崎1 @3117 ・7724

田 中 風 呂 班 長 信 京

大阪市浪速灰元町 Ｑ 丁目 ＷＴＲ 但 ν 賑橋ｾ停前沿 ［ 活 ⑬ ＵＳＱＳ ・ Ｘ Ｑ ＲＸ
オV

! 系宇多11
営 集 種 目

坂 本 式 ス カ イ ラ イ ト 坂 本 式 ベ :Y 'f" ν ーター

坂 本 式 連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鍛 工 場

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 兎 京 都中央区日本編江戸判官1- 11(明治ピル)

電話千代田@7266・袋問・9918

工 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 滅 東 8 3  9  1  8  

院若手|

-
(

4

 

工ンドレヌ( 長れの) 仁おＱｊｦ｡ ｬ 磁 ｬｾｗ｟｝Ｉ

妙シヂドメ9 y j t 宗五iii

谷樋Ｎ屋根 ｉｾ 芝 Ｔｴ どうぞ広三五 ｩｌｐ 大島化学

大 島 応 用 化 挙 工 機 続

社 工2・K 阪 市減 東 区 野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 話 機 東 ⑮ 3679 ・ 制 81 ・ 8471

まこエ2 宗阪E械 芸 区 喜 市Z通 2了E Z 話 T35 .す9?81J2Li

石 綿 セ メ ン 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ

泉

( l i i I ! 質石綿板)

建物内外壁 、間仕切、 天井扉

屯気室、発電所、配屯室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカート壁など

に最適
呈カ タログ

石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 1 1  

電 話 掘 川 @3  4  4  2  

7  



l ヘ 脅 タ イ ト l

J IS 日 本 工 糊 (1.) No. A 日 04

功氏、防弘、冷え器色素¥パ恥Z b j朱冷

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板) 製 造 元

中細木毛 3' X 6' 

極細木毛 3' X 6' 

軽 量 鉄 骨

軽 量 鋼 製 窓 枠

の

設計 ・加工 ・販売

Z  

s  r  Z  E  

日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

1 0 mm 1 2 mm 1 5 mm 

大 阪 出 強 所
1 8 mm 2 5 mm 5 0 mm 

1 0 mm 12m m  1 5 mm 
大 阪 市 北 区 高 垣 間r 8  0  ( やよひヒソレ〕

1 8 mm 2 5 mm 電 話 大 阪 ( 代 ) @  1 7 8 ・4 1  6  1 番

Ss 

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  電話ｾ 286 ・287

工 場 事11 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 育 木 古 堂 町 53 電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010 包 話 尾 道 2868 向島西 19

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 2 丁 目 電 話 I @5 04 ・6 4 7 8

選 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事選

議 耐酸モ ノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業J i K

8t 

ス鎖市東住吉区気章町三丁

8  

大 阪 市 北 区 浮 田 町82番地 電話 聾 崎@ 1333番

late 

会員名簿

昭 和 33 年 版

附 録 業 者 案 内 欄

日 本 建 築 協 会

A 5 版 ・約 4 0  0 頁



ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

4 製 造 業 社

協 和 建

k.k. 工

k.k. 工

大 恵

田 島 応 用

東 亙

材 工 業 k. k.

英 社

盛 社

工 業 k. k.

化 工 k.k. 大阪出張所

工 業 k .k .

業 k.k. 大阪営業所日 遷 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k.k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k. k.

内 因 商 会

締 本 石 油 k.k. .

被 松 商 会

大 阪 朝 日 渥 膏 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k.k.

星 光 商 事 k.k. 大 阪 支 脂

中 函 連E 膏 産 業 k. k. 大阪営業所

k. k. 畏 野 商 底

日 本 建 鮫 興 業 k. k.

前 回 商 庖

山 支 商 事 k.k.

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k.k.

k. k . 井 上 ;争 夫 商 庖

k .k. 石 田 建 材 広

オ リ ヱ ン タ A ア ス フ アル ト 工 業 k. k.

大 阪 耐 酸 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 1苫

共 栄 湿 青 工 業 k.k.

k.k. 木 下 種 三 商 庖

k. k. 久 保 商 信

清 水 興 業 k. k.

k.k. 新 光 筒 庖

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.  

k. k . 大 和 商 会

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 業 k. k .  大 阪 支 庖

日 本 i歴 膏 工 業 k.k. 大阪営業所

k. k . 双 葉 商 会

松 本 渡 膏 工 業 k.k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

k .k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 限 会 社

中 出 商 会

三 億 工 業 所

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 鐙 雨 宿

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 エ 難 k. k.

正 和 商 司J k .k.  

k.k. 山 本 商 会

惨賛 助 会 員

丸 善 石 i由 k. k.  

大 阪 市 来 淀 川 区 間川 辺 5 丁目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 明 野 6 T 同 43

大 阪 市 西 淀 川 区 販 品 II1J 1 690

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 1丁目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 堀 越 町 2 了 目 l

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 3丁目 39

大 阪 市 東 忽 瓦 町 2 ( 三和ピノレ)

大阪市東区巡修田J l 丁目 11(加雌 ピル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 西 区 新 UIJ 北 通 1丁 口 5 2  

大阪市 北 ，区 辺 本 町ｾ 4  1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 ー 祷 町 14

大 阪 市 天 王 寺 区 郷 越 町 2

大 阪 市 北 区紹笠岡IJ 50 (堂 ヒソレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 品 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 辺 5丁 目 35

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 1丁 目 1 3  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 娼 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1丁目 31

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 l

大 阪 市 北 区 浮 m 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区時 江 * 之II1J 4丁目 104

大 阪 市 北 区' ! : ! . 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 l町2 T 目 3 4  

大阪市西区江戸耳目 南 通 57 目35

大 阪 市 北 区 真 砂 UIJ 5  

大 阪 市 北 区 鶴 里 子 町 3 4  

大 阪 市 南 区 滋 町 通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 内 区 江 戸 期 上 通 2丁 11 42 

大 阪 市 南 区 高 津 凶 器 す 7 3  

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 l 丁 日 5 1  

大 阪 市 内 区 新 町 北 通 1丁 口 40

大 阪 市 北 区 白 札I II1J  4  0  

大阪市東淀川区氷 川 西ノ 町 2 了目 6

大 阪 市 都 品 区 郎 山 本 通 7 丁目 45

大 阪 市 稲 ぬ 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 天 王 寺 区 間 玉 造 IUJ 43 

神戸市兵 ｾ ｉ ｬ 区荒田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 陣 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 隊 区 神 田 町 4 3 9

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 II1J

広 品 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 パ 事l' 前 2 2 0

松 山 市 一 義 町

松 山 市 茅 田IJ 2 丁 目 9 5  

大 阪 市 南 区 長 掘 縞 叙i 3 丁 目

( アイク エオNl ' D

(37) ω02 ・857

(66)  8861- 2  

(97)  44ω ・8288

(47)  3131- 2 

(44)  809- 10・1773- 5

(77)  915  

(39)  924- 5 ・2045

(23)  1731代 ・2931代

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36) 以)() ・2841・2966

(54)  3785- 7 

(34)  8643 

(53)  4520 ・8401

( 77)  915  

(36)  774 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(23)  ＲＷＷＱＭｾ＠

(44)  5223- 4 

(44)  0255代 ・5392f ¥，;

(37)  6555- 7  

(44)  3520 ・4564 ・1∞5

(37)  3340 ・3505

(5.3)  4050 ・4190

(37)  1333 

(33)  3679 ・4481・8471

(35)  2922 

(94)  5561- 2  

(44)  5ω 8 ・5486

(34)  207- 8 ・4836- 7

(37)  1お3 ・2933 ・9377

(26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

(64)  1588 ・1905

(64)  3434- 6 

(53)  5281- 3  

(34)  1804 

(37)  3375 

(35.) 9231  

(45)  23ω ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271  

濃川 ( 5) 2697 

湊川 ( 5) 4630

元町 ( 4) 6930 

( 2)  4272 

尾道27ω

中 ( 2) 2畑 1- 2

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

(2'1)  1251  ( 代)

|  …人 ア ス フ ァ ル ト 開 業 会 関 西 支 部 ｮｉＡｄｬＡｉｬｕＮ ｾμ［＠ …鵬 |  
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コンヲリート Iz / 煉瓦{ て/

ハンマーィ簡単 iZ 打込める訂
⑥ 

自動コンクリ ー ト釘はコンクリ ー トや

煉瓦に，木材に打込む と同様にハン

マーで簡単に打込めるもので， そ

の能率のよいこと ，碇着の確実，

そして経済的なこ とは実に驚嘆の

的 でAt rc 革命的な釘の 出現です。

随亙ｾ i詳 細 わ 〉 第 」

日本動力安芸機製 it所
株式曾な

I  

，ミ¥

紋 造 天

(36)  6 3  3  1  - 4  

(866)  3  1  3  1  

( 2 )  5  4  1  3  

(26)  5 0 9  1  - 6  

?の 6 3 3 4 - 5

26)  1  8  3  1  - 6  

(23)  5831(26)2037 

阪

京

台

阪

阪

阪

阪

大

東

仙

大

大

大

大

諾

諾

諾

諾

諾

諾

諾

延

電

電

電

電

電

電

本 社 工 場 大 阪 市 北 区 東 堀 川 町 2 5  

東京事務所 東京都千代田区神田佐久間町 3 - 3 2 ( 内善ピノレ内)

仙台出張所 仙 台 市 元 鍛 冶 町 2 番 地 の 3 ( 小河原会館)

綜式会社日垣本社 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 2 - 3  

自動電工株式会社 大 阪 市 北 区 東 堀 川 町 15- 5

湯浅金物株式会社 大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 2 - 1  0  

太平商事株式会社 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 5

代理皇后

- 新 ι ぃ 建 築 資 材. 1&亨最高の品

日 乗 ラ ヌ ボ ー ド

日東 ;Ti-- ド用フラスター

リフ" フ。レりノフヌ

ヨり〆リフ，. =ラヌ

ャ ハ ヌ " = ラス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フ工 j レト・ルーフインク"

園巨当・・ ｟ｾｪ ｩｩｬｬｅ ｪｾＮ

連羽 BR. 田 村 商 奮

創 業 明 治 24 if-

貿易・木材・建材

10 



f  

中国総代理庖

。"，orl

田 島 応 用 化 工 株 式 会社

奥 山 化 工 業 株 式 会 社

日程 化 学 工業株式会社

関 城 化 学 工 業 株 式 会 社

青盛建枚株式会泊
本 社

福 岡 営 業 所

岡 山 営 業 所

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

福 岡 市 万 行 寺 前 町 14

岡 山 市 東 田 町 3

T E L  ｉｾｉ ② ＲＲ ＸＱ ＭＳ＠

T E L 東 ③ 1 2 2 5 - 6

T E L ② 7 9 1 1 ・8 1 6 9

近代感覚と安く τ 丈夫な異型鋼管

1-1 0 5 1-1 1  P  1  P  1: 

角鍋営〉手サインパイフ。】

逮築. 家具.

@  

装飾.

。美しく 、丸型lζ 較べ縦横の力が強力

。材質は引抜鋼管で仙加工、鍍金も臼由

。 臼 %- 至 6 吋迄製作 カタログ呈

星 金 属 株 式 会 社

柱 大阪市西区立先 七、

電 話 @ 5 5 6 3 ・2 4 6 9  

S T E E L  D O O R  S A S H  

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉の製造

近 畿 車 絹 綿 式 禽 結

11 
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ビオンア、ラ、デコラ

ピ オ ン ラ イ ト

( ピ オ ン バ え ル 全 品 径 に iJ 附)

望の塗装の もの

総発売元

7.  リバー

トーン

4. ビオン

5. ビオン

6. ビ オ ン ア ー ト

フォール

ナ

グループ

ロコ

ビオン

2. ビオン

3. ビオン

写 真 左 よ り

置臣塵週医書i重量重富E ヨ匝量
。

本 氏 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 22

支 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 情 通 1 の 2

3!i ra' i ・ 名 古 同 市 中 区 朝 日 町 1 の 15

H の f也 えーが7 出 張 所 ・ 全 国 主 要 柿 市

製 造 元

E 重量量鍾酒量量調監量量

干上 ・ 6  側f木土品bι 可'i ｩ ｾ＠古 届名

合

ザ

の 4出 Ｕ 長所 ・ 東 京 締中央区京 ｴｦｾ 2  
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新らしい感覚の床材‘

NO. 701 自マー ブル White  NO. 710 赤マー ブル Car mine  Red 

NO. 702 黒 マ ー ブ ル Black NO. 711 レンガマー ブル Bri ck  Red 

NO.  703 1iii. マ ー ブ ル Gray  NO.  720 ベーヂマーフ ル Bei ge 



ヒ、ニラートタイル "

規 格 ・厚 サ 2 粍

歩ζ きさ 1  ｽ ｾ＠ x  1 尺

C30. 3cm角 )

NO. 721 淡茶マーブル しight Brown NO.  750 深緑マーブル Deep Green 

NO.  730 クリームマーブJレ Cream Yellow NO.  770 スモークフ'ルーマーフ'ルSmoke Blue 

}圃

F 圃・11

NO.  740 浅緑マーブル Pale Green NO.  780 コパルトマーブル Cぬal t Blue  

こ の 色 見 本 は 実 物 に 極 め て 近 く 刷 つ で あ り ま す が 、 実 際 に 使 用 の 場 合 は 見 本 を 術l参 !l 白 下 さ い 。



ー邑品 ｾ
業

回E目Z  
目

床 キオ リ ノリュ ー ム、 リ ノ タ イ ル

N リ ノ タ イ ル ( N タ イ ル )

ビ ニ ラ ー ト タ イ ル

ス ポ
ンヂ、

シ ト

接 着 剤 リ ノ リ ュ ー ム 特 製 糊

1- 合 成 糊

A C ぺ ー ス ト 、 プ ラ イ マ ー

手 入 資IJ 液 状 ワ ツ ク ス

本

販 売 唐

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

社 伊 丹 市 伊 丹 5 5  8  

，ー、 f手t! ヰ ( イそ ) 3  5  3  1  

屯・大 1;反 ( 48 ) 4 4 9 0

2  5  6  4  

東 京 支 唐 中 央 区 銀 座 四 丁 目 三 和] ビ ル 電 . 京 橋 (56 )  

1  7 0 1  

大 阪事 務 所 東 区 瓦 町 二 丁 目 三 和 ピ ル 電 . 北浜 (23 ) 375 - 9  

33. 2. 20. 0∞ 大日本印刷株式会社ｾｊｬ 行



広
aュ

1:1 目

ア アスファノレト開業会関西支部 9

浅海屯気k k . …. . ..・ H ・. ...・H ・. 2

浅野スレート k k …. . . . …… .60

背嬢建材k k ・H ・H ・...・ H ・... ・H ・11

伊奈製陶kk .…・…. . . . ・ H ・. . 中挟

泉石綿工業k k …; …・ H ・H ・- … 7

井田商事k k …- …...・ H ・..… ' 5

k k岩住鉄工所 …・ド… ...・ H ・. .16

岩元工業k k .… ....・ H ・.... .・ H ・14

制興産k k建材部 ......・ H ・-… .16

k k栄興脳会・… ・……. ....・ H ・' 4

栄進鋼業k k … … ……. . . ・H ・.15

k k荏原製作所・…' " ・ H ・-表紙 4

オP エンタノレメタル製造k k 中挟

大阪建材工業k k ・・ H ・H ・- …… 22

k k大阪城ロ研究所・ H ・H ・-…・ 3

k k大阪電気暖房商会・ ・H ・H ・. 3

大阪耐酸工業所…・…. . .・H ・... ・・8

大島応用化学工業k k ・H ・H ・" 7

k k奥村重兵衛臨庖・・ H ・H ・-… 59

奥山化工業k k … …. . . . ・ H ・. . .20

織本特殊構造研究所・- ・・・・・・・・ ・.17

カ 樫野石灰工業k k ・・ H ・H ・....… 4

k k川岸窯業… … . . . .・H ・..... 5

関西ペイント k k 一目次対抗商

川口ゴム工業k k …. . . ・H ・..官I]付

近畿建材工業k k …・・・H ・H ・" ' 4

近畿車嗣k k …・....・ H ・....・ H ・.11

工藤電気k k ・・ H ・H ・H ・H ・- …… 2

k k久 保 商 庖 . .. .. .. .・ H ・...・ H ・.. 1  

k kケン トク ・…・・・・H ・H ・. . . . . .22

k k建材社・ ・H ・H ・....・ H ・.. .・H ・. 3

神戸材料k k …. . . ..・ H ・- 表紙 3

k k金問l] i 商会 .. ..・ H ・・・ H ・H ・..… 5

k k工英字上 ・…・…… H ・H ・- 表紙 2

サ 務久工業k k ・・H ・H ・........・ H ・. 3

k k斎藤省三繭庖…. . . . ・ H ・.... 3  

坂本阪会…. . . . . ・H ・. ... .... ・H ・" .7

特 別 広 告 関 係 ( 11国不問)

次
( 50音順) 建 築 と 社 会 yol. 39 No.  4  

三機工業k k . ……・…. . . . ・ H ・. 3

k k三幸商会・・ H ・H ・-… .. ..・ H ・' 4

k k三興干上 … … … H ・H ・- …… 2

k k三晃商会 ・・ H ・H ・.....・ H ・- … 3

三宝電機k k ….....・ H ・....…・ ・2

彰国社・ H ・H ・...・ H ・. ... ..・ H ・-… .58

新興建材工業所・. . . . . . . . . . ・・・・・・・18

新鋼建設工業k k …. ... ・H ・-… 8

須賀工業k k ・H ・H ・- …. . . …- ・ 3

鈴木ν ャタア商会. . . ・H ・H ・H ・.. 5

住友金属工業k k …・… ・・表紙 3

住友商事k k …....・ H ・....・ H ・. . 12

セメダイシ k k ・H ・H ・.. … … 前付

夕 田島応用化玉k k ・H ・H ・. . …… 19

田中工業k k ・・H ・H ・....・ H ・-…・ 1

田中風呂製作所・ H ・H ・.....・ H ・" 7

田辺工業k k ・・ H ・H ・.... ....・ H ・.60

岡村商会建材部・. . . . . .. ...・・・・・・・10

谷山製作所…. . ..・ H ・.....・ H ・-… 7

大信ペイジト k k .... ・H ・...…・21

大日本硝子工業k k ・・H ・H ・-… 15

大仏組・ ・H ・H ・・・ H ・H ・.. .・ H ・- …… 4

高砂熱学工業k k . ……・…- ・・ 4

k k武智工務所 …・・ …. . . .・H ・.. 59

k k立花商会 ・・ H ・H ・-… ・・ H ・H ・' 4
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東邦商会… … . ...・ H ・....・ H ・-… 6

東京鋼板工業k k …-・・ H ・H ・. .14

東 洋キャリ ア工業k k ・H ・H ・" 4

東洋陶器k k ・・ H ・H ・....・ H ・. . 前付

東洋リノ P ュームkk … … 前付

東洋レーヨ γ k k … 目次対抗菌

ナ ナニワ瓦k k …. . .・H ・..… … … 5

内外工業k k … … … … … … … 5

内外土木建材社・. . . . . . . . . .・・ ・・・・・ 16

中本電気k k ・・ H ・H ・- …. . . …… 2

浪速合板. . . . ・ H ・. . ..…・ ・… ・… '; ，6

浪速建材工業k k … … ・ ・…・引

日本金具製作所…. . . ・ H ・- …・ 中挟

k k 日本V ヤッター製 作 所 … 14

日本製板加工kk ・H ・. . . . . …… 8

日本セメント防水剤製造所 ・・表紙 3

日本ドアーチエ ツヲ 製法KK. ・…・ 中挟

日本レーヨン k k …....・ H ・- 前付

臼宝蛭石k k .... ・H ・...…・ … … 16

k k西原衛生工業所・ ……・ 3

三星西日本ア

事業協同組合…表紙 4

k k 日本動力安全機製作所… 10

日本ペイソト. . . ・ H ・.. . .. ・H ・..… 6

k k! l l f 上工業所・ H ・H ・・・ H ・H ・" ' 2

ハ k k林塗装底 … ・・ ・H ・H ・H ・H ・" ' 4
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k k 目立製作所 ・H ・H ・- …- 表紙 2

平田建築構造研究所-・・H ・H ・" 15

平川鉄工所・. . . ....... ・・ ・・・・・・・前付

福屋工業k k …....・ H ・....… ・・・ 4

藤本鉄工k k . …. . . .・ H ・- …… . 5

藤森工業k k …-…. . . . . ・ H ・. . 前付

フタパ黒板. . . ・ H ・.....・ H ・. . …… 8

豊国セメント kk …...・ H ・..… 14

星金属k k_ '" ・H ・.....・ H ・. . …… 11

マ k k松重電機商庖 ....・ H ・... ・H ・2

水谷ペイン トk k ・H ・H ・.. ..… .52

k k三高製作所・・ H ・H ・.....・ H ・.17

k k三 谷 製 作 所 … … H ・H ・- 前 付

三国 コ ンクリート工業kk … 15

峰岸繭庖…・…・・ H ・H ・....・ H ・. . . .20

三舟建材商会・.. ..... . ..・・・ ・・・・・・ .60

k k笠谷商庖 ....・ H ・... .....… . 6

ヤ 山田工業k k … ・ぃ・………・ …・ 3

k kヤマト 電気繭会・ - ……・… 2

山本建材k k ・・H ・H ・.... ..... . 中侠

油脂化工干上・ H ・H ・... … …・ 回表紙 3

k k吉田芳雄商庖…. . . ・ H ・..… 5

吉野石膏k k .… … … H ・H ・.. .. . 6

ラ k k ライト製作所・……・・- …・ 1

大阪"u気商会大阪l暖房商会・・・・・・・・・・…・ .13

大阪市西区江戸luli 朝酒1- 37 m焔@5231代

浅海';:li 気株式会社- … … ・・.. .・H ・...・ H ・..14

大阪市東区北浜2- 69 m沼@5273- 5275 ・4241
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大阪市北区茶屋町33 、電話@l 0098 ・5837 ・8729

三菱電機K K大阪営業所・. . . . . . . . . ....， .. .15
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夜遅歪重量ト

製造元大日本硝子工業誉主

大阪市北区玉江町 2 - 4 (三菱倉庫 ピノレ) 電話土佐姻@3389 ・1597

建築用プ ロ ック

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

気泡コンクリート『 マ ー ル コ ン 』

両 一点|

ｼ 亙ｾ

製造販売

冷暖房室の保温壁，床用， パイプ保温用

壁 用 ブ ロ ッ ク ( 水 に 浮 く プ ロ ッ ク 〉

而も直二亙 と 匿二亙の完僻

三国コンクリート工業株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 絞 IQJ 5  0 電話⑧9187 ・9188若手

工場大阪市住吉区北加賀屋町3丁目3番 地 電 話 1 @4 4 6 4 洛

雲霊平田建築構造研究所

所 長 平 田 定 男

大阪市北区堂島上三丁目十二番地( 永和ピノレ内) TE L @ 5  0  7  1  - 4  
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日両市ι
成

耐火・断熱・軽量・保温・保冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

絶 対

廉 価

日 宝 蜂 厄 株 式 会 祖 ③

肉タト式コンチニ? スペシチレーター

嶺祈念字、ザイン ? 急性能
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内外式ノくーチカノレペンチレータ ー (電気扇、 ) I  

内 外 式 固 定 筒 型 ペ ン チ レ ー タ ー / イr 一寸

片足屋ぷム型ι占ト 国1

25 内 外 土 木 建 材 社 I  

最新 J 機械設備

最高/ 設計ト技術

不続 J 研究ト政良

優 秀 機 能 ヲ 誇 jレ

岩 佐 式

ｒｩｾ 宝 ｅ
ド1 ' - 。サッシェ。メタルラス

練式会話岩佐鍛工聞

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 二 丁 目 三 一 番 地

T E L5.定)IJ (4ワ) 代表4351・4352・4353・0903・0904

ウツボライトM

ポリクレタンスポ ; / i ) の吸音内装材

ウツボライト S

ポ 3 スチ ν ンスポ ; / i ) の吸音断熱内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深田I ー養地のー T  E  L @  0129 



ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

一

一、ー...... 

一
一
一

所作

電話大阪 @ 1754(代表 1

製
竺竺 宅皇r

ニニ R司

大阪市東淀川区西中島町 7 - 69 

株式会社

本社工場
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製規新
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製 品

全 密 閉 上 下 げ 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

所作製建汎
株 式 会 社

2  9  0  3 ・4 4  6  1  ⑬ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

鉄材が少くてすみ飽工簡易な格納庫 ・エ場 ・体育館の建築にば

“ ORI MOTO"  .DI AMUND T R USS 
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-フ

勿

，

九

九一掛

川

五
設計の御依頼に応 じまーす( 施工は御l自由ですっ

カタログ及び般tt. 考資料贈呈

考 察 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所、

東 京 都 中 央 ・ 区 日 本 橋 鯛 殻 DIJ 3- 2 ( 水天宮交叉点角) TPL  (67) 倒43 ・7凹7 ・70回
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，ー・圃圃圃・・・・・・・・園田園田園田・園田・・，

， 

| 特殊壁材製造と左官材料専門卸I:  

l  

aJ : : J J y: : J  

防米剤・愈結削

::1::1"-:ンセ川門)止剤 i  

水 溶 性 特 殊 接 着 剤 、シ ン ケ ン 糊 +桜 印 酸 化 黄 E  

ラ ス ヒ ゲ コ ・ 末 広 布 連 其 の 他 特 殊 材 料 発 売 ー

i 株式会世新興建材工業所;
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星

F

アルミと ｊｾ ーフィシヌの貼合せ屋根本才

巾 l

m

x 長 10. 9
m

( 葺上リ 3坪) ・重量20kg

• 

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田 畠 応 用 化 工 K.K.

東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3 T F. L 王 子 (91 ) 代 表 1181

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 過 1 - 1 4 T E L 土 佐姻 ( 4 4 ) 代 表809

三 星 ア ル ミ ン の 特 徴

耐久性、耐蝕性が大きい

アルミンは日光( 紫外線) や風雨に容易

lζ 犯されません。

アルミンは海岸や工場地帯の潮風やガス IC

も強い抵抗性を発悔します。

耐火性、耐熱性である

アノレミ γ は表而が金属被覆のため耐火性に

すぐれています。
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙口パート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

22 峰

&品」

1字 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸郷土通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 招 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖
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ス チ ー ル サ ッ シ ュ ・ ド ア ー

シッ ャ タ ー ・ オ ペ レ ー タ ー

一 製 造 販 売 一

日

満

全 コ

国ム

害 総 タ

福 代 イ

工 理 ル

rτ 浪速建枚工業株式曾枇底

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東⑧1171"""' 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ヒソレ六号館i印 7号 室 電話東京@ 4611

福 岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンピル内) 電 話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

ｪ る ｬｬｾ 建築 ω 続揺ら ｬｴｬ 鍔

A 文信ぺT ント株式会社

.  

21  



ー

且

、、/修

一 日

F遣

ケ完

よら

一一板の間・廊下に

新

築

に

水

拭

き

で

は

す

ぐ

に

黒

ず

み

ユ

ス

・

ラ

ツ

カ

は

白

木

の

味

を

な

く

し

、

は

げ

る

と

見

苦

し

く

な

り

ま

す

が

、

す

べ

ら

め

白

木

艶

出

ケ

ン

ト

ク

を

月

に

一

t

二

回

ぬ

り

乙

め

ば

毎

日

は

カ

ラ

拭

き

で

新

築

そ

の

ま

L

の

美

し

さ

を

保

ち

ま

す

。

板 の 間 廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

白

木

液

体

ケ

Y

F
ク

-

升

.

四

九

O

円

で

約

十

五

峰

、

先

週

単

品

Y

F

-

一
九

O

円

で

約

五

島

町

み

が

凶

げ

ま

す

6

唱

E

AA

6

 

1

~

 

泡

臼

η

k

n

E

 

u

u

n

u

 

@

 

エ白
‘

一

n

h
h

品

U玄 7 &1J
K Kケン トク大阪市米淀川区新高南通 1- 14

....vョ，

ボ ン デ ラ イ ト

自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 九 自11右 衛 門 町 2 1 番 地

土 界 市 松 屋 PIT I 丁 目 6 帯 地

営 業 所

本 社 工 場

出 張 所

T  E  L . 雨。司 0836 - 9 ・0830

T  E  L .  上界 4800 ・4801 ・1586 

T  E  L . 金 沢 (3)3427 ・3428
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カタログ ・見本進呈 ・

セプシ卜節約. . の使用で'

工

ｬｄｾ ｣ＺＷ ＱＵｾ 日 Ｙ Ｑｃ Ｙ
神 戸 材 料 株 式 会 社

大 阪場

日本建築協会優良詰明

"i1t - 9イ阻害

稼式会両日本セメント防水剤製蓮所

セ メ ン ト 増 強 防 水 剤jt  
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クォ ータイ ト式防水工事

代 行 庖 電 話
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ン ク リ

議乏

主手

紫

褒

ｅ 重量ｾ /  - J !， 重重週

東京都品川区二葉町 1 - 4 4 1 包括荏原⑮1 7 1 5三

大阪市東成区西今里町 2 - 48 電話i @4765 ・0侃 3 :

新日本メタルホームK 区 推 奨 品

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

生建材足場痢鍋答

三L一一一一一

住 友 金 属 工 業 株 式 会 枇
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西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 53

大阪市西区京町堀上通 1の14

事 務 所

分 室

星

TEL@ 17 7  3  - 5  

御 入 会 の 御 申 込 は ・ ・ -一

「建 築 ど 社 会 」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 電 話 北 浜 ⑮ 9648 ・9 6 4 9 ・9640
大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


